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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　佐々木あかね
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　プロローグ







　アルは会心の笑みを浮うかべていた。


　歯をむき出しにし、目を細め、胸を張って大声で叫さけぶ。


「──約束だよな！　な！」


　興こう奮ふんに顔を赤くしたアルの顔には泥どろが張り付き、髪かみには枯かれ葉はや枝がこびりついている。


　子供用に仕立てられた旅りよ装そうは細かい傷きずが無数につき、さらにトドメとばかりに胸のあたりが大きくえぐれていた。まるで、大きな獣けものにでも襲おそわれたように。


　アル自身も無傷ではない。腕うでや脚あしは傷だらけ、むき出しの前歯も一本欠けている。


　だが、その様子に痛みや苦しみはない。


　──弱よわ々よわしい風に、木々がざわめいた。


　紙のように白い月明かりの下、人里から遠く離はなれたこの山の下で。


　十歳さいになったばかりの赤毛の少年は、子供特有の輝かがやくような瞳ひとみで満面の笑みを浮かべていた。


「なあ、俺おれを弟で子しにしてくれるんだよな！　そう約束したもんな！」


「あ～……、ったくよ」


　勢いこむアルの琥こ珀はくの瞳が向けられているのはひとりの男。


　年のころは三十半ばと言ったところだろうか。浅あさ黒ぐろい体たい軀くは長く鍛きたえ上げられた筋きん肉にくに覆おおわれ、のばし放題の髪はたてがみを思わせる。右の目には漆黒の眼帯。アゴにわずかなヒゲを蓄えた姿は歴戦の戦士のそれだ。


　深い茶色の髪はまったく手入れをされていないが、左耳の横だけ軽く結ゆってあり、緑のリングで留められている。


　肩かたから露ろ出しゆつしている腕も、厚めの旅装に包まれた脚も、まるで丸太のようだ。その両手にはそれぞれ銀色に輝く剣けんが握にぎられている。


　瞳には理知的な輝きを宿し、顔は落ち着いた雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。


　粗そ野やではあるが乱暴ではない、生命力にあふれた大たい樹じゆを思い起こさせるような男だった。


　だが、男の顔は苦い物を飲み込んでしまったかのように眉み間けんにしわが寄り、口が歪ゆがんでいる。


　まるでアルとは正反対の顔だ。


「ったく！　ここまでやるか、おい！」


　男は怒ど号ごうに近い叫さけびを上げながら、片手にぶら下げている剣で足あし下もとを指す。


　そこには男の数倍ほどもある巨きよ大だいな虎とらが倒たおれていた。


　男がつい数十秒前に、手にした剣で斬きり殺したものだ。


「無理にこんな道を通りやがって。オレがこなけりゃ、お前みたいなガキはあっという間にコイツに喰くい殺されてたろうが！」


　顔が震ふるえるくらいの怒ど声せいを浴びながら、だがアルは動じない。


「…………そうしなきゃ、追いつけなかったんだ」


「──あ？」


「そうしなきゃ、テオドールに追いつけなかったんだ！」


　あくまで胸をはり、アルは腹の底から声を出す。


「約束だろ！　テオに追いついたら、剣を教えてくれるって！」


　そう。


　そのためにアルはこれだけの無茶をしたのだ。


『三日以内にオレに追いついたら弟子にしてやる』。


　テオドールが言ったその言葉を信じて。


　彼が山やま越ごえで使ったルートをそのままなぞって。


　十歳にもならない子供が、人喰い虎のすみかを通って。


　ここまで、やってきたのだ。


「くっ……！」


　テオドールの顔が、ますます苦いものとなる。


「このオレが──〝剣けん聖せい〟なんてあだ名で呼ばれてるオレが、まさかこんな追つい詰められかたをするたぁな」


　テオドールはいらだったように髪を搔かいた。


　じろり、と不ふ機き嫌げんを隠かくそうともせずにアルをにらみつける。


　それでも、アルは視し線せんを逸そらさない。


「でも……、これで勝負は俺の勝ちだろ」


　逆に、そう言い返した。


「……まあ、な」


「じゃあ、剣を教えてくれるよな！」


「…………」


「…………」


　しばしにらみ合う、剣けん士しと少年。


　先に目をそらしたのは、剣士だった。


　大きく息をつき、天を見上げる。


「わあったよ！　教えてやる！　約束だからな！」


　半ばやけになったようにそう言った。


　少年は目を大きく開け、体全体で言葉を反はん芻すうし──。


「ぃやっっったあああああああああああああああああああああああああああああっ!!」


　文字通り、飛び上がらんばかりに叫んだ。


　テオドールは大きくため息をつきながら、苦にが笑わらいを浮かべる。


「ここまで無茶をやるんじゃ、放っておいたらどうなるかわかんねえじゃねえか」


　近くの岩に腰こしを落ち着け、あちこち飛び跳はねて、転びそうになるアルを見る。


　赤しやく銅どう色いろの髪かみの毛に琥珀色の瞳。


　やんちゃそうな顔つきをしているが、別段訓練を受けた体つきではない。


　どこにでもいる、普ふ通つうの街の子供だ。


　それが──。


「オレを追っかけてくるってだけで、人喰い虎の縄なわ張ばりまでくるかよ」


　最初は体よく追い返すつもりだった。


　剣など、教えるつもりはなかった。


　だが、あの少年があまりにもしつこいのでつい言ってしまったのだ。


『三日以内に追いついたら弟子にしてやる』などという一言を。


　その日の内に山でも越こえてしまえば諦あきらめるだろう、と高をくくって。


「騙だまされた気分だぜ、ったく」


　テオドールは腰にくくりつけていた水入れから、酒をあおる。


　アルはまだ叫びながら喜びを嚙かみしめていた。


　放はなすのを忘れているのか、その右手には彼の手には少々大きすぎる石が握にぎられている。


「……あんなもんで、虎に勝てるわけねえだろうが」


　アルは全く諦めることなく、テオドールを追って来た。


　そして人喰い虎に襲われたときも、なんと逃にげようともせずに反はん撃げきに出たのだ。


　あたりに落ちていた石を手にして。


　結果、アルの叫さけび声を聞いたテオドールが駆かけつけ、ふたりは対面したのだが。


「おい、お前、オレがこなきゃどうなってたかわかってるのか？」


「え？　……そりゃ、この石で虎を……」


「馬ば鹿か」


　ゴツン、とアルの頭にげんこつを落とす。


「自分の力をもうちょい考えろ」


「だって……」


　喜びに水を差されたからか、少年の目に涙なみだがにじむ。


　テオドールは軽くため息をついて言った。


「これからは、そのくらいの判断ができるようになれ。……オレの弟子ならな」


「え……？」


　意味がわからなかったのか、アルがきょとんと見上げる。


「さっき言ったろ。剣を教えてやるって。……オレの弟子になるからには、厳きびしく行くぞ」


「…………」


「なんだよ、その顔は。ほれ、返事はどうした？」


「……う、うん！」


「ちなみに、弟子になったからには荷物持ちも、洗せん濯たくも武ぶ器きの手入れも、お前がやれよ。それから飯めしも作れ」


「えぇっ！　なんだよそれ！　剣と関係ないじゃん！」


「うるせえ。オレはそういう主義なんだよ。それとも……」


　アルの不満を一いつ蹴しゆうして、テオドールがにやりと微笑ほほえむ。


「いやなら──いつでも弟で子しを辞やめていいんだぞ？」


「うっ……！」


　あえて意地悪く言った一言に、アルはわずかにたじろぐものの。


「わ、わかったよ！　やるさ！　やってやるよ！　そのくらい！」


　はっきりとやせ我が慢まんしている顔でそう答えた。


「おう、それじゃしっかりやれよ。……あー、あとな」


「なんだよ、まだあるのか？」


「あとふたつある。あのな、オレのことを〝師し匠しよう〟とか、〝先生〟とか、そういう呼び方で呼ぶな」


「いいけど……、なんで？」


　瞬まばたきをして、アルは首をひねる。


「むずがゆいんだよ。そんだけだ」


　虫でも払はらうようにテオドールは手を振ふる。


「オレのことはテオと呼べ。いいな」


「うん！　テオ、よろしくな！」


　全力でうなずいてアルは鼻をこすった。


　どうやらこの少年も礼を尽くすのは苦手らしい。


「んで、これが最後で、そして一番大事なことだ」


　テオドールは挑ちよう戦せん的てきな笑みを浮かべ、アルの胸に人差し指を押おし当てた。


「オレの弟子になるんなら、これだけは約束してもらわんとな」


「……な、なんだよ」


　テオドールの雰ふん囲い気きに押されて、アルは思わず聞き返した。


「なあに、簡かん単たんなことだ」


〝剣聖〟とまで呼ばれた、希き代たいの剣士はぐっとアルの胸を押す。


　そしてわずかに目を細めて、言った。





「オレに剣を習うのなら、いつか必ずオレより強くなれ」





　剣士は、アルの師となる男は、不思議な顔をしていた。


　歓かん喜きと、不安と、そしてわずかに懐かい旧きゆうの入り混じったような顔。


　口元は笑っている。


　だが──アルには、この上なく真しん剣けんな顔に見えた。


　今の言葉を冗じよう談だんではなく、本気で言っているのだと、そう理解した。





「……わかった。約束するよ」





　だから──アルは口を結んではっきりうなずいたのだ。


　必ず守ると、その約束を魂たましいに刻きざんで。





　もしその約束を果たしていれば。


　あの時、師が死ぬことはなかったのだろうか──。


　頭の片かた隅すみで自問しながら、アルは夢ゆめを見る。





　それは、最初の約束。


　未いまだ果たせぬ、遠い日の思い出。
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　純白の光が目を灼やく。


　一いつ瞬しゆん遅おくれて、熱風と衝しよう撃げきがアルの頰ほおを叩たたいた。


「……なんだよ、一体？」


　のろのろとアルは目を開く。


　──柄がらの悪い青年だった。


　二十になったばかりだろうか。


　赤しやく銅どう色いろの髪かみの下で、琥こ珀はく色の瞳ひとみが不ふ機き嫌げんに揺ゆれている。半分閉とじられた目とだるそうに歪ゆがめられた口、そして右頰に走る大きな刀かたな傷きずが柄の悪さを強調していた。


　細ほそ身みながらよく鍛きたえられた全身、手のひらにくっきりと残るたこは、彼が剣けん士しであることを物語っている。見るものが見れば、その年ねん齢れいと鍛たん錬れんの度合いに驚おどろきを感じただろう。


　だが、今、彼の周りに人はいない。


「ったく、おちおち寝ねてられねえのか」


　悪態をつきながら、アルは目をこらす。


　先ほどの衝撃と閃せん光こうはただ事ではない。


　少なくとも──ここは本来そんな事態が起きるような場所ではない。


　瞬きを繰くり返し、周囲を確認する。


　うすぼんやりと見えてきたのは、ここ数日見み慣なれた風景だった。


　苔こけや汚よごれがこびりつき、黄色く変色した壁かべ。魔ま術じゆつでもかかっているのか、妙みようにツヤのいい鉄格子。壁には、獣じゆう脂し特有のクセのあるにおいを放つ明かりが据すえ付けられている。


　──地ち下か牢ろうである。


「……？　いつもと変わんねえぞ？」


　その牢の一室で、アルは首をかしげる。


　腕と壁とをつなぐ鎖くさりがジャラリと音を立てた。


　今のアルは、磔はりつけにでもあっているかのようだった。


　鎖によって両手を大きく広げられ、腰を落ち着けることもできない。


　数日前より、アルはこの地下牢でこんな状態だ。


　──ただの牢ではない。


　レイウォール王都ノルドグラム、その王宮に存在する地下牢。


　赤せき竜りゆう王おう国こくの呼び名も高い、このアルディオン大陸最大最強の国家レイウォール王宮の地下牢──すなわち、この大陸でもっとも強固な牢ろう獄ごくである。


「気のせい、か？」


　アルは眉まゆをひそめて、牢の外に目を凝こらす。


　特に異い変へんは感じられなかった。


　確かに衝撃と閃光を感じたと思ったのだが……。


　騒さわぎが起きるどころか、看かん守しゆさえ出てこないのはなぜだろうか。


　両手を壁にはりつけにされたまま、首だけをひねってアルは悩なやむ。


　──と。


「……あ、あのっ！　すいませんっ！　あたし、そんなつもりは……」


　わずかながら、少女の声が聞こえてきた。


　看守でも、囚しゆう人じんでもない。


　はっきりとは聞こえないが、何か必死に謝あやまっているようだ。


「客、か？」


　こんなところに？


　アルはさらに眉み間けんにしわを寄せる。


「すいませんっ！　でも、あたし見み張はりは気がつかれる前に倒たおせって言われてて──」


　なにやら物ぶつ騒そうなことを言いながら、声の主はアルがいる牢に近づいてくる。


　なんとかその姿すがたが見えないかとひとしきり首を伸のばし──。


「ふぇ？」


　その人物と目があった。


「………………」


　言葉を失うとはこのことだろう。


　現れたのは、あまりにも場ば違ちがいな少女だった。


　春の柔やわらかな陽光を思わせる薄うす紅べに色いろの髪は、大きくふたつにくくられている。


　肌はだは磁じ器きのように白く、絹きぬのようになめらかで、瞳ひとみは翡翠ひすい。形のよい唇くちびるが、桜さくら色いろに染そまっていた。


　真しん紅くに染め上げられたローブが、ほっそりとした体を柔やわらかく包んでいる。


　──大切に、大切に育て上げられた可か憐れんな花。


　表すならば、そんな少女だ。


　薄うす汚ぎたない牢獄には、ふさわしくない。


　そして。


　アルが言葉を失ったのは、彼かの女じよに目を奪うばわれたからだけではない。


　その顔を、知っていたからだ。


「あ、あなたは……？」


　少女はおずおずと声を発する。いつでも逃にげ出せるように、腰が引けていた。


　その肩には羽と角の生えた、真っ白な子犬のような生物がしがみついている。


「…………」


　アルは口をぱくぱくと動かした。


　驚きよう愕がくに身を震ふるわせながら、なんとか声を絞しぼり出す。


「……ピアニィ」


「え？」


「ピアニィ、……ルティナベール、レイウォール……」


「え？　あ、あの、はい、あたし……ピアニィですけど……」


　呆ぼう然ぜんと名前を口にしたアルに、引きぎみに答える少女。


　ピアニィ・ルティナベール・レイウォール。


　この国で暮くらすものならば、誰だれしもが知っている名前であろう。


　なにせ、赤竜王国レイウォール第二王女その人である。


　現国王オーギュスト四番目の子であり、王家の末まつ子しにあたる。


　心優しく、国民すべてに愛されている少女だ。


　無論、アルも直接この少女を見み知しっているわけではない。この国のあちこちに飾かざってある肖しよう像ぞう画がを見たことがあるだけだ。


「なんで、こんなところに……」


「違ちがうんです！」


　突とつ如じよ、ピアニィが叫んだ。


「な……？」


「違うんです！　あたし、あたし何もしてないんです！　あたし、お父様を裏切ったりしてません！　何かの間違いなんです！」


　矢や継つぎ早ばやに少女の口から否定の言葉が流れ出る。目を開き、顔を恐きよう怖ふに染めながら。


　ただならぬその様子に、逆にアルが冷静さを取り戻もどしたほどだ。


「待て待て！　いきなり言われてもわかんねえよ！　何があったんだ、あんたに！」


　なおも言いつのろうとするピアニィを、わざと大きな声で止める。


「え……？」


「俺は数日前から捕つかまってる。あんたに何があったのかなんて、わかんねえんだよ」


　ジャラリと鎖をならして、アルは肩をすくめた。


　ピアニィはわずかに戸と惑まどった後、うなずいた。


「ええと、事の発ほつ端たんはついさっきなんですが──」


　意外なほど素直に、ピアニィは自身の状じよう況きようを語り出す。


　一日のはじまりは、いつもとまったく変わらぬ様子だったと、王女は言う。


　食事を取り、家族と挨あい拶さつを交わし、病びよう床しようの父を見み舞まい、朝の鍛たん錬れんを家庭教師と始めようか、というところで異変は生じた。


　近この衛え兵へいの一団がピアニィの部へ屋やに押おし寄せて、こう言ったのだ。


『あなたに謀む叛ほんの疑いがかけられております』──と。


「兵士はあたしのお兄様……ヒューバード兄様の命めいでやってきたと言ってました。何がなにやらわからないまま、あたしは逃にげ出しました。兵士は有う無むを言わせぬ勢いだったから……」


「で、なんでここに逃げてきたんだよ」


「えと……、ここから城の外に逃げられるってお姉様に教えられて。今、王宮中の兵士があたしを追ってますから、一いつ旦たん城の外まで逃げた方がいいって言われて……」


　話と共に、王女の声がしぼんでゆく。


　鉄格子を持つ手は震ふるえ、その目には涙がにじんでいた。


「あ、あたしは……、何もしてないんですよぅ……」


「──だろうな」


「……ふぇ？」


　アルはため息混じりに答える。


　その答えが意外だったのか、ピアニィは不思議そうな顔でアルを見返した。


「信じて、もらえるんですか？」


「信じるっていうかな。……あんた、人を騙だませないだろ」


「えっ！」


　目をぱちくりとさせるピアニィ。


　アルは繫つながれたままの両手で、器用に肩をすくめた。


「普ふ通つう、こんな行きずりの男に大事な事情を全部話したりはしねえよ」


　少なくとも、牢獄の囚人に話す内容ではないだろう。


　追っ手がついているというのなら、なおさらだ。


「そうなんでしょうか？　あたし、よくはわからないのですが……」


　というのに、逃とう亡ぼうの王女は頰に指を当てて考え込んでいた。


「いや、普通信用しねえだろ。俺は囚人なんだぞ、囚人」


「でも、きちんと話聞いてくれましたし……」


「だからそういう問題じゃ……。まぁ、いいか」


　アルは首を振って言葉を切った。


　そして口元を歪ゆがめて笑みを形作る。


　いかにも怪あやしげな笑みになってしまったが、まあしょうがない。


「で、どうだ姫ひめさん。ひとつ取とり引ひきをしないか？」


「……取引？」


「そうさ。俺を出してくれれば、あんたが安全なところに着くまで、俺が護まもってやる」


　笑みを崩くずさずに、アルは言う。


　このまま牢獄で時を過ごせば、アルは処しよ刑けいされるだけだ。


　それならば、少しでも手は打っておく必要がある。


「信用できないか？　だが犯はん罪ざい者しやの俺ならあんたをレイウォールに売ることはないから──」


「わかりました！　あたしも助かります！」


　至し極ごくあっさりと、肯こう定ていの答えが返ってきた。


「…………え？」


「え、と、ここってどうやったら開けられるんでしょう？　看守さんは出で会あい頭がしらに、ちょっと気絶させちゃいましたし……」


　きょろきょろとあたりを見回して、アルを牢から出す手はずを考え出すピアニィ。


　ふと、アルは我われに返った。


「っと、待て待て待て！」


「……？　なんですか？」


「いいのか、あんた！　追われてる身なんだろ!?」


「そう、ですよ？　だから、護ってくれると助かるんです」


「だから！　そんな簡かん単たんに信用していいのかって言ってるんだ！」


　必要以上に声が大きくなる。


　あまりにもあっさりと提案を受けられたために、つい本音が出てしまった。


　当のピアニィは困こん惑わくした表情を浮かべている。


「え……、と……？」


「……いいか？　俺と姫さんは今会ったばかりだろ？」


　まるで子供に言い聞かせるような、ゆっくりとした口調でアルは話す。


　ピアニィはそれに、真しん剣けんな顔でうなずいていた。


「俺がどんなやつか姫さんは知らないわけだろ？　名前も知らないわけだし」


「確かに、名前は知りませんが──」


「だから、そんなやつを簡単に信用していいのかって話だよ」


「…………」


「俺が姫さんを騙だましているのかもしれねえだろ。牢から出たら、あんたを放って逃げるかもしれねえ。……だろ？」


　何を話してるんだ、と自分で呆あきれながらもアルはピアニィに同意を求める。


　だが、王女から返ってきた言葉はアルの予想とは違っていた。


「そう、なのですか？」


「……あ？」


「あなたは……、あたしを騙すつもりなのですか？」


　まっすぐな瞳がアルを射い貫ぬく。


　含ふくむ物はまったくない。ただ純真さだけが、王女の瞳から伝わってくる。


「どうなのでしょう？　あたしにはあなたがそんな悪い人には見えないのですが……」


「……っ！」


　アルは言葉に詰つまった。


　突とつ然ぜん『他人を信用するな』と説教していた自分が恥はずかしくなってくるような、そんな気持ちがわき上がる。


「い、いや、そりゃ、別に俺は騙すつもりは無いが……」


　しどろもどろになりながら、アルはそう返す。


　すると──。


「そうですか！　やっぱり！」


　花が開くような微笑ほほえみを見せて、ピアニィはポンと両手を叩たたいた。


「あたしには、あなたが人を騙すようには見えませんでしたから」


「…………姫さん、あんた俺の話聞いてたのか？」


「ええ、聞いてました。でも、あなたは大だい丈じよう夫ぶなのでしょう？」


　アルが切り返すも、王女は笑え顔がおで一いつ蹴しゆうする。


「…………」


「…………」


　かたや困り果てた顔で。


　かたや純真な笑顔で。


　剣士と王女は言葉無く向かい合う。


　大きくため息をついて視線をはずしたのはアルだった。


「……まあ、そろそろ脱だつ出しゆつしねえと本気で処刑されかねねえからな」


「じゃあ！」


「切り出したのは俺だ。文句はねえよ。──取引成立、あんたの護ご衛えいになるぜ」


「はい！　あたしが無事な場所に着くまで、護ってくださいね！」


「こっから出してくれればな。……ちなみにここの鍵かぎは、姫さんの後ろに見える看守室にあるはずだ。ついでに俺の装そう備びも出してくれ」


「あ、わかりました。……あ、そうだ」


「なんだ？」


「あの、あなたのお名前は……？」


「っと、名乗ってなかったか」


　名乗りもせずに話し込こんでいたのか、とアルは苦笑いを浮かべる。


「アル・イーズデイル。これでも剣士だ。……よろしくな、姫さん」


「はい！　よろしくお願いします！」


　王女の無む邪じや気きな返事が、牢獄の中にこだました。





　　　　＊　　＊　　＊




　首、肩、腕の順に関節を回す。


　ゴキゴキと音を鳴らしながらも、各関節は綺き麗れいに動く。特に変な痛みもない。


「よし──、異状なしっと」


　掌を閉とじ開きしつつ、アルはつぶやいた。


　鍵を捜さがしてもらい、拘こう束そくを解とき、牢から出たアルは、ピアニィに装備を捜してもらっている間、自身の体のチェックを行なっていた。


　数日間捕つかまっていたわりには、十分に動く。


　もちろん、まともな食生活ではなく、ほとんど体も動かせていないため、多少鈍にぶっているが、そのあたりは仕方がない。


「……というか、体が慣れている気がする……」


　アルは陰いん鬱うつな声を上げる。


「捕まるのに体が慣れるってのは、どうなんだよ、おい」


　彼の脳裏に、幾いく度どとなく捕まった経験がよぎる。


　傭よう兵へいとして敵対勢力に捕まったこともある。魚ぎよ人じんのような異種族に捕まったこともある。


　つい数ヶ月前にも、とある貴族に捕まって牢に入れられた。


　おかげで牢の中にいても、無む駄だに動どう揺ようすることもなければ、緊きん張ちようすることもなくなってしまった。


「俺の人生、なんか間ま違ちがってるような気がするな」


　げっそりと息をはき出しながら、アルは肩を動かす。


　──と。


　もそり、とアルは足に何かが乗るのを感知した。


　柔やわらかな毛皮の感覚と、温かな体温が足に伝わってくる。


「っ！」


　同時にアルの全身に戦せん慄りつが走った。


　全身の毛け穴あなが開くような感覚と共に、汗あせが噴ふき出る。


　足下にまとわりつく、ふんわりとした感かん触しよく。繰くり返し吹ふき付けられる、温かい息づかい。


　ぎこちなく首を動かし、下を見ると──。


「？」


　子犬のようなソレと、アルの目があった。


　つぶらな瞳、真っ白い毛並なみ、ちょこんと出した舌。


　額ひたいには小さな角が、背中には体毛と同じもこもことした毛に覆おおわれた翼つばさが生えている。


　先ほどピアニィの肩に乗っていた生物だ。


　彼（？）は愛らしい瞳で、アルを見つめている。


「…………」


　対するアルの顔は蒼そう白はくだ。


　動きも止まり、わずかに震えている。


　そのまま、奇き妙みような硬こう直ちよく状じよう態たいがしばらく続き──。


「アルさーん、装備ってこれですか？　なんだか荷物がたくさんありすぎて、どれなのかよく……」


　荷物を抱かかえて戻もどってきたピアニィが、目を瞬まばたかせた。


「何してるんですか？」


「……わ、わかんねえか？」


「ええと、あたしにはその子がアルさんの脚にすり寄っているように見えますけど……」


　ピアニィがアルの足下にいる真っ白な動物を指さす。


　何が気に入ったのか、子犬のようなそれは鼻を鳴らしてアルの脚に頭をこすりつけていた。そのたびに、アルは青白い顔をさらに白くして、何かに耐たえるように奥おく歯ばを嚙かみしめている。


「……ひ、姫さん、こいつはあんたのペットだったよな」


「はい。ルミナスドラゴンの幼よう生せい体たいで、ヤンヤンって言うんですよ」


「そうか。だったら……、コイツを今すぐ俺の足からどけてくれないか？」


　顔を青くしたまま、アルは言葉をはき出す。


　その声は、はっきりと震えていた。


「え？　どういうことですか？」


「いや、だから。この毛玉を俺の足からどけて欲しいんだよ」


　と、その時。


　ヤンヤンが翼を広げ、アルの顔近くまで一気に飛び上がった。


「ちょっ!?　待て！　おい！　近い近いって！　うわ、舌出すな！　顔なめるな！」


　叫びながら顔の周りを飛び回るヤンヤンをかわそうと首を動かすアル。


　顔を真まっ青さおにしつつ、必死に首を振ふる様子からははっきりとした恐きよう怖ふが伝わってくる。


　さすがのピアニィも首をかしげた。


「あのぅ、もしかしてー」


「なんだよ！」


「子犬とか、苦にが手てだったりします？」


「苦手じゃない！」


「でも……」


「恐おそろしいだけだ！」


「………………それ、同じじゃないですか？」


　錯さく乱らんぎみに叫ぶアルの言葉に、至極まともな顔でツッコミを入れるピアニィ。


「どうでもいいから、早くこいつをどけてくれぇっ！」


　再び、牢獄内にアルの叫びがこだました。
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　変色した石造りの通路に寄りかかり、ピアニィは笑え顔がおを浮うかべた。


「ふふふ。アルさん、結構かわいいところあるんですね」


　その胸には子犬のようなドラゴンの幼生体、ヤンヤンを抱だいている。


　捕とらえられていた牢獄から特に動きもせずに、アルは自分の剣の状態を確認していた。


　王女と顔を合わさず、仏ぶつ頂ちよう面づらで。


「犬が苦手なんですか？」


「……犬っつーか、子犬とか子こ猫ねことか小さい生き物が苦手なんだよ」


「え？　でも、こんなにかわいいのに」


　そう言って、ピアニィはヤンヤンにほおずりをする。


　ヤンヤンもうれしいのか、その小さな目を細めた。


「………………いいだろ、別に」


　横目でそれを眺ながめつつ、アルはごまかすようにひとつ右の剣を振る。


　なじんだ重みが伝わってきた。


　軽くうなずいて左の剣を。


　手入れをしていない割には、十分な手て応ごたえが返ってくる。


　その感覚にアルがうなずいた──その時。


　剣士の耳は石いし畳だたみを蹴ける音を察知した。


　複数の人間──しかも重武装の人間が歩く音だ。


「──姫さん」


　途と端たんに顔を真剣なものに変えて、アルがピアニィに警告を発する。


「追っ手だ」


「えっ？」


「姫さんは下がってな。……もう来るぜ」


　アルは右の剣で、入り口となっている鉄の扉とびらを指した。


　同時に──扉がはねるように開き、男たちが駆かけ込こんでくる。


　炎ほのおのように赤い甲かつ冑ちゆうを着込み、右手には長ちよう剣けん、左手には盾たて。


　兜かぶとはかぶっておらず、甲冑の肩にはレイウォールを象しよう徴ちようする赤せき竜りゆうの紋もん章しよう──近この衛え騎き士しの紋章が刻まれていた。


　狭せまい石畳の通路が瞬またたく間に埋うまり、アルとピアニィの前に赤い壁となって立ちはだかる。


「……王女ひとりを追いかけ回すには、ずいぶんと多いんじゃないか？」


　アルの軽かる口くちに応えたのは、四人三列に並んだ長剣の切っ先。


　彼らは油断無くアルの動向をうかがっている。


　そして、三列横隊となった騎士の向こうから、ひとりだけマントを着用し、兜をかぶった騎士──おそらくは指し揮き官かんだろう──が、よく通る声で言い放った。


「ピアニィ殿でん下か。あなたの兄上様が……ヒューバード殿下があなたをお待ちです。これ以上の抵てい抗こうをせず、おとなしくこちらにいらしていただければ危き害がいは加えません」


「だとよ、姫さん。どうする？」


　アルは剣で肩をたたきながら振ふり向く。


　わずかに距きよ離りを離はなしていたピアニィは、不安げな面おも持もちでアルの顔を見返した。


　胸の前で手を組み、わずかに体を震わせている。


「ダメ、です。今お兄様のもとに行くわけには……。でも……」


「でも？」


「その、こんな人数では……」


　ピアニィの視線が騎士たちへと向く。


「ふぅん、姫さんはここで諦あきらめるつもりなのか？」


　両手に握にぎった剣を構えもせずに、アルはピアニィへと問いかける。


　わざと、不ふ敵てきな笑みを浮かべて。


「俺は負けるつもりはねえぞ。……このくらいの連中に」


　剣を向けたままの騎士を嘲あざける。


　それでも騎士たちは声ひとつあげなかった。


　ただ──ざわりと発する殺気が増ましただけ。


「あ、あのっ！　それじゃあ」


　そしてピアニィがその一いつ触しよく即そく発はつの空気に──。


「それじゃあ、誰だれも殺さずに……勝てますか？」


　トドメの一いち撃げきを入れた。


「……ははっ！　姫さん、そいつはまた相手をナメたお言葉だな！」


「ち、違いますっ！　あたしは誰にも死んで欲しくなくて──」


「わかってるよ、あんたがそういう意図だったってことは」


　だが──時に、その純じゆん粋すいさが相手を傷つけることもある。


「……ピアニィ殿下。それでは、こちらの指示には従ってはいただけない、ということでしょうか？」


　指揮官の声が石造りの通路に響ひびく。


　重く、低い声は、感情を押おし殺している証しよう拠こでもあった。


　ピアニィは一いつ拍ぱくを置いて、落ち着いた声で答えた。


「──はい。今のヒューバードお兄様には、従えません」


「残念です。……それでは、力ずくでも殿下を取り押おさえさせていただきます」


　指揮官の言葉と共に、騎士たちががしゃりと剣を構え直す。


　警けい戒かい態たい勢せいから攻こう撃げき態勢へと移ったのだ。


「アルさん！」


「安心しろって。姫さんがお望みなら、こいつらを殺さずに片付けてみせるさ」


「それなら──」


　大きく息を吸い込み、ピアニィは騎士たちに向き直った。


「騎士たちを倒たおしてください。ただし、誰も殺してはなりません！」


「あいよ、お姫様」


　横隊を維い持じしたまま距きよ離りを詰つめる騎士に、アルは無む造ぞう作さに近づく。


　両手の剣はだらりと下げたまま、挑ちよう発はつするような笑みを浮かべて。


　騎士たちは歩みを乱さず、敵を十分に引きつけてから──一いつ斉せいに剣を突つき出した。


　だが。





「──甘あまい」


　言葉と共に、アルの姿が騎士の壁をすり抜ぬける。


　一いつ瞬しゆんの後、剣士は二列目の騎士たちの眼がん前ぜんにせまっていた。


「──っ!?」


　騎士たちに初めて動どう揺ようが走る。


　何が起きているのか、理解ができない。


　なぜ剣士が目の前にいるのか、なぜ一列目の騎士たちが彼を見み逃のがしたのか。


　そしてなぜ──、前列の騎士四人がうめくこともなく倒れようとしているのか。


「くっ！」


　それでもタイミングをそろえて敵に剣を突つき出せたのは、訓練のたまものだろう。


　しかし、動揺しきった彼らにアルを捕らえることはできない。


　再び剣士の姿が壁をすり抜け、二列目の騎士たちが倒れる。


　三列目も同様に、アルがすり抜けたと同時に倒れていた。


「……え？」


　ピアニィが啞あ然ぜんとした声を上げる。


　瞬きをしても、光景は変わらない。


　目の前には、重なるように倒れている真しん紅くの鎧よろいたち。


　レイウォール王宮を護る精せい鋭えい、近衛兵たちの姿だった。


「今、何が……」


　呆ぼう然ぜんとするピアニィを現実に戻もどしたのは、響ひびき渡った甲かん高だかい金属音だった。


　はっと目を戻せば、アルの一刀を指揮官が手にした盾で受け止めている。


「っと、さすがにあんたは簡単にはやれねえか」


　笑みを浮かべたままで、アルが受け止められた右の剣を素早く戻す。


　対する指揮官は兜の向こうから、静かに剣士を睨にらみ付けていた。


　年の頃ころは二十代後半と言ったところか。実直な性格が顔にまで表れているような男だ。


　無む駄だなく鍛きたえた体を真紅の鎧と純白のマントで覆い、他の騎士と同じく両の手に剣と盾を握っている。


　指揮官は集中したまま、低く声を漏もらした。


「四本同時に突き出された剣にカウンターか。しかも脚あし捌さばきで幻げん惑わくし、後方の連中を攪かく乱らん。そのまま殲せん滅めつか。我が隊相手にやってくれたな」


「……見えてたか」


　アルが浮かべる笑みの質が変わる。


　挑ちよう発はつの笑みから、獰どう猛もうな笑みに。


「さすがレイウォール近衛騎士、よく訓練された動きだ。……だが、俺の目からすれば隙すきだらけさ。こちらを見み下くだしていればなおさらな」


「見下したつもりなど無いが、隙があったのは事実。貴き公こうの剣がそれを上回っただけだ」


「アンタは、そう簡単にはいかねえようだな」


　じわり、とアルの全身から殺気が流れ出す。


　わずかに脚を開き、上体を沈しずめ、いつでも踏ふみ出せるような姿勢に移った。


　対する指揮官は左に持ったカイトシールドを前に出す。


　右に持った長剣が盾と体の陰かげに隠かくれた。


「双そう剣けんの剣士よ。貴公の名を問う。その剣の腕、ただものではあるまい」


「アル・イーズデイル、期待させて悪いが普通の傭よう兵へいだ。ただ──」


「ただ？」


「師し匠しようが非常識な性格でな。考えられんほどの修しゆ行ぎようをやらされてきた。その結果がこんなもんだ。……で、あんたの名は？」


「リヒャルト・ハルトマン、レイウォール近衛騎士、第六番隊隊長だ」


　名乗った後にリヒャルトは静かに息を吸い込む。


　そして、腰を落として言った。


「──来い、アル・イーズデイル」


「おうよ！」


　再び、金属音が狭せまい通路に鳴り響ひびく。


　アルの繰くり出した左の突つきを、リヒャルトが盾で受け止めたのだ。


　間かん髪はつを入れず、アルは半身をずらし、右の剣を下から繰り出す。


　盾とアルの体が邪じや魔まになり、その一撃は見えない──はずだった。


「……ふん」


　だが、リヒャルトは流れるように盾を動かし、その一撃を受け止める。


　同時に騎士の剣が音を立ててアルののど元へと突き出された。


「っと」


　アルは左の剣で攻こう撃げきを払はらうと、二、三歩後ろに下がって距離を取る。


　ひとつ息をつき、表情をまったく変えない騎士に苦笑いを浮かべた。


「見えないはずの攻撃だったんだけどな」


「瞳か肩、脚が見えていれば、攻撃を防ぐことは容易たやすい」


　眉ひとつ動かさずに、リヒャルトはそう答える。


　そして騎士は再び同じ構えを取った。地に根付いた大樹のようにどっしりとした構えを。


「なるほどねぇ」


「貴公は騎士の剣を知らないようだ。我らの剣は護る剣。簡単には打ち破れんと知れ」


「……騎士の剣、か」


　わざとゆっくりと、かみ砕くだくようにアルはその言葉を舌に乗せる。


　だらりと下げていた剣を持ち上げ、ピタリと騎士へ向けて構えた。


「いいこと言うな、あんた」


　口には笑み。強者と戦っているという、殺意と歓かん喜きの混じった笑み。


「なら──次は俺の剣を見せてやるよ！」


　言葉と同時にアルが踏ふみ込こんだ。


　低い体勢から、左右の剣を高速でたたきつける。


　だがリヒャルトは二に連れん撃げきを丁てい寧ねいに盾で防いだ。


　そして攻撃が終わった瞬しゆん間かんを狙ねらって長剣を剣士の頭部へと繰り出し──。





　振ふり下ろされる刃やいばへと踏み込んだアルと、目があった。





「なにっ！」


　剣はアルの頰をかすり、空を切る。


　同時に交差ぎみに繰り出されたアルの剣が、リヒャルトの腕を浅く切り裂さいた。


　甲冑で覆われていない、わずかに露ろ出しゆつした部分を。


　次に距離を取ったのはリヒャルトだった。


「…………」


　わずかに驚きを含んだまなざしがアルを見る。


「騎士の剣が護る剣なら」


　アルは双剣を振って血をぬぐい、言い放つ。


「俺の剣は見み切きる剣だ」


　リヒャルトは横目で傷の状態を確認してから構えを取り直した。


　油断無くアルをうかがいつつ、うなる。


「あの体勢、あの角度からの攻撃を皮一枚で見切り、反撃。……なるほど、見切る剣とはよく言ったものだ。部下たちが容易く負けるのもうなずける」


「力の流れってやつが見えるまで、師匠にさんざん叩たたき込こまれたからな。生なま半はん可かな動きじゃ、俺の目はごまかせねえよ」


「理解した。ならば──それ相応の戦い方をするまで」


　そして三度。


　リヒャルトは盾を前面に押おし出して構える。


「どんな小さな隙も、見み逃のがさねえよ」


　アルもまた、双剣を互たがい違ちがいに構えた。


　しばしの対たい峙じの後──剣と盾が交こう錯さくする。


　双剣が縦じゆう横おう無む尽じんに乱れ飛び、騎士の盾がそれを迎げい撃げきする。


　戦いはアルが優勢に進んでいた。


　高速で動き続ける双剣は、宣言通り騎士の隙を見逃さず、あらゆる角度からリヒャルトを傷つける。


　だが、リヒャルトは慌あわてない。


　最小限の動きで、最大限に攻撃を捌さばく。あえて小さな傷は見逃し、危険な攻撃だけを盾と鎧の防ぼう御ぎよ力りよくを活いかして処理をする。自分から剣を振ふるうのは牽けん制せい程度だ。


　十数合の打うち合いの末、眉をひそめたのはアルの方だった。


「ちっ」


　剣と盾が打ち合う。


　もう何度目になるかわからない。騎士の盾はアルの剣を丁寧に、確実に捌いていく。


　その光景に、思わず舌打ちをした。


「──あんた、勝つつもりがねえな？」


　苦にが々にがしく、アルが言い放つ。


　レイウォール近衛騎士の隊長を務める男は、眉ひとつ動かさずにうなずいた。


「私では貴公には勝てん。ならば、時を稼かせぎ援えん軍ぐんを待つ」


「いいのかよ、誇ほこりある赤竜王国の騎士が負けを認めて」


「我らの任務は殿下にお帰りいただくこと。勝負の行方ゆくえなどどうでもいい」


　その答えに、アルは歯がみする。


　リヒャルトという男は徹てつ底ていして冷静だ。目的を間ま違ちがえない。


　この勝負、時間をかければアルが勝つだろう。少しずつとは言え、双剣は騎士を傷つけている。


　だが、向こうの言うとおり時間をかければ増ぞう援えんがやってくる。そうなれば逃とう亡ぼうそのものが危あやうくなるだろう。


　短時間で決着をつけるならば、相手の生死など構っていられなくなるが──。


　剣けん戟げきを続けながら、アルが決断を迷まよっているその時。


「──伏ふせてください！」


　王女の高い声が、その場を切り裂さいた。


　同時にアルの背中が総そう毛け立だつ。


　あまたの戦場を渡わたってきた剣士としての勘かんが、彼に最大級の危険を告つげていた。


「っ!?」


　アルは一瞬も迷うことなく、横っ飛びで床ゆかに伏せる。


　横目を逸そらせば同じように、リヒャルトも壁へと張り付いていた。


　そして。


　ごう、とうなりをあげて何か巨きよ大だいな物体がアルのすぐ上を通り抜ぬける。


　風と共に強きよう烈れつな冷気が駆かけ抜け、一いつ瞬しゆんの後に破は砕さい音おんが轟とどろいた。


「…………」


　体勢を戻しつつ、アルは驚きよう愕がくの表情で通路の入り口を見る。


　横目で見れば、リヒャルトも目を見み開ひらき、同じ方向を確認していた。


　開け放たれたままだった鉄の扉は完全に破は壊かいされ──そして凍こおり付いている。


　アルの上を通り過ぎたのは、通路を埋うめ尽つくさんばかりに巨大な氷の塊かたまり。


「コキュートス……？」


　思わず口にしたのは魔術の名前だ。


　巨大な氷ひよう塊かいで敵てきを押おしつぶし、凍とう結けつによる行動束そく縛ばくを発生させる上級魔術。


　生なま半はん可かな魔メ術イ師ジには使えない術である。


　魔術師の中でも、ウィザードと呼ばれる一部のものにしか使うことを許されておらず、ウィザードの称しよう号ごうを持つものは軍の中でも数えるほどしかいない。


　そしてそれを放ったのは──。


「や、止めてください、リヒャルト」


　ピアニィだった。


　前に突き出した彼女の右手からは、魔力の残ざん滓しが冷気となって漂ただよっている。


　不安の中に若じやつ干かんの悲ひ哀あいを混ぜ、王女は近衛騎士に訴うつたえかけた。


「これ以上あなたが戦うというのなら、あたしも一いつ緒しよに戦います」


　その言葉に、初めてリヒャルトの眉が歪ゆがんだ。


「殿下、それは……」


「こう見えても、多少の魔術は使えます。あなたが栄はえあるレイウォールの近衛騎士だとしても、剣と魔術の両方を耐えきれるものではないでしょう」


（……いや、多少じゃねえだろ！）


　心の中でアルが壮そう絶ぜつに叫ぶ。


　魔ま獣じゆうや巨きよ人じんが一いち撃げきで沈しずむレベルの魔術である。


　少なくとも、王族が片手間に使うものでは決してない。


「…………」


　リヒャルトは迷っていた。


　アルがどれだけ幻げん惑わくしても揺ゆらぐことなく保ち続けていた盾が、逡しゆん巡じゆんに揺れていた。


　しばしの静せい寂じやくの後、リヒャルトは血を吐はき出すように言葉を口にする。


「殿下……、どうしても行かれるおつもりですか」


　ひたとピアニィを見つめ、低い声にあらん限りの忠義を込こめ、騎士は続ける。


「我らも、殿下が謀む叛ほんなどと何かの間違いだと信じております。しかし……、ここで殿下が王宮から逃げれば、その間違いを真実へと押おしやってしまいます」


　そしてリヒャルトは剣を置き、片かた膝ひざをついて頭こうべを垂たれた。


「ヒューバード殿でん下かからも、『くれぐれも傷つけずに連れてくるように』と言われております。ここは──どうか思いとどまってはいただけませんでしょうか？」


　ただまっすぐに、忠義の騎士は王女の目を見る。


　だが──ピアニィは柔やわらかく、首を横に振った。


「あなたの言うこともわかります。……しかし、今は聞けません」


「なぜですか、殿下！」


「今、ヒュー兄様にあたしの言葉は届かないでしょう。お聞きになるのであれば、少なくともこのような形で追い立てません」


「しかし、それでは……」


「だから、あたしはここを離れます。そうしろと望んでくれたものたちのためにも」


「…………」


「兄様にお伝えください。いずれ、この身が潔けつ白ぱくであることを証明しに参ります、と」


　透すき通った声に、強い意志が宿る。


　そのまなざしが、一挙手一投足が、牢獄のよどんだ空気を清せい冽れつなものへと変えてゆく。


　今までのどこかおどおどとした少女の面おも影かげは無い。


　そこには、確かに赤竜王国の末すえ姫ひめの姿があった。


「リヒャルト、今は引いてください。……あなたの部下にも、手当が必要です」


　その言葉に騎士は肩を落とし、無念そうにうなずく。


「わかり……ました」


　すっくと立ち上がると、剣を収めて入り口に向かいかけ──もう一度振り向いた。


「殿下、許されることではありませんが──」


　背せ筋すじを伸のばしたまま、リヒャルトは略式の敬礼を行なう。


「ご無事を、願っております」


「ありがとう、リヒャルト」


　わずかに寂さびしげな笑みを浮かべて、ピアニィは騎士を見送った。


　しばしの後、再び牢獄が静せい寂じやくに包まれる。


　アルは軽く息をついて、気落ちした様子のピアニィに声をかけた。


「よかったのか？」


「え？」


「倒しておいた方が都合が良さそうだったけど」


「……いいんです」


　ピアニィは笑顔を浮かべる。


　無理して作ったのだと、すぐにわかるほど儚はかないものだったが。


「無駄に戦いはしたくないんです。それに──」


　王女はアルが気絶させた騎士たちを見やる。


「リヒャルトたちは、昨日きのうまで……いいえ、ついさっきまで、あたしを護っていてくれていたんです。その人たちを、傷つけたくはありません」


　そう言うピアニィの横顔からは、本気で兵士たちに胸を痛めている様子が伝わってくる。


　ふと、アルは小声でつぶやいた。


「…………姫さんが、慕したわれるわけが少しわかったよ」


「え？　なんですか？」


「いや、なんでもねえ。……で、これからどうするんだ？　わざわざこんな牢獄まで来たんだ。当てはあるんだろ？」


　わざと言葉を多くして、話題を逸らす。


「あ、はい。ええと、この奥おくにある隠かくし通路を使ってまずは王都の外まで行きます。そして──」


　ピアニィは少し緊きん張ちようした様子で、次の行き先を口にした。


「伝説と謳うたわれた軍ぐん師し、サザーランド老師のもとへ参ります」
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　暗く長い道のりを越こえたその先は、潮しお騒さいの鳴る砂すな浜はまだった。


　さくさくと砂浜を歩きながら、アルは周囲を確認する。


　鼻び腔こうをくすぐるのは強い潮の香かおり。たっぷりと湿しつ気けを含んだ海風が、牢に閉とじ込こめられていた肌はだに心地ここちよい。


　アルは枯かれ葉は色いろのマントをひるがえし、周囲を確認する。その腰には二本の長剣が揺れており、背中にはもう二本の剣がくくりつけられていた。


　眼前には巨大な太陽が、一日の役目を終えて紅くれないに染まった姿を水平線上にさらしている。


「あの……、どうですか？」


　背後の岩いわ陰かげからピアニィが顔を出す。


　さらにその背後には、明らかに人の手が入った通路の出口が見えている。


　隠し通路の出口だ。アルは今、先回りした追っ手がいるかどうかの確認をしている。


「…………」


　周囲を見回しても、特に気配は無い。


　視線も殺意のたぐいも感じなかった。


「たぶん……大丈夫だ。とりあえずは安全、かな」


「そうですか。……よかったぁ」


　ほっと一息つくピアニィ。


「で、案内されるままに来たが、ここはどの辺なんだ？」


「え、と……王都ノルドグラムの南に出る、と聞かされています。海岸が見えますから、南西付近じゃないでしょうか。街道より少し外れた場所ですね」


　砂浜に絵を描かいて、ピアニィが解説する。


「なるほど。それで、俺たちが向かうべき場所は？　伝説の軍師さまとやらの場所は」


「えっと……、霊れい峰ほうネビスに居きよを構えていらっしゃると……」


　ピアニィが砂の絵の王都から、かなり南に位置する場所に丸を付け加える。


　それを見たアルがいぶかしげな顔になった。


「ネビスぅ？　あんなところに人が住んでるのか？」


　霊峰ネビス。


　アルディオン大陸の中央を南北に切り分けるキール山さん脈みやくの中で、もっとも高い山である。


　資し源げんも多いが、その自然の厳きびしさ故ゆえに登ろうとするものは地元の人間だけだとも言われている。


「ほんとかよ、その話は」


「その、あたしもステラ姉様に聞いただけなので、なんとも……」


　自信なさげにピアニィが続ける。


「ただ、お姉様はそのサザーランド老師に師事された方ですから、間違いはないと……」


「なるほどな。で、そこまで行けば姫さんは安全なのか？」


「あ、いえ。とりあえずは老師のもとに行き、助力を仰あおげとお姉様が」


「……そうか、そうだよな」


　ばつの悪い顔で、アルは返事をする。


「悪ぃ。姫さんが王宮を追い出されたのは唐とう突とつなことだったんだよな。どこへ行けば安全か、なんてわかるわけねえか」


「いいんです。とりあえずは向かう先がありますから」


　ピアニィは優しく笑ってそう言うが、どことなく重い空気があたりを漂ただよう。


　ふたりとも言葉はなく、ただなんとなくあたりの様子をうかがっていた。


　じりじりと、夕ゆう陽ひが紅あかい光を投げかける。


「あー、とりあえず今日きようはもうここまでにしねえか？」


　沈ちん黙もくを破ったのは、アルが先だった。


「……え？」


「飯めしも食わず、着の身着のまま逃げてきたんだ。そろそろ体力も限界だろ。ネビスまで行くんなら、それ相応の準備をしないとこっから先は辛つらいぜ？」


「でも……」


　煮にえ切らない返事をしながら、ピアニィはわずかに背後を気にする。


「追っ手が気になるのもわかるけどな。俺たちは食料も水も、明かりだって持ってないんだ。もう日も暮くれる。無理に進んで道に迷ったら、それこそ取り返しもつかねえぞ」


　そう言って、アルは両手を開いた。


　今アルたちが持っているのは、ほぼ武器だけ。アルのバックパックを看かん守しゆ室しつから取り返したため、薬類などはわずかにあったが、その程度。ピアニィに至っては本当に何も持たないで逃げてきたために、護ご身しん用の武器程度しか持っていない。


「まあ、先回りされてないなら大丈夫さ。姫さんの姉あね貴きは、この通路は王族しか知らない通路だって言ったんだろ？」


　無言でうなずくピアニィ。


「だとすれば、そう簡単に通路は発見されねえさ。それに罠わなも結構あった。向こうが追いつくとしても、それなりに時間はかかる。だからここはきちんと準備をしとこうや。……だいたい、姫さんだって腹はらは減へってるだろ？」


「う……。は、はいぃ……」


　顔を赤くしながらピアニィは首を縦に振った。


「かくいう俺も、ここ数日牢ろう暮らしだったんでまともな飯を食えてなくてな。少しは精のつくものを食っておきたいんだ」


　肩をすくめてアルは笑顔を浮うかべる。


　わずかではあったが、つられて王女の顔にも笑みが浮かんだ。


「野宿だから姫さんには辛いかもしれねえが。その辺は我が慢まんしてもらうとして──」


「あ、あたしそういうのは大だい丈じよう夫ぶですよ。森の中に入るのは日課でしたから」


「……そうか？　それなら助かるけどな」


　言いながらアルは首を巡めぐらせる。


　海岸線沿いにつづく林の一角に、少しばかり開けた場所を見つけた。


「じゃあ、あの場所で今日は休もう。あそこなら、寝ねるくらいの空間が取れそうだ」


「はい。あの場所ですね」


「俺は魚でも捕とってくる。姫さんは水でも探してくれ。できなきゃ後で俺がやるから」


「大丈夫、それぐらいならやれます」


「そうか？　……じゃあ頼たのむな」


　そう言い残して、アルは海岸へと歩き出した。


　振ふり返れば、ピアニィが小走りで林の中へと進んでいくのが見える。


「………よし」


　自分の顔を軽く叩き、息を整ととのえる。


「ちと気合いを入れて、食料を探すか」


　こんな状じよう況きようではあるが、多少なりともあの可哀かわい想そうな王女に元気を取り戻してもらいたい。


　アルは勇んで海岸の岩場へと進んでいった。


　その後で、信じられないものを見るとはつゆ知らず──。
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「…………おい、これは、どういうこった……？」


　誰に問うでもなく、アルがつぶやく。


　苦労して魚を四匹ばかり捕つかまえ、仮かりの寝ね床どこへと帰ってきたアルは、呆然と目の前の光景に見み入いっていた。


　下草を払い、空間を確保したそこには、さまざまなものが並ならんでいた。


　新しん鮮せんな水、山ほどの山さん菜さい、キノコ。果くだ物もの類るいは丁寧に平たい岩の上に置かれ、木を削けずった器うつわには砕くだいた岩がん塩えんまで用意してあった。


　そしてなによりもアルを驚おどろかせたのは。


　それらをすべて、動物が運んでいたことだ。


　まるで捧ささげ物でもするように、狐きつねやリス、熊くまなどと言った動物たちがピアニィのために物ぶつ資しを集めているのである。


「…………」


「あ、アルさん、おかえりなさい」


　硬こう直ちよくしたままのアルを、ピアニィが出で迎むかえる。


　だが、アルの目は周りの異常に釘くぎ付づけになっていた。


「これですか？」


　ピアニィが物資を集めている動物を見て、笑顔を浮かべた。


「急いで用意した方がよさそうだったんで、みんなに手て伝つだってもらったんですよー」


「…………みんな？」
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「はい。あたし、昔むかしから動物とお話することができて。ちょっとしたことなら、こうやって手伝ってもらえるんです。……ね、みんな」


　アルは見た。


　ピアニィの声に応じるように、リスはうなずき、狐は尻しつ尾ぽを振り、熊が腕を振ふり上げるのを。まるで、獣けものたちが王女を歓かん迎げいするように。


「だいたい欲ほしいものはそろったと思うんですけど、どうですか？」


「……じゅ、十分、じゃないかと……」


　なぜか腰の引けた感じでアルは答える。


　ピアニィはひとつうなずくと、集まっていた動物にこう言った。


「それじゃあみんな、ありがとう！　気をつけて帰ってね」


　まるで招しよう待たいした友人を見送るように。


　レイウォール第二王女は手を振った。


　それに合わせて、動物たちもぞろぞろと林の中へと消えてゆく。


　残されたのはアルとピアニィ、そしてヤンヤンのみ。


「…………」


　最後まで、アルは口を開けたまま動物たちを見送った。


「ふふふ、驚きました？」


　ピアニィがアルの側に寄る。


　どこかいたずらっぽい笑みを浮かべて。


「──驚いた。ここ数年で一番驚いた」


「やった。そういう答えを、ちょっと期待してました」


　両手をポンと重ね合わせて、ピアニィが喜ぶ。


　その満足げな顔を見て、アルも顔をほころばせた。


「そりゃ、帰ってきたら動物たちが野営の準備をしてるなんて思わねえからなぁ」


「ふふっ、そうですよね」


　そしてずらりと並んだ食材を見る。


「しかし、動物が集めたにしてはきちんと人間の食べられるものがそろってるな」


「それは当然です。あたしがこういうものを持ってきて、ってきちんと頼たのみましたから」


「え？」


「こう見えても、野外活動の経けい験けんはあるんですよ。あたし」


　軽く胸を張って、目を閉とじるピアニィ。


　だが、アルは。


「……姫ひめさんがぁ？」


　思い切り、いぶかしげな声をあげた。


「あー、信じてませんね！」


「そりゃ、なあ。姫さんはレイウォールの第二王女、この大陸で誰だれよりも高こう貴きな生活をしている立場じゃねえか。……動物と話せるってのはびっくりしたが、野外活動って言われてもな」


「むむ、亡なくなったお母様に習ったんですよ！」


「姫さんの母親って……、レイウォール王おう妃ひじゃねえか。なんでそんな人が……」


「教わったんです！　魔ま術じゆつも、戦せん闘とうも、罠わなの仕し掛かけ方も、野外で生き延のびる方法も！」


「待て待て待て！　どんな王妃だ、そりゃあ！」


「『いつか役に立つから』って、教えてくれたんです。実際、今役に立ってます！」


「いや、そりゃそうだがよ……」


　頰ほおをふくらませて拗すねてしまったピアニィに、小声でツッコミを入れるアル。


　と、ピアニィの視し線せんがアルの背せ負おっていたマントに向いた。


　釣つった魚をマントでくるんで持ってきたのだ。


「あ、お魚捕つかまえられたんですね」


「ん？　ああ、岩場が近くにあったからそんなに苦労もせずな」


　注意深く、アルはマントを開く。


　そこには青い背に白い鱗うろこが夕陽を受けてきらめいていた。


　大きさはアルの腕うでほどもある、細ほそ長ながい魚である。


　その一匹ぴきを、ピアニィがひょいと手に取った。


　そして。


「じゃあ、あたしがお母様から習ったやり方でこのお魚を料理してみせます！」


　自信満々に、そう言い放った。


「おいおい、大丈夫かよ」


　アルはそう言うものの、ピアニィは気にしない様子で魚を平たい岩の上に置いた。


　アルのバックパックから小振りのナイフを取り出すと、慣れた手つきで内ない臓ぞうを取り出す。


「へぇ……」


　さらに水でゆすいでから、砕くだいてあった岩がん塩えんを魚の身にすり込む。


　そして──。


「これで一晩干ほしておけば、干し魚の完成です！」


　どうだとばかりに胸を張るピアニィ。


「待て待て待て！　ちょっと待て！」


「……どうしたんですか？」


「なんで干し魚なんだよ！」


「サバイバルの時はこれが一番だって、お母様が言ってました」


「またお袋ふくろさんか！　──じゃなくて！　今から干し魚作るのかよ！」


「ええ。作っておけば日持ちもしますし、比ひ較かく的簡単に食べられますし」


「あのな、姫さん」


「はい？」


「今から干し魚を作ってできあがるのは明日あしたの朝だ」


「はい、このお魚なら一いち夜や干ぼしで十分ですね」


「…………で、今から俺たちは何を食べるんだ？」


「あ」


　はた、と手を打つピアニィ。


　アルは大きく肩を落としてため息をついた。


「山菜やらキノコやらはあるけど。姫さんはそっちを調理する予定だったのか？」


「あ、いや、ええと、そのぅ……」


　なにやらもじもじと手を動かしながら、ピアニィがうつむきぎみに答える。


「あたし、できる料理と言えば干し魚、干し肉、干し芋いもとかしか……」


「保ほ存ぞん食しよくばっかかよ。いや、そりゃサバイバルには必要だけどさ」


　げっそりとした顔で、アルはうめいた。


「それも姫さんの母親から習ったのか？」


「はいぃ……」


「本気で顔が見たいな、おい」


「いつも優しい、本当によいお母様でした。でも……」


「でも？」


「ことサバイバルとか、戦闘とかに対しては妙みような熱が入っていた気もします。『倒たおすならまず後こう衛えいから』とか『魔ま術じゆつ師しに重要なのは先手』とか、教えてくださいましたし」


「…………さっきの言葉、訂てい正せいしておくわ。姫ひめさんの母親には会わない方がよさそうだ」


　王族、というもののイメージがすべて壊こわれてしまいそうだった。


「と、まあそれはともかくとして」


　アルは言葉に出して話題を区切る。


「今日は俺が飯めしを作るか」


「うっ……、すいません……」


「別に気にすんなよ。もともと姫さんに料理させるつもりはなかったんだ。それに、保存食も作っておかなきゃいけないしな。干し魚とかは後で作ってくれよ」


「はい、そう言ってくれるなら……。でも、それじゃあ何を作りますか？」


「そうだな……」


　改めてアルは目の前に置かれている食材を確かく認にんした。


　魚は小振りではあるが、山や女ま魚めほど小さくはない。動物たちが集めてくれた山菜とキノコは十分以上の量がある。それに……岩塩のような調味料まであるとなれば。


「この辺で行くか」


　そう言って、アルは山菜の下に敷しいてある物に手を伸ばした。





　　　　＊　　＊　　＊




　潮しお騒さいが、宵よい闇やみに響ひびく。


　月明かりをわずかに照り返す白い砂すな浜はまを、足取り重く彼女は歩いていた。


「…………」


　肌はだは褐かつ色しよく、髪かみは深しん緑りよく。


　胸と腰こしを覆おおうだけの衣い服ふくに、マフラーを巻まいただけという出いで立ち。


　頭についた犬のような耳、そして腰から飛び出たふさふさの尻しつ尾ぽは、しおれた花のように垂たれ下がっていた。


「……うう、なんでこんなことになってしまったでやんす……」


　奇き妙みような語ご尾びをつけて彼女は力なくつぶやく。


　頭には海草が絡からみ、顔には砂、服はずぶ濡ぬれ。


　ひとつの荷物も持たないその姿は、どこをどう見ても遭そう難なん者しやのそれであった。


　当てもなく彷徨さまようその姿は哀あい愁しゆうが漂ただよう。


「なんであっしがこんな目に……」


　風が運ぶ潮しおの香かおりは、ここが彼女にとっての異国であることを否いや応おうなく伝える。


　その事実がよりいっそう彼女を打ちのめし、足取りを重くするのだ。


「…………あ、れ？」


　ふと、彼女の動きが止まる。


　うつむいていた顔を空へと向け、鼻をひくひくと動かした。


　潮のにおいに紛まぎれて、美う味まそうなにおいが漂ってくる。


　肉と香こう草そうが焼ける、なんとも香ばしいにおいが食欲を直接刺し激げきする。


　──ぐう、と彼女の腹はらが鳴った。


「……メ、メシ……」


　つぶやいて、彼女はにおいの漂う方へと振ふり返る。


　目をらんらんと光らせ、よだれを垂たらし、手をわきわきと動かしながら。


　その様はまさに一匹の獣であった。


「ヒャッホオオオオオオオオオオゥッ！　めっしでやんすううううううううううううううううう！」


　砂煙けむりを上げながら、彼女は突とつ撃げきする。


　においの漂う、林の方へ──。





　　　　＊　　＊　　＊




　石を積んで作った即そく席せきのかまどから火の粉こが飛び散る。


　パチパチと軽い破は裂れつ音おんを立てながら、投げ入れた枝が炭となって赤熱していた。


「……ん、こんなもんかな」


　つぶやいて、アルは手に持った長ちよう剣けんを火の中へ無む造ぞう作さに突つっ込こんだ。


　灰はいをかき分けると、黒々とした物体が三つほど現れる。


　つっついて状態を確認すると、アルはそれらを取り出した。


「はいよ、これでできあがり」


「……え、もうですか！」


　ピアニィが驚きの声を上げる。


　アルが調理を始めてから、まだそれほど時間は経たっていない。


　あたりは暗くなってきているものの、まだ夕陽の残ざん滓しが空を明るく見せている程度だ。


「簡単なもんだろ。野外の料理ってのはそのくらいでいいんだよ。……ほら、中を開けてみな。熱いから注意しろよ」


　そう言って、ピアニィに手近な枝を投げ渡す。


　王女はやや顔を紅こう潮ちようさせつつ、慎しん重ちようにそれを──焦こげた蓮はすの葉を広げた。


「わあ……」


　ふんわりと、香ばしいにおいが広がる。


　蓮の葉の上には、魚の切り身が数切れ、綺き麗れいに並べられていた。


　切り身の横に添そえてある、山菜とキノコが彩いろどりを加えている。


　今、アルの作ったのは簡単な包み焼きだ。


　魚をさばいて、山菜とキノコと一いつ緒しよに蓮の葉にくるんで炭火の下に埋うめる。


　あとは焦がさないように注意するだけ、という簡単な料理だ。


　味付けは塩のみ。本来は香草の使い方やら、蒸むし方やらにいろいろ工夫をするところだが、そのあたりは無視して作っている。


「そこのナイフで突つき刺さして食べてみな」


「はい、いただきます」


　丁寧に切り身を分けて、その小さな口に運ぶピアニィ。


　口に入れた途と端たんに、彼女の目が丸くなった。


「おいしい……」


「ははっ、そりゃよかった」


　アルも満足そうな笑みを浮かべ、自分の分を口にする。


　嚙かみしめると肉にく汁じゆうが口の中いっぱいに広がった。脂の甘あまみと山菜の苦にがみが、同時に味覚を刺激する。それを岩塩の辛からさがうまく引き締しめていた。


「ん、上出来だ」


　つぶやいて、早速二切れ目に手をつける。


「アルさん、料理上じよう手ずなんですねー。王宮の料理と比くらべても遜そん色しよくないですよ」


　ピアニィもまた、夢む中ちゆうで魚を食べていた。


　アルは口の中のものを飲み込んでから、肩をすくめる。


「うれしいが、そりゃ言い過ぎだ。俺のは手て抜ぬき料理だからな」


「ええ、これが手抜きですか？　そうは思えませんけど……」


「だとしたら、うまいと思うのは材料がいいからだよ。取れたてはどんなものでもうまいんだぜ」


「ふふっ、それじゃあ動物たちに感かん謝しやしないといけませんね」


「まったくだ」


　アルたちはふたりで自然と笑いあう。


　和なごやかな空気が、追い詰つめられているという状況をわずかに忘れさせる。


　……と、ピアニィが口を開いた。


「でも、ちょっと意外でした」


「ん？」


「アルさんが料理できることです」


「ああ、まあそうかもなあ。家事をするって感じには見えねえもんな、俺」


　アルは苦笑いを浮かべる。


「俺だって、料理に興きよう味みがあって作ってるわけじゃねえよ。仕方ない事情ってやつがあったんだ」


「事情、ですか？」


「姫ひめさんがいろんなことを母親から教わったように、俺にも剣けんの師し匠しようがいてな」


「まあ、それは……」


「これが────ひっどい人でな」


「……え？」


　アルの苦笑いに、暗い感情が混じる。


「炊すい事じ、洗せん濯たく、雑務。その他面めん倒どうなことはぜ────んぶ俺にやらせるような人だった。それでもって、文句だけは人の三倍言いやがる」


「え……と……？」


「飯を作っても、気に入らなきゃ何度でも作り直しをさせる。衣い服ふくを破いておいて、『直せ』の一言だけ。ひどい時は『眠ねむいから』っつって、俺に背せ負おわせて山やま越ごえをしたこともあったなぁ……」


「あの、アル、さん？」


「こっちから頼たのんで弟で子し入いりしたからってあの野や郎ろう。何かにつけては、『イヤなら辞やめてもいいんだぜ』の一点張りだ。こっちがそれだけはできねえってわかってやがるくせに……」


　ここではないどこかを睨にらみ付けながら、アルは凄せい絶ぜつな顔で言葉を並べる。


　我われ知らず握にぎった拳こぶしがめきめきと音を立てた。


　見る間に不ふ穏おんな空気が広がる。


「あ、アルさん、なんか怖こわいですよアルさん！」


「…………はっ」


　ピアニィの一言に我を取り戻し、ひとつ大きく呼吸をするアル。


　頭を振って、イヤな記き憶おくを追い出す。


「あー、すまんすまん。ちょっと理り不ふ尽じんな扱われ方まで思い出しちまって」


「いえ、あたしの方から振った話題でしたから……」


「そんな師匠だったんだが──」


　しかし、アルは懐なつかしむように背負った剣を見上げる。


「大事なことは、みんな師匠から教わった。……これでも尊敬してたんだぜ？」


「さっきの様子だと、そうは見えませんでしたよ？」


　ピアニィは困ったように微笑ほほえんで、そう答えた。


「一言で言いあらわせない関係ってことなんだよ。でも、こうやって肌はだ身み離はなさず師匠の剣を持ち歩いてるくらいには大事に思ってる」


　そう言って、アルは背中の剣を抜ぬく。


　銀の刃やいばがかまどの火を照り返していた。


　装そう飾しよくも、鍔つばもほとんど無い、純じゆん粋すいに斬きるためだけの双そう剣けん。


　腰に差している──戦いの時に使う剣と違ってその剣は細かくひび割れていた。


　素人しろうと目めにも、剣としての寿じゆ命みようをとうに過ぎているように見える。


「その剣、お師匠さまの剣だったんですか……」


「そう。……形見ってヤツだな」


　うなずきつつ、懐なつかしさのこもった目で剣を見つめるアル。


　脳裏に描えがかれるのは、ひねた笑みでさんざんにアルを馬ば鹿かにするテオドールの姿すがた。


　そして、銀の剣を手にどんな敵てきでも一いつ瞬しゆんのうちに打ち倒たおしていた師の勇ゆう姿し。


　いつまで経たっても届かない、あの背中だ。


「あの……、形見ということは、もしかしてアルさんのお師匠さまは……」


　アルの様子から何かを読み取ったピアニィが、上目遣いでアルを見つめる。


　剣士は、王女にはっきりとうなずいた。


「──少し前に死んだ」


　意識はしたが、少し声は硬かたかった。


「その時にいろいろ謎なぞを残してな。レイウォールの王宮に忍しのび込こんだのも、その手がかりを得るためだったんだ。──失敗したけどな」


「そうだったんですか……」


　ピアニィが申し訳なさそうに目を伏ふせた。


　ふと、アルは気になって問いかける。


「姫さん、あんたはファラフナーズっていう女を知らないか？」


「え……？」


「紫むらさき色いろの長い髪かみをした女だ。中に一ひと筋すじ、真しん紅くの房ふさを持っててな。長身で、言葉が少しなまっているような発音をする」


「……すいません。心当たりは……」


「バルムンクって組織でもいい。そいつらが師匠が死んだ謎の手がかりなんだ」


　勢い込んで尋たずねるアルに、しかしピアニィは力なく首を振る。


「……そっか。いや、いいんだ。レイウォールの王宮にいるって聞いてたから知ってるかと思ったんだが。姫さんが知らなくても不思議はねえ」


　アルは肩を落とす。


「あの、その方がアルさんのお師匠さまを……？」


「直接の仇かたきなのかどうかはわからねえ。ただ──何か知っていることは確かだ。だからこそレイウォールの王宮に入り込みたかったんだが……」


　アルは奥おく歯ばを嚙かみしめる。


　以前に対たい峙じした時、ファラフナーズはテオドールの形見を持っていた。


　銀の剣とは別の、失われたはずの形見を。


　それはつまり──師が死んだときに、近くにいたことを表す。


「でも、王宮に侵しん入にゆうするなんて無む茶ちやですよ」


「今のところ、そいつしか手がかりは無ねえ。だから無茶でも何でもやるしかなかった。……結果は知っての通りだけどな」


　結局くだらない罠わなに捕つかまって、地ち下か牢ろうで処しよ刑けい寸前まで行ったのだ。


　ピアニィの言うとおり、無茶ではあったのだろう。


　わかってはいるが、苦い気持ちがぬぐえるわけでもない。


「…………」


「…………」


　重い沈ちん黙もくが場に降りる。


　夜のとばりの中、かまどの小さな火だけがふたりの顔を照らしていた。


　火花のはじける音が、妙みように耳に残る。


　固まったその空気を切り裂さいたのは。


　──闇やみの中で光る、一いつ対ついの瞳ひとみだった。





「飯でや────────んすっ！」





　かけ声と共に、何かが疾しつ風ぷうのように滑すべり込こむ。


　重い空気をこれでもかと破は壊かいしたソレは、アルとピアニィの間に置いてあった最後の包み焼きをつかみ、瞬しゆん時じに懐ふところへと抱かかえた。


「きゃっ！」


「な、なんだぁ？」


　思わずアルとピアニィは立ち上がる。


　飛び込んできたのは、頭から狼おおかみの耳を生はやした少女だった。


　健康そうな褐かつ色しよくの肌はだに、草木と同じ瑞みず々みずしい緑の髪。


　形のよい腕うでも脚あしも、ついでに言えば腹部も外気にさらし、着ている服は必要最低限の部位しか無く、その頭からは狼のような耳が、腰からはふさふさの尻しつ尾ぽが生えていた。


「獣人ヴアーナ……？」


　アルがつぶやく。


　このアルディオンに住まう人間種族のひとつ、ヴァーナ。


　見た目通りに獣のごとく俊しゆん敏びんで勘かんの鋭するどい種族だ。


　その飛び込んできたヴァーナは。


「飯めしでやーんす！　飯でやーんす！」


　涙まで流しながら包み焼きを抱だきかかえて、あたりをごろごろと転がっていた。


「…………おい」


「なんでやんすか！　……はっ、この飯は渡さないでやんすよ！」


　寝ね転ころがったまま、顔だけをアルへと向けて口を開くヴァーナ。


「この飯はここに落ちてたものでやんす！　それをあっしが保護したのでやんす！」


「いや……」


「だからこれはあっしのものでやんす！　コレを奪うばうものは、たとえお天道様が許してもこのあっしが許さないでやんす！」


「だから……」


「これはすでにあっしの子も同然。子供を奪うというのなら、たとえ温おん厚こうなあっしでも牙きばを剝むくことだろう……。その覚かく悟ごがお前にあるでやんすか！　さあ、さあ、さあ！」


「そうじゃなくてな」


　アルはとうとうと口上を述べるヴァーナの頭を指さした。





「お前、燃えてるぞ」





　ヴァーナの後頭部から、もくもくと煙が上がっている。


「ギャ──────ス！　いいいいいい、いつの間にぃっ！　あっしの頭がバーニング!?」


「いや、さっき転げ回ってる時に。かまどから燃え移ってたけど」


　頭を振ふり回して懸けん命めいに火を消そうとするヴァーナに、冷静なツッコミを返すアル。


「熱い、痛い！　文字通りあっしの頭が炎えん上じよう中！　消えないでやんす！　全然火が消えないでやーんす！　飯を離して手で消せばいいなんて思いつかないでや──んす！」


「思いついてるじゃねえかよ……」


　呆あきれた様子でアルがつぶやいた。


「しかぁし！　ここで機転をきかせるのがあっしのすごいところ！　さあ、今から全世界がびっくりするような一手が──」


「…………」


　ヴァーナとアルたちの視線が交こう錯さくする。


　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もく。


　そして、ヴァーナの口が開き──。


「出てくるわけがないでや──んす！」


「出てこねえのかよっ！」


「ちょ、ちょっと期待しちゃいましたね……」


　思わずアルは叫び、ピアニィすらも困ったように笑っていた。


　ヴァーナの目に涙がにじむ。


「うおおおおおお、熱いでやーんす！　死ぬでやーんす！　た、助けてええええっ！」


　全身を埃ほこりまみれにして転がり続ける狼おおかみ娘むすめを見て、アルはため息をついた。


「泥どろ棒ぼうっちゃ泥棒だが、放っておく訳にもいかねえか」


「そう、ですね」


「よし、じゃあ姫さん水を──」


　持ってきてくれ、と頼む寸前。


　ピアニィがその両手をヴァーナへと向ける。


「ちょっ……」


　止める暇ひまもあらばこそ。


　キィンと高い音を立てて魔力が冷気へと変へん換かんされる。


　いやな予感と共にアルが振り向くと──。


「げ……ぺ……？」


　転げ回った姿のまま、氷漬づけになっている狼娘の姿。


「っておい！　姫さん、凍こおらせてどうすんだよ！」


「ふぇ!?　い、いや、あたし火を消そうと……」


「やりすぎだ！　どこの世界にたき火を消すのに上級魔ま法ほうを使うヤツがいるんだ！」


「え、と……、あたしのお母様とか」


「…………」


　もうツッコむまい、と固く誓ちかうアルであった。
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「いやぁ～、助かったでやんす。ほんと、死ぬかと思ったでやんす！」


　氷漬けを治し、意い識しきの戻もどったヴァーナの少女が最初に口にしたのはそんな言葉だった。


　狼の耳をピンと立て、満面の笑顔だった。


「さすがのあっしも、もう八方打つ手無しでやんしたね。そんなところを助けてくれたあなたは文字通り命の恩人でやんす！　遠い地に来てまで人に優しくされると、こうなんというか胸がじーんと温かくなるでやんすなあ……」


　先ほどまでの剣けん幕まくはどこへやら。


　手のひらを返したように、狼娘は賛美の言葉を述べる。


　──ただし、ピアニィだけに。


「……よく口の回るやつだな、おい」


　アルのつぶやきには反はん応のうもしない。


「で、その……、あなたは一体？」


　セリフ量りように押おされていたピアニィが、わずかな隙すきをついて問う。


　するとヴァーナの少女は得意げな顔になり、立ち上がった。


「ふっふっふ、よくぞ聞いてくれたでやんす。何を隠かくそう、このあっしこそ！」


　そして胸を張り、仰ぎよう々ぎようしく手を腰へと添そえる。


「遥はるか東の大陸エリンディルからやってきたジェネラル！　人呼んで〝クラン・ベルの四英えい雄ゆう〟！　その名もジェネラル・ベネットでやんす！」


　むふー、と鼻から息をはき出しつつ、ベネットは自じ慢まんげにアルとピアニィを見み下おろした。


　いつの間にか、背中には〝クラン・ベルの四英雄〟と書かれたノボリを背負っている。


「さあ、どれだけ褒ほめ称たたえてもいいでやんす！　なにせあっしは英雄でやんすからな！　英雄！」


「……いや、全然知らねえ」


「な、なんでやんすとおぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」


「そんなに驚かれてもな。……姫さんは？」


「あたしも……ちょっと知らないです」


「だってよ」


「そ、そんな！　このあっしを、知らない、なんて……」


　よほどショックだったのか、ベネットはそのままうずくまってしまった。


「まあ、お前の知名度はどうでもいいとして……」


「どうでもよくないでやんす！」


「ちょっと聞き流せない単語がいくつかあったな。──お前、どこから来たって？」


　アルは目を細め、声を低くした。


　じわり、と重い雰ふん囲い気きがあたりを漂ただよう。


　しかし、あっさりとベネットは答えた。


「だからエリンディルでやんすよ。東の大陸の」


　──エリンディル。


　それはアルディオンの遥か東方、〝大海の亀き裂れつ〟を越えた先にあるもうひとつの大陸。


　八百年の昔、アルたちの祖先はかの大陸からアルディオンにやってきたという。


　そして神しん竜りゆう王おうセフィロスの加か護ごを受けて、この地に住まうようになったのだと。


　それから先、アルディオンとエリンディルの接せつ触しよくは数えるほどしかない。


　わずかに交こう易えきはしているものの、国同士の交流などは無いはずだ。


「そのエリンディルの……ジェネラル？　ってつまり、将しよう軍ぐんってことは──」


　アルの声がさらに重くなる。


「将軍ってことは、軍を率ひきいてきたのか？」


「軍というか部隊は連れてきたでやんすよ」


　やはりあっさりと出てくるベネットの答えに、場が一瞬凍こおりつく。


　だが──。


「でも別に、戦争しに来たわけじゃないでやんす」


「なら、なんでわざわざエリンディルから来たんだよ」


「細かいことはちょっと話せないでやんすが──」


　と前置きをして、ベネットは彼女の事情を話し出した。


　なんでもエリンディルの神しん殿でんで保管していた宝たからがひとつ、賊ぞくによって奪うばわれたという。


　国宝とも呼べるその宝を取り戻すために、ベネットは一部隊を率いてこのアルディオンにやってきたのだと。


「こんな感じでやんすよ。わかっていただけたでやんすか？」


「とりあえずはな」


「じゃあ、このあっしがどれだけスゴイかも理解したでやんすな？　これだけの事態を任される、エリンディルの切り札ふだとも言うべき存在なのでやんすよ？　惜おしみなく賛美して欲しいでやんすな」


　またも自慢げに胸を張るベネットに、だがアルは半眼でこう返した。


「……それにしちゃお前、今ひとりじゃねえか」


「おうふ！」


　まるで胸を剣で刺さされたかのようにのけぞるベネット。


「部隊を率いてるんなら、なんでこんなところで行き倒れてるんだよ」


「ふぐお！」


　まるで腹を殴なぐられたかのようにのけぞるベネット。


「ふ、ふふ、なかなかいいツッコミでやんすな……」


「いや、普通気づくだろ」


「ちなみに、それには長い長い物語があるでやんす」


「ほう？」


「あっしは一隻せきの軍ぐん艦かんでエリンディルからアルディオンへと出発したでやんす。そして、途と中ちゆうで嵐あらしに出会ったでやんす」


「ほうほう？」


「嵐にびびったあっしはひとりボートで脱だつ出しゆつ。……でも嵐は全然たいしたことなくて、ボートだけが転てん覆ぷくしたでやんす。船はびくともしなかったでやんす」


「…………」


「あっしはそのまま流され────そして現在に至る、と。……ああ、何という長く苦しい戦い」


「えっと、それはつまり……」


　ベネットの説明を聞いたピアニィが小首をかしげる。


「ベネットちゃん、迷まい子ごになっちゃったの？」


　ピシリ、とベネットの顔にひびが入った。


「迷子とは言わないで欲しいでやんす！　遭そう難なんしたんでやんす！」


「同じだ、それはっ！」


　反射的に叫んでから、気を落ち着かせるためにアルは一呼吸を入れる。


「あーもう。……で、お前これからどうすんだよ。食料なら分けてやるけど」


「宝を捜さがすでやんす。……当てはないでやんすが」


「仲間との合流方法は？」


「無いでやんす」


「仲間の船の行く先は？」


「知らないでやんす」


「…………お前ホントに将軍なのか？」


「そんな哀あわれな目で見てもらってもあっしがジェネラルである事実は変わらないでやんす！　まあ、ジェネラルとしてやったことはまだお茶くみぐらいでやんすが」


「そんな仕事をする将軍はいねえっ！」


　ガシガシと頭を搔かき、アルは息を荒あらげる。


「あー、もう！　お前と話してると、なんか体力使うな！」


「褒ほめても何もでないでやんすよ」


「……褒めてねえよ」


　と、そこにピアニィが割り込んだ。


　ポンと両手を叩たたいて、にこやかな顔でこう言う。


「じゃあ、ベネットちゃんもあたしたちと一緒に来ない？」


「っておい、姫さん!?　なんでそうなるっ!?」


「一緒に行くとどうなるでやんす？」


「あたしたち、これからこの国で一番の賢けん者じや様のところに行くから。もしかしたらベネットちゃんの捜しているものも知っているかもしれないよ」


「……おお！」


　ポン、とベネットが手を叩いた。


「待て待て姫さん！　いきなり何を言ってんだ！　俺たちは──」


「だってアルさん、可哀かわい想そうですよぅ」


　アルの台詞を遮さえぎって、ピアニィは続ける。


「少しでも助けてあげられるなら、がんばりましょうよ」


「いや、そうじゃなくて俺たちは──」


　しかし、再びアルの台詞は遮られる。


　ぐいとアルを押おしのけて、ベネットがピアニィの手を握にぎりしめた。


「行くでやんす！　行くでやんす！　あっしのことは犬と呼んでほしいでやんす！」


「うん！　じゃあベネットちゃんも一緒に行こうね」


　純じゆん真しんそのものの微笑ほほえみで、ピアニィもまたベネットの手を握り返した。


　そして柔らかくその手を離すと、逃とう亡ぼうの王女は水みず袋ぶくろを手にする。


「あたし、水を汲くみに行ってきます！　アルさんはベネットちゃんの分のご飯はんをお願いしますね」


　そう言い残すと、ピアニィは林の奥へと消えていった。


　それを見み届とどけてから、アルはベネットへと向き直る。


　寄る辺べを見つけたことで安心したのか、異国から来た狼娘は満面の笑みを浮かべていた。


「──なあ」


「ん？　なんでやんすか？」


「あの姫さんはな。実はアルディオン一の大国、レイウォールの末すえ姫ひめなんだ」


「おぉ！　なんと！　やっぱり気品が違うでやんすね！」


「その姫さんは今日、身内に謀む叛ほんの容疑をかけられて王宮から逃にげ出してきたわけだ」


「ほうほう、それはまた剛ごう毅きな話でやんすね！　謀叛が……え？」


　終始ゆるみっぱなしだったベネットが硬直する。


「もちろん、レイウォールの連中は血ち眼まなこで姫さんを狙ねらってる。……つまり、今俺たちはアルディオン一の大国から狙われる立場なんだ」


　狼娘の顔から、血の気がさあっと引き、大量の脂あぶら汗あせが流れ出した。


「じゃ、じゃああっしは……」


「いきなり大国を敵てきに回したことになるな。……だから止めようとしたのに」


　ご愁しゆう傷しよう様、と付け足してアルはベネットに背を向け、いそいそと保存食を作り始めた。


「と、取り入る人を間違えたでや──────んすぅ！」


　悲しげなベネットの叫びが、夜空にこだました。





　　　　＊　　＊　　＊




　夜の闇やみを無数の明かりでかき消して、男はひとり豪ごう奢しやな椅い子すに座すわっていた。


　静まりかえった部屋は白一色。中央にのみ、真しん紅くの竜りゆうをかたどった紋もん章しようが刻きざまれている。


　部屋にあるのは机つくえひとつと椅い子すひとつ。


　だがその装そう飾しよくは丁寧に施ほどこされ、適度に華か美びに、適度に重厚になるように計算されていた。


　──赤竜王国レイウォールの最さい奥おう。


　王が政務を行なうべき執しつ務む室しつである。


　だが、ここに座っているのはレイウォール王ではない。


　怜れい悧り、という言葉がふさわしい男だった。


　年の頃ころは三十にさしかかるころか。切れ長の眉まゆ、すっと通った鼻、ゆるやかに波打つ黒くろ髪かみを隙すき無くまとめ、その仕草からは高い知性がうかがえる。


　だが、ほとんどの人間は彼を恐怖の対象としてとらえるだろう。


　そのすべてを見下す、刃やいばのような視し線せん故に。


　彼の名はヒューバード・アーネル・レイウォール。


　レイウォール王国第一王位継けい承しよう権けんの持ち主にして、病びよう床しようの現王オーギュストの代わりに王国の政務を司つかさどる人物である。


　椅子の肘ひじ掛かけに片肘を付き、ヒューバードは思想にふける。


「父上は、やはり決断を間違えたな……」


　誰だれにともなく、つぶやきが漏もれた。


「気に掛かかりマスか？　あの王女のコトが」


　突とつ如じよ、ヒューバード以外誰もいないはずの部屋に声が響ひびく。


　奇き妙みようなイントネーションが特とく徴ちよう的てきな、女性の声だ。


　だが、氷の王おう太たい子しは眉ひとつ動かさない。


「当然だ。この日のために、いくつもの手を打ったのだから」


「我われ々われの助言も、役に立ちマシタか？」


「忌いま々いましいがな。……お前たちの言うことを聞いていなければ、準備は間に合わなかっただろう」


　じろり、とヒューバードは虚こ空くうを睨にらんだ。


　執務机の向こう側を指さす。


「……姿を見せぬものと話しても気分が悪い。これ以上話をするなら、ここへ来い」


「これは失礼をシマシタ」


　返答と共に、虚こ空くうからにじみ出るようにひとりの女が現れた。


　奇妙な印象をあたえる女であった。


　腰まである紫むらさき色いろの髪の中、一ひと房ふさだけが赤く染まっている。


　細身のローブの上から、黒い胸当てに包まれている体は、防具の上からでもわかるほどなまめかしいラインを描いていた。女性にしては長身の体は、だがどこか頼たよりなくゆらゆらと揺れ、目は眠そうに半分閉とじられている。


　女はゆったりとした動きで一礼をした。


「ファラフナーズ、まかりこしてございマス」


　だが、ヒューバードは面めん倒どうそうに手を振る。


「名乗りはいらぬ。一度出会ったものの名前と顔を忘れないのが、私の流りゆう儀ぎだ。……あらゆる人間は、どこで役に立つか、どこで障しよう害がいになるかわからないからな」


「ふふっ、それは妹いもうと君ぎみのことも含ふくまれておりマスか？」


　その問いに、ヒューバードはわずかに眉を動かした。


　ゆっくりと沈黙を取った後に、王太子は言葉を舌の上に乗せる。


「まさか──、父上がこの期ごに及およんで次期王位をピアニィに譲ゆずると言い出そうとはな」


　その目はファラフナーズを見ていない。


　氷のような視線は、今も病やまいで伏ふせっている父王の居室の方角へと注がれている。


「それさえなければ、家族として仲むつまじく過ごせたものを」


　暗い情念に彩いろどられた言葉は、わずかに部屋の中を反はん響きようして、そして消えた。


　ファラフナーズは、切れ込みのような笑みを浮かべてその響ひびきを反はん芻すうする。


「殿でん下か。それでピアニィ様に追っ手を放たれたようデスが……」


　じろり、と王太子の視線がファラフナーズを貫つらぬく。


「我わが部下キンバリーに第二軍をつけた。……それがどうした？」


「ご不安でないか、と推測しマシテ」


　紫むらさきの妖よう女じよはそこだけ赤い唇くちびるを優ゆう雅がに歪ゆがめてヒューバードの視線を受け止めた。


「司令官であるキンバリー将軍は勇ゆう猛もう果か敢かんではありマスが、配はい慮りよに欠ける部分があるお方、ともすれば……」


「あやつの執しゆう念ねん深さを私は買っているのでな。……前置きはいい。本題に入れ」


「簡単な話デス」


　ファラフナーズは再びゆったりと礼をする。


「ワタシの手のものを、別べつ途と追っ手とすることをお許しクダサイ」


「…………」


　その提てい案あんに、ヒューバードは無言の視線で返す。


　真意を射い貫ぬくような、氷の視線で。


　だが、それでも妖女の笑みは変わらない。


「これは、我々バルムンクが殿下に協力をしているという証しよう拠こでもありマス」


　王太子の目が、わずかに細くなる。
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　──バルムンク。


　伝説の中にのみ、その存在を示す組織。


　この大陸アルディオン創そう世せいの頃ころより、歴史の陰かげでうごめくもの。


　あまたの国家の裏に潜ひそみ、陰いん謀ぼうを張り巡めぐらせるもの。


　歴史上に起きた大きな戦いはすべて彼らが関かかわっているとも言われている組織だ。


　その真意を知るもの、未いまだおらず。


「私に協力、か……」


　ヒューバードのもとにバルムンクと名乗るものたちが現れたのはいつの頃だったか。


　彼らはヒューバードに協力を申し出、そして実際に数々の功こう績せきを残した。


　今日、父王オーギュストがピアニィに王おう権けんを譲ゆずることもヒューバードはバルムンクの予言によって、あらかじめ知っていたことなのだ。だからこそ、握にぎりつぶせた。


　そのバルムンクが、再びヒューバードに協力を申し出ている。


　王太子は椅子に座り直して、ファラフナーズを正面から睨にらみ付けた。


「それはつまり──バルムンクとして、お前がピアニィを追うというわけか？」


「いえ、ワタシではありマセン。ワタシは直接動くことは禁じられているのデス」


　そう言って、ファラフナーズは首を振った。


「しかし、追っ手としては優ゆう秀しゆうなものを使いマス。……今、ピアニィ殿下を護まもっているのは優秀な剣けん士しデスから」


「ふむ……」


「決して殿下たちが勝てない相手を用意しマショウ。いかがデスか？」


　沈ちん思しの後、ヒューバードはうなずいた。


「いいだろう。ただし軍とは別行動をさせろ」


「了りよう解かいデス。それでは、ワタシは早速用意を──」


「待て」


　一礼して立ち去ろうとしたファラフナーズを、ヒューバードが引き留とめた。


　氷の視線が再び妖女に突つき刺ささる。


「ピアニィが連れて行ったという囚しゆう人じんを、お前は知っているのか？」


「ええ。前に一度殺しそこなったことがありマス。まさか、もう一度名前を聞くとは思いませんデシタが」


「剣士だと聞いているが。……何者だ？」


　ヒューバードの問いに、紫髪の妖女は三み日か月づきのように口を歪める。


　楽しそうに、楽しそうに。


　それでいてどこまでも空くう虚きよな笑みを。


「〝剣けん聖せい〟テオドール・ツァイスの弟子、アル・イーズデイル」


　うっとりと、ファラフナーズはその名を口にする。


「──今、もっとも我々バルムンクに近い剣士デス」





　　　　＊　　＊　　＊




　時と計けいのように正確な歩調で、リヒャルト・ハルトマンは歩いていた。


　カツ、カツ、カツと足音が夜の王宮に響く。


　ふと空を見上げれば、気持ち悪いほどに赤い月が星々の真ん中に張り付いていた。


「…………」


　まるで血に染まったような月に、イヤな予感を感じつつも、リヒャルトの歩調は変わらない。歩を刻きざみ、彼は王宮の外れ、鍛たん錬れん場じようへとやってきた。


　扉とびらのノブをひねり、中へと入る。


「あ、隊長」


「隊長……」


　すり減へった石いし畳だたみを敷しき詰つめた空間に集められた十二人の部下たちがリヒャルトを振り返る。ほぼ完全武ぶ装そうで集められた彼らの顔には一様に不安の色が浮うかんでいた。


　壁かべに掛かったふたつのレイウォールの旗が、窓から差し込む月明かりに照らされて、どこか毒どく々どくしい赤に見える。


「そのような顔を見せるな。我らは誇ほこりあるレイウォール近この衛え騎き士しだ」


　いつものように、表情を変えずに声だけを通す。


「はい、隊長！」


　返事と共に部下の顔が少し引き締しまるのを見て、ひとつうなずく。


　だが──リヒャルトとて部下の心情がわからないでもなかった。


　こんな夜遅おそくに彼らが集められたのは、〝反逆者ピアニィ・ルティナベール・レイウォールを取り逃にがした罰ばつを与あたえる〟というヒューバード王太子直じき々じきの命令だったからだ。


　牢ろう獄ごくまで追い詰めておきながら、あの剣士に撃げき退たいされてしまったことは確か。


　なんらかの罰があるだろうとは考えていた。


　しかし……。


「お集まりのようデスね？」


　入り口から女の声が響き、リヒャルトの思考は中断された。


　どこか奇き妙みようなイントネーションが耳に残る声である。


　振り向けば、長い紫の髪を垂らした女が半分閉じた目でこちらを見つめていた。


　──見み覚おぼえはない。


　リヒャルトは一歩進み出て、女に問うた。


「……貴き公こうは？」


「ワタシの名はファラフナーズ。ヒューバード殿下の代理で参りマシタ」


　女は懐ふところから一枚の紙を取り出す。そこには確たしかにヒューバードの使う紋もん章しようと共に、ファラフナーズの身分を証明する文言が記されていた。


「なるほど、確かに代理のようだ。……それで用件とは？」


「ええ、ピアニィ姫を取り逃にがした罰を与えるということデス」


　その一言に、部下たちに動どう揺ようが走った。


　ざわめきが広がりそうになり──。


「いえ、たいしたことではないデスよ。今すぐにすむようなものデス」


　ファラフナーズは笑顔で、取り繕つくろうようにそう言った。


「なんだ……そうなのか」


「それならよかった……」


　口々に安あん堵どのつぶやきが漏もれる。


　だが。


「──っ！」


　リヒャルトはひとり、戦せん慄りつしていた。


　──今、部下たちが安堵したその一瞬に目の前の女が浮かべた表情はなんだ？


　──あまりに暗い愉ゆ悦えつに満ちあふれた顔はなんだ？


　──まるで、赤い血に酔ようような笑みは……？


　この時、リヒャルトは間違いなくファラフナーズに恐きよう怖ふを覚えていた。


　その感情に従って行動していれば、彼の運命は変わったかもしれない。


　だが──レイウォール近衛騎士隊長として、彼は自分の感情を抑おさえ込こんでしまった。


「……すぐにすむというのであれば、手早く終わらせていただきたい。ヒューバード殿下のご命令なら、我ら一同いかなる罰も受けよう」


　拳こぶしを胸に当て、リヒャルトが告つげる。


　一瞬遅おくれて、部下たちもそれに続いた。


　ファラフナーズは満足げにうなずき──。


「では…………皆みなさんには贄にえになってもらいマス」


　理解できない言葉を発した。


「……なに？」


　そしてリヒャルトが疑問の言葉を口にするよりも早く。


「ぎゃあああああああああああああああああああああああああああっ!?」


　悲鳴が上がった。


　振り向けば、隊員の内何人かの首が無くなっている。


　頭を無くした体は悪い冗じよう談だんのように血を噴ふき上げる。


　ビシャビシャと、生なま温あたたかい液体がリヒャルトの顔をぬらした。


　リヒャルトも、そして隊員たちも。


　何が起きているのか、まったくわからなかった。


「フフ、フフフフフフフフ……」


　呆ぼう然ぜんとするリヒャルトたちの耳に、薄うす気き味み悪わるい笑い声が届く。


　ファラフナーズ。


　ヒューバードの代理と名乗った女がクスクスと笑っていた。


　右手には赤い大たい剣けんをぶら下げ、左手には──隊員の首を提げ。


　クスクスと、笑っていた。


「くっ！」


　瞬しゆん時じに盾たてと剣けんを構えるリヒャルト。


「貴様、何者だ。一体なぜ──」


「なぜこんなことをするのか、デスか？」


　ファラフナーズは逆さまの三日月のような笑みを貼はり付け、リヒャルトを見返す。


　まるで闇の底に溜たまった汚お泥でいのような目で。


「さっき言ったとおりデスよ。贄にするためデス。正確に言えば──」


　ヒュンヒュンと、赤い大剣が回転する。


　その向こうで、ファラフナーズは目を細めた。


「──魔ま族ぞくを呼び出すための贄にする、デスね」


「な……っ！」


　リヒャルトは息を呑んだ。


　戦いの中でも冷静であった彼が、語気を荒あらげる。


「魔族だと！　馬ば鹿かな！　そんなことができるはずがない！」


「そうデスね。それが普通デス。〝アルディオンに魔族は入れない〟。これが常識デス」


　クスクスと、ただクスクスと、ファラフナーズは笑う。


　まるでリヒャルトの無知をあざ笑うかのように。


「人類の天てん敵てき、邪じや神しんの眷けん属ぞく、魔界の住人。そんな彼ら魔族から護るために神竜王セフィロスが人に与えた大陸、それがアルディオン。だから、セフィロスが生きている限り魔族はこの大陸には入れない。……と言いたいのでショウ？」


「…………」


「アナタの認識は間違っていマセンよ。ただ、神の加護を超えて呼ぶことがワタシにはできるというだけ。そのためには、贄が必要なのデスが」


「くっ……！」


　ファラフナーズはピタリと剣を止めた。


　構えもせずにそれをぶら下げ、一段と笑みを深くする。


　そして、わざとゆっくりとした口調でこう言った。


「さて──後はアナタだけ、デスね？」


「な……にっ!?」


　思わず、リヒャルトは後ろを振り向いてしまった。


　そこには──首を無くした、十二人の体が折り重なって倒れていた。


　噴ふき出した血は床ゆか全体を覆おおい、赤い月の光をさらに赤く照り返している。


「それでは、ご覧らんクダサイ」


　ファラフナーズの言葉と共に、流れ出した血がひとりでに動き出した。


　ズルズルと、ズルズルと、血は生き物のように魔ま法ほう陣じんを描えがいていく。


　そして仕上げとばかりに、妖よう女じよは手にした大剣でトン、と魔法陣をつついた。


　──その時。





　世界が、身じろぎをした。





　震しん動どうは感じない。


　だが、見ている風景だけは大きく揺れている。


　そんな奇妙な感覚にリヒャルトは襲おそわれていた。


　真紅の視界の中、紫むらさきの妖女が剣けんを床ゆかに突つき刺さしている。


　ただそれだけで、猛もう烈れつな絶望感がわき上がってくる。


　まるで死しに神がみの手に握られているような、底知れぬ悪意の中に沈しずんでいくような、感覚。


　……やがて、変化が訪おとずれる。


　魔法陣を構成していた血液が、徐じよ々じよに中心へと集まり始めたのだ。


　中央に集まった液体は、見る見るうちに形を変え、ひとりの男を形作る。


　天に躍おどる髪は、毒々しい水銀。瞳ひとみは鮮せん血けつの赤に輝き、口元には猟りよう犬けんのような牙がのぞいている。背にはコウモリの翼を持ち、大おお柄がらな体を暗赤色の外がい套とうで覆っていた。


　そして、その身にまとうのは──まごう事なき瘴しよう気き。


「魔、族……！」


　リヒャルトがうめく。


　魔族はふとリヒャルトに目を止め……、そして視線を外した。


　まるでつまらないものを見るように。


　同時にファラフナーズが床から剣を抜いた。その途と端たんに、世界が元の姿を取り戻す。


「……お久しぶりデス」


　ファラフナーズは、半身を折って現れた男に礼をする。


「理解。このグラシャラボラスを呼び寄せるとは、どのような人間かと思っていたが」


　男──グラシャラボラスは真紅の瞳を動かして、ファラフナーズの姿を認めた。


「汝なんじか。久ひさしいな、〝竜殺しバルムンク〟」


「はい。……ようコソ、〝虐ぎやく殺さつ者しや〟。神の加か護ご受けし大陸、アルディオンへ」


「ふん……」


　笑みを浮かべる妖女とは対照的に、赤い魔族はいらだちを隠かくそうともしない。


「不快。強ごう引いんな術式と契けい約やくで呼び出し、我に何をさせる気だ」


「では早速デスが……」


　ファラフナーズは右手を一度握りしめ、開いた。


　するとその上に、薄うす紅くれないの髪と翡翠ひすいの瞳を持つ少女の姿が映り込む。


「この少女──レイウォール第二王女ピアニィ・ルティナベール・レイウォールを捕まえてきてクダサイ。決して殺してはいけマセン。生きたまま捕らえるのデス」


　グラシャラボラスはピアニィの虚像をにらみつけた後、ファラフナーズに目を移した。


「愚ぐ劣れつ。我がふたつ名は〝虐殺者〟ぞ。その我に捕ほ獲かくだと？　浅せん慮りよにもほどがある」


　獣けものの咆ほう哮こうにも似た殺意が、言葉と共にぶつけられる。


　だが、妖女の笑みは崩くずれない。


「関係ありマセン。いかにアナタに力があろうとも──契けい約やくは絶対デスから」


「…………不快」


「その代わり、対象以外は好きにして構いマセン。煮にるなり、焼くなり」


　しばしの間、魔族と妖女の視線が交こう錯さくする。


　だが、先に折れたのは魔族の方だった。


「手段は我の思うとおりにさせよ。……それが最低の条件だ」


「ええ、それはお任せいたしマス」


「了りよう解かい。……忌いま々いましいが、汝の言うとおり契約は絶対だ。すぐにでもこの使命を終わらせ、少しでも多くの血を流すとしよう」


「ええ、期待していマス。では〝虐殺者〟……最後の贄にえをお受け取りください」


「ふん……」


　魔族と妖女、ふたりの目がリヒャルトに向く。


　瘴気に呑のまれかけていたリヒャルトは、何とか盾たてを構え直した。


　騎士としての誇ほこりか、それとも人間としての本能か。


　リヒャルトは魔族の瘴気を振ふり払はらい、戦せん闘とう態たい勢せいを取った。


　だが──魔族グラシャラボラスは、無造作に近衛騎士へと近づいてゆく。


　その姿は隙だらけだ。


「くっ……！」


　リヒャルトは大きく踏み込み、右の剣を突き出す。


　剣は狙ねらい過あやまたず魔族の首に突き刺さり──。


「な、に？」


　だが、それだけだった。


　首に剣を突き刺したまま魔族はリヒャルトの懐に入り、その手で騎士の顔を摑つかむ。


「人間。我の糧かてとなることを誇るがいい」


　その言葉と共に、リヒャルトの視界が赤く染まる。


　真紅に落ちた世界の中で、近衛騎士はみずからが見送った姫のことを思い出し──。


　そして、二度と目を開けることは無かった。
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　白い雲の中心に、ぼんやりと山さん頂ちようが浮うかんでいる。


　雲は奇き妙みように渦うずを巻まき、決して山から離はなれようとはしない。


　アルディオン大陸の中心に位置し、大陸を南北に分割するようにそびえ立つキール山さん脈みやく。


　その最さい高こう峰ほうにして、常に霧きりをまといし山。


　それが霊峰ネビスである。


　遥はるか昔むかし、神しん竜りゆう王おうの分わけ身みが降り立ったとの伝説を持つこの山は、現在でも霊れい験げんあらたかな山として修しゆ行ぎようを目的とした人間たちが入っていくのだと言う。


　そして、ピアニィもまた山の麓ふもとから遥はるかにそびえ立つ頂いただきを仰あおぎ見ていた。


「あれが、ネビスですかぁ」


　王都を逃にげ出してはや十日。


　血ち眼まなこになって彼らを捜そう索さくするレイウォール軍をなんとか撒まきながら、ピアニィたちはここまでたどり着いていた。


　道中幾いく度ども街まちに立ち寄ろうとしたが、そのたびに見張りに回っているレイウォール軍を見かけたため、宿に泊まるどころの話ではなかった。すっかりと野の生活がなじんでしまった一行であった。


　視し線せんを下げれば、家が十数軒けんという小さな村が広がっている。


　どの家も木を組んだだけの簡かん素そなものだ。


　せいぜいがこぢんまりとした畜ちく産さん小ご屋やを持っている程度という、典型的な山村の風景。


　と、そのうちの一軒からアルとベネットが出てきた。


　ふたりとも渋しぶい顔でピアニィのもとに戻ってくる。


「アルさん！　ベネットちゃん！　どうでした？」


「レイウォール軍は来てねえみたいだな。俺おれたちのことがばれる心配は無さそうだ」


「そうですか。……よかったぁ」


「けれど、山の案内をしてくれそうな村人もいないでやんすね。みんな、そのなんとか言う軍ぐん師しの名前を聞くといやがってしまうでやんす」


　アルとベネットがそろって首を横に振ふる。


「どうするでやんす？　こうなりゃあっしらだけで行くでやんすか？」


「そうしたいがなあ。なにせあの霧だ。俺たちだけで入って、サザーランド老師のもとにたどり着けるかわかんねえぞ。……姫ひめさんは道を知ってるわけじゃないんだよな？」


「は、はい。あたしも、直接お会いするのは初めてなので……」


「だからせめて地元の人間に頼たよろうと思ったんだがなぁ。まさか全員に断ことわられるとは」


　眉まゆ根ねを寄せて、アルは先ほどまでの交こう渉しようを思い出す。


　純じゆん朴ぼくそうな村人たちは、山への案内は快かい諾だくした。だが、行き先がサザーランド老師の庵いおりだと告つげると皆みなとたんに渋しぶりはじめ、そして断られてしまったのだ。


　理由を聞いても「帰ってくれ」の一点張りで、とりつく島もない。


「なんであんなにいやがるんでやんすかねえ？　その軍師は相当にあくどいとか？」


「そんなことはねえと思うが。……というか、お前サザーランド老師は知らねえのか」


「エリンディルから来たばかりのあっしが知ってるはずないでやんす」


「じゃ、教えておいてやる。……サザーランド老師ってのは生きてる伝説だ。今、アルディオンの戦場に出てるヤツで老師の名前を知らねえヤツはいねえ」


　アルは指を一本立てる。


「老師を伝説とした戦いの中でも、有名なのがつい十数年前まで行われていた神しん託たく戦せん争そう……、この国レイウォールと、もうひとつの大国グラスウェルズが七十年にわたって続けていた戦争だ」


「七十年でやんすか。そりゃ長い」


「その戦たたかいで、レイウォールが窮きゆう地ちに追い込まれたことがあった。その時にサザーランド老師を頼ったのがレイウォールのオーギュスト王──姫さんの父親だ」


　横目でピアニィを見る。


　レイウォールの末すえ姫ひめは、少し硬かたい顔で話を聞いていた。


「サザーランド老師はオーギュスト王から話を聞くと、三つの策さくを授さずけたと言う。戦場にも出ず、ただ王の話を聞いただけで。噂うわさによると、老師はグラスウェルズが攻せめるタイミング、伏ふく兵へいの位置、そして陣じん形けいを王に授けたらしい」


「ふへぇ～。で、その授けた策が当たったでやんすか」


「そういうことだ。結果、オーギュスト王は反はん撃げきに成功。危機を切り抜ぬけたって訳だ」


「でも、ちょっと話を聞いたくらいでそこまでピタリと当てられるものでやんすか？」


「噂は噂だからな。もしかしたら後で尾おひれがついたのかもな」


「──いえ、事実ですよ」


　その声は、ベネットのものでも、ピアニィのものでも無かった。


　耳に心地ここちよく、落ち着いた男性の声。


「誰だれだっ！」


　振ふり返れば、そこにはいつのまにかひとりの男が立っていた。


　雪のような白い髪かみを長く伸のばし、一ひと房ふさだけが黒く染そまっている。


　アルを超こえる長身をゆったりとしたローブに包み、白銀の杖つえを握にぎっていた。


　柔やわらかな微び笑しようを浮うかべ、なぜか両目は閉とじたまま。年ねん齢れいは二十代半ばといったところだろうか。まるで波ひとつない湖みずうみを連想させるような男だった。


「正確には、老師は攻撃の機会と伏兵、陣じん形けいの他ほかに、武ぶ将しようの名前すべてをオーギュスト王にお教えになりました。それを元に、王は敵てきを打ち破ったというわけです」


　落ち着いた口調で男はアルの話を正す。だが、アルはこう返した。


「……誰だ、あんたは」


「これは失礼。先に名乗るべきでしたね」


　男はその場で膝ひざを突き、まったくよどみない動作でピアニィの前に頭こうべを垂たれた。


「ピアニィ・ルティナベール・レイウォール殿でん下か。初めてご覧らんに入れます。私はナヴァール。我わが師、サザーランドの命めいにてお迎むかえにあがりました」


「ふぇ……？」


　突とつ然ぜんの言葉にピアニィが目を白黒させる。


　ナヴァールはそれでも落ち着いた微び笑しようを崩くずさない。


「サザーランド老師は、この日、この場所に殿下がいらっしゃることを予言していました。それで私がお迎えにあがったのです」


「そ、そうなんですか!?」


「いえ、噓うそです」


「えぇっ!?」


　あっさりとナヴァールは言った。


「殿下の姉あね君ぎみ……私にとっては妹いもうと弟で子しにあたるステラから文が届とどいていたのですよ。『妹を頼む』、と」


「え……、姉様が……」


「聞いておりませんか？　ナヴァールという兄弟子がいるという話は」


「あ、そういえば──。き、聞いてます！　ステラ姉様から、『サザーランド老師とナヴァールという男を頼たよれ』と言われてますっ！　よかった！　あなたがナヴァールさんなんですね！」


「ええ、そのナヴァールが私です」


　手を合わせてはしゃぐピアニィ。


　柔やわらかくそれに応対するナヴァール。


　だが、そこに割って入るものがいた。


「待て待て、待つでや～んす！　そいつは怪あやしさてんこ盛もりでやんすよ！」


　自信満々に胸まで張ってでてきたのはベネットである。


　鼻息も荒あらく、狼おおかみ娘むすめはナヴァールをビシリと指さした。


「あっしの鼻はごまかせないでやんす！　あんたは人間とは違ちがうにおいがするでやんす！　きっと罠わなでやんすよ！　うまくあっしらを騙だましておいて、後であんなことやこんなこと、いやんうふふなことをするつもりでやんすな！」


「……馬ば鹿か……」


　興こう奮ふんしすぎてわけのわからない言葉を口にするベネットに、アルが頭を抱かかえる。


　だがナヴァールは動じず、湖のような微び笑しようで返した。


「いいえ、そんなことは考えていません」


「なら、なんであんたから人間以外のにおいがするでやんすか！」


「それは私が竜人ドラゴネツトだからでしょう」


「…………はへ？」


　聞き慣れぬ単語を耳にして、ベネットのあごがカクンと落ちた。


「このアルディオンには神竜王セフィロスによって創つくられた種族がいるのです。竜りゆうを模もして創られた人間──つまり竜人です」


　説明しながら、ナヴァールは閉とじたままの両眼を指した。


「竜人は体の一部が竜りゆうと同じものとなっています。私の場合はこの眼が。……普ふ通つうにしていると皆みなをおびえさせてしまうので、いつもは閉じております」


　そういって、ナヴァールは眼を開いた。


　黄おう金ごんに輝かがやく、縦割れの、人ではあり得ない瞳ひとみがベネットの顔を映し出す。


「こんな感じです。……エリンディルから来た方には珍めずらしいようですね」


「ふはぁ、竜人──って、待つでやんす！　どうしてあんたはあっしがエリンディルから来ていると知ってるでやんす？」


「もちろん知っていますとも」


　ナヴァールは再び眼を閉じると、にっこりと笑った。


「〝クラン・ベルの四英えい雄ゆう〟がひとり、ベネットどの。遥はるか東の大陸エリンディルで世界の危き機きを救った英雄のひとりがこんなところにいらっしゃるとは」


　すらすらとナヴァールはベネットの来らい歴れきを口にする。


「…………」


　対するベネットは、呆ぼう然ぜんとナヴァールを見返しているのみ。


「あ、あんたは──」


　と、突とつ然ぜんにナヴァールの手を両手で摑つかんだ。


　同時にベネットの目から滂ぼう沱だの涙があふれ出す。


「あんたは──すばらしい人でやんす！　このベネット、こんな感動したのは生まれてから初めてでやんす！　ありがとう！　あっしのことを知っていてくれてありがとう！」


「はっはっは、いえいえ」


「よかったね、ベネットちゃん」


「あっしのことはどうか犬と！　犬とお呼びください！」


「はっはっは、ごめん被こうむります」


　あっという間に手のひらを返したベネットを加え、三人で談笑する姿すがたを見て、アルはあっけにとられていた。


「……こいつは……」


　ベネットとピアニィは、すっかり古なじみであるかのようにナヴァールに接している。


　出会ってまだ数分だと言うのに。


　ピアニィには家族の話を、ベネットには故こ郷きようの話を軸じくに、すっかりと信用を勝ち得てしまったのだ。その知識と話術だけで。


　ふと、ナヴァールとアルの目があった。


　竜人は柔らかい微笑ほほえみで一礼をする。


「そちらはアル・イーズデイルどのですな。お初はつにお目にかかります」


「……！」


　アルの眉まゆが跳はね上がった。


「なあ、あんた。俺の名前、どこで知ったんだ？」


　まだナヴァールに、アルは名乗っていない。


　なのに名前を知っているとすれば──。


「赤毛で頰ほおに傷きずのある若き剣けん士し。そして四本の剣を背せ負おっているとなれば、心当たりはひとりしかおりません。それに……」


「それに？」


「あなたの師のことは、聞いていますから」


　そう言って、ナヴァールは曖あい昧まいに話を切った。


　知っていても言わない。そういう意志を込こめて。


「…………」


　アルは大きく嘆たん息そくした。


「触ふれて欲ほしくないことは言わないってことか？」


「それが最低限の配はい慮りよだと、私は思っています」


　さらりとそう言ってのけるナヴァールに、アルは肩かたをすくめる。


　アルにとって、師匠のことは軽々しく触れて欲しい話題ではない。


　──〝剣けん聖せい〟テオドールは、みずからの弟子……アルを斬きり、周囲に被ひ害がいを与あたえた上で軍と相打ちになったからだ。


　少なくとも世間的にはそういう末路をたどったことになっている。


　アルはそこに必ずや何かの謎なぞがあると信じ、旅を続けているが。


　やはり外からつつかれていい気分がするものではない。


　そこまで見切った上で、当然の配慮だとナヴァールは言ったのだ。


「…………いや、旦那だんな。あんたはただもんじゃねえな」


　初対面の者三人を相手に、凡人ではそこまでの配慮はできない。


　アルは素直に両手をあげたい気分だった。


　それもまた、ナヴァールの策さくなのだろうか。


「いえいえ、私はそこまでのものでは無いですよ」


　竜人はあくまで柔らかく首を横に振る。


　そして三人に声を張り上げた。


「では、私が老師の庵いおりまでご案内いたしましょう。老師は気むずかしいお方故ゆえ、村人との接せつ触しよくを好みません。ですが私が仲ちゆう介かいに入りますのでご安心を」


「お願いします」


「するでやんす！」


「はい、任まかされました。……では、行きましょう」


　ナヴァールを先頭にして、ベネットとピアニィが歩き始める。


　ここまでの旅でだいぶ消しよう耗もうしているにもかかわらず、彼女たちの表情には明るい光が指していた。


「…………本格的にただもんじゃないな、この旦那は」


　そうつぶやいて、アルもまた彼の後を追う。


　霧きりの山はただ、彼らを見下ろしていた。





　　　　＊　　＊　　＊




　サザーランド老師の庵いおりは霊れい峰ほうネビスの山頂付近に建たてられていた。


　足あし下もとには白くうねる霧の海。まるで雲の上にいるような光景だ。


　庵は一見簡かん素そな木の庵。


　だが、よく見ればその庵自体が地面に根付いていることに気づくだろう。まるで樹木がひとりでにより合わさり、庵を形成しているようにも見える。


　ナヴァールは一行を引き連れて、その庵にたてつけられた扉とびらを開いた。


「老師、ただいま戻りました。……ピアニィ殿下もご一いつ緒しよです」


「うむ、入れ」


　奥おくからしわがれた老人の声が聞こえる。


　ナヴァールは扉を開いたまま、微び笑しようを浮かべて振ふり返った。


「さあ、皆みなさん。中で老師がお待ちです」


　だが──。


「ちょ、ちょっと待て……、いや、待ってくれ……」


「…………あたし、野外は、慣れてるつもり、だったんですが……」


「いっそのこと……殺して欲しいでやん、す……」


　息も絶え絶えな三人が転がっていた。


　アルもピアニィも荒あらい息をついている。ベネットに至っては泡あわを吹ふいていた。


「ちとハイペースすぎだろ、旦那は……」


「これは失敬。少し急ぎすぎたようですね」


「……？」


　アルは眉をひそめた。


　どこか今の物言いが気になったのだ。


　だいたい、あれだけの配はい慮りよを見せたものが理由もなく無理をさせるだろうか──？


　──と。こちらを見ていた竜人が、笑顔を崩くずさぬままにひとつうなずいた。


「……っ！」


　アルはそれに声を上げかけ──。


「さ、ここにいては体が冷えます。中へどうぞ」


　ナヴァールの一言に抑おさえられる。


「では、お邪じや魔まします……」


「するでやんすー」


「…………」


　そして、案内されるがままにアルは庵の扉をくぐった。


　わずかに緊きん張ちよう感かんを覚えながら。


　廊ろう下かの先、囲い炉ろ裏りの側そばにその老人は座すわっていた。


　しわだらけの顔に小さな体たい軀く。薄うすくなった頭とう髪はつを綺き麗れいになでつけ、顔の輪りん郭かくをはみ出るほどに長い髭ひげを揺ゆらしている。


　ゆるやかにキセルを吸うその姿は普通の老人。だが垂れた眉まゆ毛げの下からのぞく目の光は、まるで森しん羅ら万ばん象しようすべてを見通すような鋭するどい光が宿っていた。


　ぷかり、と煙けむりを吐はき出して老人は言う。


「そんなに警けい戒かいすることはないじゃろう。……ほれ、そこらに座るがいい」


　あごで囲炉裏の向かい側を指し示す老人。


　そこには草木を編あんで作ったとおぼしき座ざ布ぶ団とんが並ならべられていた。


　めいめいに場所を選んで座るアルたち。ナヴァールは老人の後ろに腰を落ち着けた。


「さて」


　三人が座ったのを見て、老人がキセルを置く。


　そしてじっと、ピアニィの目を見つめた。


「よく来たな、オーギュストの娘むすめよ。ワシがこの庵の主、サザーランドじゃ」


「あなたが、お父様の……」


「あやつの手て伝つだいをしたことがあるわい。もう、ずいぶんと前の話じゃがな」


　口の端はしだけを持ち上げるようにサザーランドは笑う。


　その顔からは懐なつかしさと、わずかな悲しみが見て取れた。


「その縁えんで、おぬしの姉に軍術を多少授さずけたりもしたが。まさか、このようなことになるとはのぅ」


「事情は……もうご存じなんですか？」


「だいたいのところはステラから聞いておる」


「では老師……。あたしは、あたしはこれからどうすればよいのでしょうか？」


　切せつ羽ぱ詰つまった様子で、ピアニィはサザーランドへと問うた。


　小さな拳こぶしをぎゅっと握にぎり、それを胸に抱いて。


「ふむ……」


　サザーランドの顔から笑みが消える。


　ひた、と王女の目を見つめ、伝説の軍師はゆっくりと口を開いた。


「『どうすればよいか』という問いに、ワシは答えることはできぬ」


「そんな……！」


「慌あわてるな、オーギュストの娘よ。答えられぬのには理由がある」


　身を乗り出しかけるピアニィを、サザーランドは言葉だけで押おし留とどめた。


「おぬしは『どうすればよいか』と聞いた。だが──ワシはおぬしがどうしたいのかを聞いておらぬ。これでは何も答えられん」


「あ……」


「おぬしの事情は聞いておる。なかなかに厄やつ介かいなことになっていることも知っておる。……それで、おぬしはどうしたいのじゃ？」


「あたしは……」


　ピアニィはサザーランドから目を外し、視線を下げた。


　膝ひざの上に置いた拳が強く握られ、そのまま言葉が出なくなる。


　痛いほどの静せい寂じやくが場に降りた。


　誰も言葉を発さず、風の音すら聞こえない。


　みな、ただ黙だまってピアニィの言葉を待っていた。


「あたしは……」


　やがて、うつむきながらピアニィは言葉を口にする。


「あたしは……、ただみんなが幸せに暮くらせれば……」


　ぽつぽつと、つぶやくように王女は言う。


　それは願望であった。


　突とつ如じよ失われた日常を取り戻したいという、誰の幸せも壊こわしたくないという願い。


「ふむ……」


　サザーランドは目を閉じてピアニィの言葉を反はん芻すうする。


　しわだらけの手がキセルに伸のびた。


「その願いは数ある中でも、もっとも難むずかしいものじゃぞ？　それは理解しておるか？」


「…………」


　王女は答えられない。


　老師はゆっくりと煙を吸い、吐き出す。


　そして再びピアニィを見つめ、言った。


「おぬしが逃にげるとするならば、アヴェルシアしかあるまい」


「アヴェルシア……」


「おぬしの母の国よ。王女であったあれがオーギュストの妻つまとなったことで、今はレイウォールの属ぞく領りようになっているがな」


「おいおい、レイウォールの属領って……。大だい丈じよう夫ぶなのか、そこ？」


　不安を覚えたアルが口を挟はさむ。


　だが、老師は首を振った。


「逃げ出したのはレイウォールの王女じゃぞ？　どの土地に行っても、捕とらえられてレイウォールに突き出されるか、利用されるかのどちらかじゃ。……唯ゆい一いつアヴェルシアにのみ、味方がいるかもしれん。あの国にはおぬしの母に仕えたものがまだ残っておるからのう」


　そしてサザーランドはピアニィに顔を戻す。


「オーギュストの娘よ。ひとつ、お前に予言をしよう」


「予言……？」


　老師は手に持ったキセルでピタリとピアニィを指し、そして響く声で言った。





「──おぬしはこれから、この大陸に乱を呼ぶじゃろう」





「え……!?」


「おぬしが生きている限り、これは避さけられぬ。……そう、これは運命なのじゃ」


　サザーランドは片目をつぶり、そして片方の目を見開く。


　その瞳ひとみは人のそれではなく、竜のように縦に割れていた。


「それでもなお、おぬしは『皆が幸せであるように』と願えるか？」


　竜の眼が、ピアニィの翡翠ひすいの瞳ひとみを射い貫ぬく。


　一切の虚きよ偽ぎを見み抜ぬく神しん竜りゆう王おうの竜眼のように、王女の瞳の奥にあるものを睨にらみ付けていた。


　ピアニィは硬こう直ちよくしながらも喉のどを動かす。


　額ひたいに汗あせを浮かべ、手を震ふるわせながら、王女はわずかに口を動かした。


「はい……。あたしは、それを──望みます」


　小さな、だがはっきりとした肯こう定ていの答え。


　それを聞くとサザーランドは瞬まばたきをして瞳を元に戻し、キセルを囲炉裏に立てかけた。


　先ほどまでの重圧が霧む消しようする。


　老師は腕うでを組み、そして言った。


「よかろう。ならば……このナヴァールをおぬしにつけよう」


「えっ!?」


　アルたち三人の驚きの声が重なる。


「よ、よいのですか？　老師様……」


「よい。オーギュストの娘よ、お前の道は困こん難なんを極きわめる道。その助けにするがよい」


「……よろしくお願いします、ピアニィ殿下」


　ナヴァールは静かに頭を下げた。


　ピアニィは少し戸と惑まどいつつ後ろを振り返る。


「え、えっと……、いいですよね？　アルさん、ベネットちゃん」


「姫さんがいいなら、俺は構わねえよ。その旦那だんなはいかにも力になってくれそうだしな」


「あっしも特に気にしないでやんす。この一行のリーダーはピアニィ様でやんすから、あっしはそれに従うだけなのでやんす。ただ──」


　そこでベネットが右手をピッと挙あげた。


「あのー、もうひとつ聞きたいことがあるんでやんすがー」


「なんじゃな、エリンディルからの旅人よ」


「あっしも捜さがし物をしているんでやんすが。知ってることを教えて欲しいでやんす」


　サザーランドは長い髭ひげをこすって視線を上げる。


「たしかエリンディルから宝たからを奪うばわれたのでそれを取り戻もどしに来た、だったかの？」


「そうでやんすそうでやんす。いやあ、やっぱり伝説の軍師。話は早いでやんすなあ。それで、あっしの求めるブツはいずこに──」


「わからん」


「なるほどなるほど、いや、さすがは老師────って、なんですとおおおおおおおおおおおっ!?」


　庵が震えるほどの大声でベネットが叫ぶ。


　アルとピアニィが耳をふさぐ中、ふたりの竜人は平然と受け流していた。


　老師は煙をゆるやかに吐き出し、こう答える。


「さすがにエリンディルの話までワシがわかるはずないじゃろ」


「そりゃそうでやんすが……、そりゃそうでやんすがああああああああああああああ」


　だばだばと涙を流しつつ、ベネットが老師にしがみつく。


　それをうざったそうに振ふり払はらいつつ、サザーランドは言った。


「まあ慌てるでない。おぬしにもひとつ、予言をやるわい」


「お……？」


「ピアニィについてゆけ。この姫が呼ぶ乱の中で、おぬしの求めるものは姿を現す」


「…………ホントでやんすか？」


「ワシの予言を信じられぬというのであればそれでもよいがの」


「…………」


　ベネットはしばらく黙だまった後、がっくりと肩かたを落とした。


「信用するでやんす。……というか、それしか方針が無いでやんす」


「──では、これで話はまとまりましたね」


　そうまとめたのはナヴァールだ。


　目を閉じたまま微び笑しようを浮うかべ、全員の視線が集まったところで再度口を開く。


「アヴェルシアであれば、ネビスを裏に下りて隣りん国ごくメルトランドへ参まいりましょう」


「メルトランド？　アヴェルシアは同じレイウォール領内だろ？　なんで国境を越えるんだ？」


「利点は軍の動きを制限できること、です。……隣国に下りれば、いかにレイウォール軍とてすぐに動くことはできません。逃とう亡ぼうの道みち筋すじとしては都合がよいかと」


「はぁ、なるほど」


「それに、見たところ殿でん下かたちは物ぶつ資しにお困りの様子」


「う……」


　アルとピアニィが苦にがい顔で笑う。


　ここまでずっと野宿だったせいで、ふたりの服はあちこちにほころびができ、汚よごれもずいぶんと目立っている。


「メルトランドの街ならば、物資の補ほ給きゆうもできるでしょう。今後のことを考えれば、それが最良かと。……どうでしょうか、殿下」


「は、はい。ナヴァールさんが言うのなら、その通りにしましょう」


「はい、ありがとうございます」


　ナヴァールがにっこりと微笑ほほえんで、もう一度深ふか々ぶかとお辞じ儀ぎをする。


「それでは、もう少しお休みになってから出発しましょう。……ああ、そうだアルどの。ひとつお願いがあるのですが」


「……なんだ？」


「少々火にくべる枝が足りないのです。一いつ緒しよに、取りに行ってはいただけませんか？」


　竜人はアルの方を向いて、意味ありげに微笑を浮かべる。


　アルは少しばかり沈ちん黙もくした後、腰を上げた。


「いいさ、俺ひとりで行く」


「む、しかし……」


「こういうのは慣れてるから。問題ねえよ」


　渋るナヴァールを押おし切って、アルは庵の戸を開く。


「で、どのあたりに行けばいいんだ？」


「我々の上がってきた方を逆に進んでいただければよいかと」


「了りよう解かいだ。……じゃ、ちょっと行ってくる」


　ピアニィとベネットがぽかんと見み守まもる中、アルはそそくさと庵を出た。


　眼下には、白い霧が渦うず巻まいていた──。





　　　　＊　　＊　　＊




　霧の中で、木々がざわめいている。


　背の高い針しん葉よう樹じゆは、白い世界を支える柱のようにただ影かげだけを浮うかび上がらせていた。


　茫ぼう洋ようとした白い海の中、アルはひとり山を歩いている。


　冷たい空気が肌はだに突つき刺ささるようだった。


　足あし下もとがわずかに見えるほどの視し界かいだったが、アルは迷まようことなく進んでいく。


　そして──白と黒の世界に、たったひとつだけ紛まぎれ込こんだ異い物ぶつに行き当たった。


　緩ゆるやかな斜しや面めんの向こうに、ひとりの男が立っている。


　逆立つ髪かみは水すい銀ぎん、ざらついた肌はだは赤せつ褐かつ色しよくに染そまり、真しん紅くの眼めで行く手を睨にらみ付けていた。


「……よお」


　ある程度距きよ離りを離はなし、アルは男に声をかける。


「こんな道を進んでどこに行こうってんだ？」


　男は無言でアルを睨み付ける。


「山頂に用があるなら、もう少し待っちゃくれねえか？　今、俺の連れがいるもんでね」


「…………」


　男に変化は無い。じっとアルを見ているだけだ。


　アルはやれやれと首を振る。


「答えは無し、か。……まあ、それでも十分だけどな」


　腰の双そう剣けんを引き抜ぬき、アルは半身を後ろに下げる。


「それだけ殺気を振ふりまいてるヤツを、行かせるわけにはいかねえよ！」


　わずかに腰を落として構えを取った──その時。





　──ずぶり、と臓ぞう腑ふの奥を冷たい槍やりで刺された。





「────っ!?」


　反射的にアルは腹はらを押おさえる。


　傷きず口ぐちは──ない。


　痛みすらない。


　アルの体に、異い変へんはひとつも起きていなかった。


　いや、ひとつだけ変わったことがある。


　目の前の男の口元に……笑みが浮かんでいたことだ。


「く、くく、くくくくく……」


　アルの額に汗がにじみ出る。


　頭の中で警報がなりっぱなしだ。


『逃げろ』と本能が訴うつたえかける。


　……ただ、男が殺気を増ましただけで。


「くくくくくくくくっ！」


　笑い声が高くなるたびに、強きよう烈れつに〝死〟をイメージする。


　いや、させられる。


　粘ねばり着く泥どろのような、毒どく々どくしい炎ほのおのような殺意がアルにまとわりつく。


「一いつ興きよう。我が意を受けてひるまぬか」


　男が口を開いた。真まっ赤かな舌がゆるりと男の唇くちびるをなめる。


「女をひとり捕つかまえるだけの、つまらぬ使命だが。少しくらい命を狩かり取らねば〝虐ぎやく殺さつ者しや〟の名が泣くというものよ」


　そして男は右みぎ腕うでをすっとアルに向けた。


　武ぶ器きを握にぎっているわけでもなく、構えるでもない。


「……？」


　いぶかしげにアルが眼を細めた、その時。


　ボゴン、とその腕が三倍にふくれあがった。


「な……っ！」


　中に水でも入れたように、男の腕は見る間にふくれあがり──そして千ち切ぎれて地面に落ちる。


　腕であった肉につ塊かいはそのままもぞもぞと形を変え、手が生え、脚が生え、頭を形成し、見る間に一個この生物として立ち上がった。


　それは人間をねじくったような、奇き妙みような怪かい物ぶつ。


　腕と脚は二本ずつ。だがその両方ともぞうきんのようにねじれている。


　全身を真しん紅くに染そめ、顔の部分にはたったひとつ縦に裂さけた眼があるのみ。


　現れた怪物は全身を震ふるわせて、そしてアルをじろりと睨んだ。


　その背後で男が嗤わらう。


　どういうからくりなのか、千切れたはずの右腕は元通りになっていた。


「人間、我が眷けん属ぞくで遊んでやろう。……一時も油断するでないぞ？」


　ゾクリ、とアルの背せ筋すじが凍こおる。


　慌あわてて剣を構え──。





　怪物を、見失った。





「か、は……っ？」


　驚く間もなく、腹ふく部ぶに大きな衝しよう撃げき。


　呼吸が止まり、視界が瞬しゆん間かんだけ暗転する。


　指ひとつ動かすことはできなかった。


　熱い鉄を飲まされたような痛みが腹からせりあがり、耐たえきれずに膝が落ちる。


　割れるほど強く奥歯を嚙かみしめて、痛みに耐える。


「見え……なかった？」


　レイウォールの王宮で近この衛え騎き士しを手玉に取った自分が。


　いつ接近されたのか、どうやって攻こう撃げきされたのか、誰に攻撃されたのか。


　まるでわからなかった。


　驚きよう愕がくに顔を染めつつ、立ち上がると赤せき眼がんの男のさげすむような目線とかち合う。


　怪物はその横に控ひかえ、同じくアルを見下している。


「失望。我われの見立てでは、もう少しあがけるかと思ったのだが」


「こ、の……！」


　怒いかりに頭の芯しんが熱を持つ。


　強ごう引いんに膝を立たせ、血の混じったつばをはき出した。


「買いかぶりかどうか、見せてやろうじゃねえか」


「愉ゆ快かい！　それでいい！　先ほどは油断故に屈くつしたということにしてやろう！　此こ度たびはその言い訳は通じぬぞ！」


　その言葉と共に、ひとつ目の怪物がゆらりと動く。


　アルは強引に呼吸を整ととのえ、……構えを解いた。


　全身の力を抜き、剣を持ったままだらりと両手を下げる。


　そのまま眼を細めて、怪物を睨んだ。


「では──ゆけ」


　男が指を鳴らす。


　同時に、また怪物の姿がかき消えた。


　一足で遥か頭上まで飛び上がり、その脚で木の幹を摑む。


　わずかな溜ための後、反動を利用して、怪物はアルへと突撃を敢かん行こうした。


　その速さは雷らい光こうと見まごうばかり。


　怪物の拳がアルの側頭部へと繰り出され──。


「……っ！」


　アルの体が派手に吹ふき飛ぶ。


　柔らかい土が跳はね上がり、あたりの霧をわずかに押しやった。


　怪物は音もなく着地し、男のもとへと戻る。


「ふむ……」


　男は腕を組み、冷たい目でアルを見る。


　剣士の体が、ピクリと動いた。


「ってえ……」


　頰を押さえて、アルが立ち上がる。


　左の頰にはえぐられたような傷ができており、そこからは血が流れ出ていた。


「一興。……当たったように見えたがな」


「そりゃ、あんたの見間違えだろ？」


　薄うす笑わらいを浮かべてアルは言った。


「ならば、もう一度試すまで」


　男は再び右手を掲かかげ──そして指をはじく。


　三度、怪物の姿が消えた。


　アルは先ほどと同じようにだらりと剣を垂らし……、息を止める。


　そして──。


「ふっ！」


　思い切りよく、上体を反らした。


　同時に赤い塊かたまりが目の前をかすめていく。


　前まえ髪がみが怪物の拳に巻き込まれて、数本千切れ飛んだ。


「っとと」


　わずかにたたらを踏ふんで、踏みとどまる。


　怪物はアルの右前方で着地し、こちらをうかがっていた。


　どことなく、獲え物ものを捕とらえられなかったことにいらだっているようにも見える。


「理解。的まとを動かさず、攻撃の機のみを感知して避よけたか」


　男が冷静にアルを評する。


「器き用ようなことをするな、人間」


「自分より速いヤツとやり合う方法くらい、師匠にたたき込まれてるんでな」


　アルは不敵な笑みを浮かべる。


「〝見えなくても、見切る〟、そういう技術があるんだよ。……悪ぃが、その怪物の動きは見切った。もう当たらねえぜ」


「一興。ならば、示してみせよ！」


　男の声と同時に怪物が吠ほえた。


　今まで以上に速度を上げて、樹きから樹へと飛び移る。


　まるで血に染まった風のように。


「いくら速さを上げたって、変わんねえよ」


　先ほどと同じくアルは動かない。


　視覚ではなく、他の感覚で相手の動きを予測する。


　頼たよりにするのは相手のクセと、己おのれの勘かん。


　呼吸を止め──。


「……っ！」


　ここぞと言うタイミングで横に一歩を踏み出す。


　触れるか触れないかの距離を、うなりをあげて怪物が行き過ぎる。


　だが、怪物もそれで終わりではない。


　攻撃の勢いのまま体を反転、目の前の樹を蹴り飛ばし、再びアルへと突撃する。


　しかし。


　怪物が見たのは不敵に笑う剣士の顔と。





　──進路上に振り下ろされる長剣の刃やいば。





「カ……ッ！」


　わずかな悲鳴を残し、怪物は綺き麗れいに両断された。


　突撃の勢いのまま、左右に分かれて地に落ちる。


「だから見切ったって言ったろうが」


　剣についた液体を振ふり落としながらアルが言う。


　動きを見切ったということは、剣で捕らえられるということだ。


「単調なんだよ、お前は」


　ふう、と一息ついてからアルは男へと向き直った。


　右の剣をピタリと向けて、相手を睨み付ける。


「で、茶番は終わりか？」


「愉快。我が眷けん属ぞくを茶番と言うか。……なるほど、それだけの力はあるようだ」


　男は牙きばをむき出すように口元を歪ゆがめ、答えた。


　言葉と共に、遠えん慮りよ無しの殺意がたたきつけられる。


　ともすれば、それだけで意識を失ってしまいそうな殺意。


「…………」


　だから、アルは気がつかなかったのだ。


　たった今両断した怪物の片割れが、その爪つめで自分を狙っていることを。


　半欠けの体をよじり、力を溜ために溜めていることを。


　そしてアルが異変を察知した、その時。


　怪物は残った力で大地を蹴けり、アルの首へと爪を振り上げていた──。


「くっ……！」


　慌てて上体をひねり、右の剣を振り上げるアル。


　だが、その動きも、その剣も、爪を防ぐにはわずかに遅おそく。


　赤く染まったその爪がアルののど元に届き──。


「危あぶないっ！　……でやんす！」


　声と共に飛来した三本の矢にその動きを阻そ害がいされた。


　腕、顔、胸に矢を突つき立てられた怪物は今度こそ断だん末まつ魔まの悲鳴を上げ、大地に転がる。


「…………お前、どうして！」


　振り返ったアルは、思わず声を上げる。


　すんでのところでアルを助けた救世主はいつになく真剣な顔でアルたちを見ていた。


　緑の髪とマフラーをなびかせ、褐色の肌を惜おしげもなくさらし、弓ゆみに矢をつがえている。


　ベネット……遠くエリンディルからの遭そう難なん者しやが、霧きりの森に立っていた。


「なんで来たか、と言いたいでやんすか？」


　斜面を駆かけ、アルの隣となりにまで下りてきたベネットが言う。


　狼娘の目は、その間ずっと赤眼の男に向けられていた。


「あ、ああ。どうして来た」


「それは──、そこにいるヤツが嗅かぎ慣れたにおいを発したからでやんすよ」


「におい？」


　アルもまた、ベネットを興味深そうに見ている男に目を移す。


「あっしがエリンディルで幾いく度どとなく戦った──、魔族のにおいでやんす」


「……っ！」


「ク、ククククク、クククククク……」


　忌いま々いましげにつぶやくベネットの言葉に、男は愉快そうに嗤わらう。


　それはまるで猛もう獣じゆうが獲物を前にした時のように。


「愉快！　まさかこのような犬に我が身を悟さとられるとは！」


　びりびりと、男の言葉があたりを震わせる。


「我は魔族！　魔族グラシャラボラス！　〝虐殺者〟の異い名みようを取るものなり！」


　叫びと共に、魔族の体が真紅に染まる。


　まるで鮮せん血けつのように、毒々しく輝く赤に。


　同時に今までとは桁けた違ちがいの殺意が──瘴しよう気きがあたりに放たれる。


「魔、族だって……？」


「この気配、この瘴気。……間違いないでやんす」


　ベネットがアルの隣までやってきてうなずく。


「奴やつらは何をしてきてもおかしくないでやんす。油断は即そく命取りでやんすよ……」


　ベネットの言葉にアルがうなずいたその時。


　魔族の笑いがピタリと収まった。


　グラシャラボラスの肉体もまた、人のようなそれに戻る。


　そして、魔族は指を一本立てた。


「愉快。──一撃、褒ほう美びをやろう」


「なに……？」


「我が正体に気がついた褒美だ。我は防ぼう御ぎよも回かい避ひもせぬ。全力で打ち込んでくるがよい」


　魔族は証しよう拠ことばかりに両手を広げた。


　そこにあるのは、絶対の余よ裕ゆう。


「罠わな、でやんすかね？」


「わかんねえ。ただ──」


「ただ？」


「どっちにしても、ヤツは斬きらなきゃならねえ」


　アルが双そう剣けんを構える。


「一興。やる気になったか、人間」


「ああ」


　半はん身みに構え、腰を落とす。


　呼吸を整え、力をためる。


　そして。


「……後こう悔かい、するなよ！」


　裂れつ帛ぱくの気合いと共に、アルは半身すべてが沈しずみ込こむように踏み込んだ。


　斬線がふたつ、走った。


　全身のバネを総そう動どう員いんし、一呼吸で両の剣を振るったのだ。


　腰、肩、肘、手首まですべてをしならせ、遠心力で切っ先を加速させる。


　速度は力となり、対象を十字の形に切り裂さく……はずだった。





　──ずるり、と。





　アルの手に奇妙な感覚が伝わる。


　肉を斬った感覚ではない。岩を斬った感覚でもない。


　それはまるで泥の中に剣を入れたような──。


「な、なんでやんすか、コイツは……っ！」


「くっ……」


　アルとベネットが同時に驚きの声を上げる。


　たった今、グラシャラボラスは確かに十字に切り裂かれた。


　だがその次の瞬間、魔族は即そく座ざに元の姿に戻ったのだ。


　まるで──、分かたれた水が元に戻るように。


「フ、フフフフフ、フハハハハハハハハ！」


　グラシャラボラスが笑う。


「滑こつ稽けい！　我が体は血と同じ！　斬ざん撃げきも打だ撃げきも刺し突とつも我を傷つけるには至らぬ！」


　アルは確かに見た。


　十字に切り裂かれた魔族を。ただ赤黒くにごっただけの、断面を。


　生物としての機能をまったく持たぬ、その異い形ぎようを。


「んな、馬鹿な……」


　愕がく然ぜんとアルが一歩後ろへと下がったその時。


「アル！　動くなでやんす！」


　短い叫びと共に、アルの顔の両側を、矢がかすめて過ぎた。


　アルを陰かげにして放たれた二本の矢は両方とも魔族の顔面へと突つき刺ささり──。





　そのままの勢いで後ろへと通り過ぎた。





　グラシャラボラスは穴あなの空あいた顔でにたりと笑い、瞬時に傷口がふさがる。


「笑止。まだ理解できぬか、犬め」


　そして矢を放った張本人に──ベネットに目をやる。


「一瞬で二本。しかも味方を盾にしつつ撃うつ技量は褒ほめてやろう。だが、それだけだ」


「そ、そんな……」


　言葉通り、斬っても突ついても傷ひとつつかぬ魔族に、ベネットも恐怖の表情を浮かべる。


「おい、ベネット。……魔族ってのは、みんなこんな無む茶ちや苦く茶ちやなのかよ」


「こんなの……、あっしだって見たことないでやんす！」


　ベネットは悲鳴のように叫ぶ。


「で、でも、まともな攻撃が効きかない魔族には弱点があるものでやんす！　その弱点をつけば……」


「弱点、か。……で、何が弱点なんだ？」


「わかんないでやんす！　魔族によって違うでやんす！」


「いばって言うな！」


「ク、ククククククク！　愚ぐ劣れつ！　人間ども！　形無きものを斬れぬ汝らの腕を嘆なげけ！」


　魔族の哄こう笑しようと共に、瘴気が勢いを増し、森が震える。


　それはまるで、山そのものが魔族におびえているようにも見えた。


「理ことわりを解したか!?　人間よ！」


　グラシャラボラスは嗤わらう。


「汝らは我を傷つけることはできぬ！　いかに見み切きりができようとも！　いかに弓の腕が良かろうとも！　我の前には無意味！」


　アルの、ベネットの絶望を。さげすむように、嗤う。


「さあ、ここから先は──殺さつ戮りくの時間ぞ」


「離れろ！　ベネット！」


「りょ、了解でやんす！」


　アルの声と共に、ベネットが全力で後ろに跳とぶ。


　まさに獣けものの速度で下がるベネット。


　だが──。


「……我に牙をむいた汝らを、逃にがす道理があるか？」


　グラシャラボラスはその右足を強く踏み込んだ。


　踏み込んだ場所から赤い塊が地面を走り、ベネットへと肉にく薄はくする。


「避よけろ、ベネット！」


「ぬ、ぬ、ぬ、ぬ……」


「──遅い」


　その塊は突如跳とび上がり、ベネットの腹部を痛打する。


　褐色の狼娘は勢いよく吹ふき飛ばされ、針葉樹へと顔面から激げき突とつした。


「む、ぎゅう……、で、やんす……」


　その言葉を最後に、気を失うベネット。


　満足げに見届けてから、グラシャラボラスはアルを挑ちよう発はつする。


「愉快。絶望し、散さん華げする様は実に心地よい。……そうは思わぬか、剣士よ」


「て、めぇ……っ！」


「滑こつ稽けい。仲間をやられて、怒りを覚えたか？　ならば思う存分あがくがよい。徒労に終わる苦労とて、我は卑ひ下げしない」


「……ぐ……」


　わざと隙だらけの動きで魔族は首を振る。


　アルはそれでも動けなかった。


　先ほどの感触が手に残っている。重い泥に斬きりつけたような、ただ剣がすべるだけの手応え。あの一撃でアルは十分以上に理解していた。


　自分はこの魔族を傷つけることすらできない、と。


　グラシャラボラスは、そんなアルを無ぶ遠えん慮りよにじろじろと見回す。


「一興。汝は戦意を喪そう失しつすることもなければ、自じ暴ぼう自じ棄きになることもない。なぜだ？」


「ふん……。ひとつ約束をしただけだ」


「約束？」


「〝安全なところまで護衛する〟って約束だよ！」


　叫びと共に右の剣で魔族の首を狙う。


　だが──結果は同じ。


　泥を斬っているような手応えと共に、魔族の体は元に戻る。


「ちっ……」


「滑稽。たったそれだけで命を張るか」


「俺には……たったそれだけじゃないんでね」


「笑止。だが、汝のような人間は好みだ」


「……なんだと？」


「正確には『汝のような人間が依よってすがるものを無くし、真に絶望に堕おちていく様』がな。……気に入ったぞ、人間。汝は丁てい重ちように、周しゆう到とうに、丹たん念ねんに壊こわしてやろうぞ」


　グラシャラボラスの鮮血のような瞳が、ひときわ大きく開いた。


　ただ、ただそれだけで。


　アルの全身から汗が噴ふき出す。意識せずに双剣を強く握る。


　気を張っていなければ、体中が震える。


　人ではありえないほどの、あまりに異質な殺気。


　白と黒の世界が、血ち塗ぬられた紅くれないに変わってしまったようにすら思える。


　魔族は、静かに手を挙げた。


「長く、我を楽しませよ」


　言葉と共に、グラシャラボラスの足下に血だまりが広がった。


「く─────っ！」


　アルは焦あせって飛び退しさる。


　同時に、血だまりから無数の赤い触しよく手しゆが飛び出してきた。


　わずかに頭を下げて、一撃を避ける。


　うなりを上げて飛びかかってきた触手は、胴どう体たいほどもある樹木を易やす々やすとえぐり取った。


　さらに触手は自在に形を変えながら、アルを追う。


　アルは反射的に右手の剣を振り下ろし──。


　刃は、むなしく触手を通り過ぎた。


「これもかよっ！」


「笑止。それも我を構成している一部。その本質は変わらぬ」


　グラシャラボラスの嘲ちよう笑しようがこだました。


　声に耳を貸さず、アルは逃にげに徹てつする。


　身をかがめ、体をひねり、樹を盾にして、霧の森を逃げ回る。


　だが──限界はすぐに来た。


　大地を蹴けろうとした脚に力が入らず、膝が砕くだける。


「しまっ……」


　まずいと思ったときにはもう遅い。


　右足には触手が巻き付き、アルの動きを縫ぬい止める。


「まずは一撃」


　触手が鞭むちのようにしなり──アルの背中をえぐった。


　目の奥に鈍にぶい痛みが走る。肺の中の空気が血と共にはき出される。


　脚を押さえられていたために衝撃が逃げず、そのまま大地にたたきつけられる。


「が、はっ……」


　痛みに痺しびれるアルの前に、彼が背負っていたもう片方の双剣が……師の形見であるひび割れた双剣の一本が転がり出た。


「なる……ほど。こいつが守ってくれた、のか……」


　自然とアルは苦笑いを浮かべる。


　ふがいない弟子を、テオドールが馬鹿にしている幻まぼろしが脳裏に浮かんだ。


　アルはよろよろと立ち上がる。


　口元の血をぬぐい、剣を握り直し──、そしてアルは異変に気がついた。


「…………」


　触手の動きが止まっている。


　いや、魔族の動きすらも止まっている。


　魔族の、グラシャラボラスの目はアルが取りこぼした剣に釘くぎ付づけになっていた。


「憤ふん怒ぬの……神しん剣けん、だと……？」


「なに？」


　言葉の意味がわからず、アルが眉をひそめたその時。


「──────く」





　魔族の口が──裂さけた。





「く、くくくく、クハハハハハハハハハハハ！　ヒハハハハハハハハッ！　ヒーッハハハハハハハハハハハハッ！」


　魔族が笑う。


　その体を真紅に染めて、その顔を手で覆って。
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「なるほど！　なるほどそういうことか！　これを運命と呼ぶならば、我は唾だ棄きすべき銀の輪の精霊アリアンロツドすらも称たたえよう！　我ら魔のものへの加護に感謝いたす、とな！」


　狂きよう喜き乱らん舞ぶし、魔族はみずからの顔に爪を立てる。


　男の顔は崩くずれ、赤黒い塊に成り果てる。


　だがそれでも、グラシャラボラスは嗤わらっていた。


「理解したぞ！　理解したぞ、竜殺しバルムンク！」


　そして。


　崩れた顔の中、ただ爛らん々らんと壊れた喜びを宿した目がアルを射い貫ぬく。


「──人間よ！」


　グラシャラボラスが叫んだ。





「汝、テオドールゆかりのものかっ！」





「──っ！」


　魔族の意外な一言に、今度はアルが凍こおり付く。


「愉ゆ快かい！　汝なんじ、人間よ！　今こ宵よいは我がこの場を引こう。汝のもとに憤怒の神剣があるのであれば、我もそれ相応の用意が必要なのでな」


「ま──!?」


「我もまた契けい約やくに縛しばられる身。……だが、必ずや我は再び汝のもとに現れよう」


「待て！　お前は──お前は師匠の何を知っている！」


　アルは叫ぶが、すでに遅い。


　魔族はその体のすべてを赤黒い液体と化し、地面にしみいるように消えていった。


　アルは剣を落とし、地面を拳こぶしで叩たたき、うめく。


「師匠が、どうしたってんだ。この剣が、なんだってんだ」


　じわり、と拳から血がにじむ。


「ちく、しょう……！」


　血を吐はくようなその言葉は、霧の中へと溶とけ、消えていった──。
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　レイウォールの隣りん国ごくであるメルトランドは、住民が親しみやすいことで知られている。


　それは、政治形態が特とく殊しゆなことに起因している。


　メルトランドの女王は民衆によって選ばれるのでも、貴き族ぞくによって選ばれるのでもない。


　かの国の女王は、聖せいなる樹き〝偉い大だいなるヒース〟によって選ばれる……いわば巫み女こなのだ。


　アルディオンにおける二大王国レイウォールとグラスウェルズに挟はさまれた肥ひ沃よくな大地。両国に狙ねらわれながらも、今まで領りよう地ちを保ってきたのはひとえに〝偉大なるヒース〟の力だと言われている。


　だからこそメルトランドの人々は素直に〝偉大なるヒース〟と彼らの女王を信しん仰こうし、国のために最大の力を発はつ揮きする。


　そしてそんな国だからこそ──住む人々は分け隔へだて無く、他者に接するのだ。


　それが旅人であったとしても。


「わぁ……」


　街まちの入り口で、ピアニィが目を輝かがやかせる。


　メルトランドの南なん西せい端たんに位置する街、ニアリーム。


　石いし造づくりの街は活気にあふれ、あちこちから屋台の口上が聞こえてくる。


　街のあちこちからは白い湯気が立ち上り、風景を彩いろどっていた。


「やれやれ、今日こそはまともな場所に泊とまれそうだな」


「いや、まったくでやんす」


　街を見み渡わたして、自然と笑顔を浮かべるアル。


　ベネットもまた、うれしそうにうなずいていた。


　……霊れい峰ほうネビスを出発して、すでに数日が経過していた。


　魔ま族ぞくとの戦いの後、アルはベネットをつれてサザーランド老ろう師しの庵いおりまで戻もどった。


　状じよう況きようを察したナヴァールはすぐにピアニィに出発を進言。


　幸いアルもベネットも深い傷きずは無く、一行は老師に別れを告つげて、ネビスの裏側へと下りた。そして山さん脈みやく沿いに数日。ようやく人里へと下りてきたというわけだ。


「もう干ほし魚と干し肉は勘かん弁べんでやんす。今日こそ美う味まい飯めしをたらふく食うでやんす！」


「あたしはお風ふ呂ろに入りたいです。さすがにこれだけ長いと……」


　ベネットとピアニィがそれぞれに望みを口にする。


　これまで文句も言わずについてきた彼女たちだが、やはり思うところはあるのだろう。


　女じよ性せい陣じんの要望に、ナヴァールは朗ほがらかに答える。


「それではこのニアリームはうってつけの街かもしれませんな」


「……そうなんですか？」


「ええ。この街は温泉と、キール山脈南なん端たんにあるニアリーム岩がん塩えん洞どうで栄さかえている街なのですから。疲つかれを取ることも、美お味いしい食事を取ることも可能です」


「へえ、それで観光客っぽい人間が多いのか」


　周りをきょろきょろと見回して、アルは言う。


　一見しただけでも、街のものではない旅人風の客が多かったからだ。


「その通り。また岩塩を求めにくるものも多く、部外者がいても気にされない街です。一日休んで物ぶつ資しを調ととのえアヴェルシアに向かうには、ちょうどいい場所でしょう」


「なるほどな。そりゃ確たしかにいいな、姫ひめさん。……姫さん？」


　アルが振ふり返ると、ピアニィはなにやら深しん刻こくそうな顔で眉まゆを寄せていた。


　少しばかり顔が紅こう潮ちようしている気もする。


「どうしたよ、変な顔して」


「いや、その……、あ、あたしですね」


「おう」


「お、温泉……って、初めてで。どう入ったらいいか、わからないんですけど……」


　すがるような目でピアニィはアルを見上げる。


「どうって……、そんなこと言われてもな。俺おれにはわかんねえよ」


「そんな！　いじわるしないで教えてくださいよ！」


「いや、いじわるっていうか」


「なんですか！」


「俺は男で、姫さんは女だろ」


「あ……」


　言いたいことを理解して、ピアニィは真まっ赤かになってしまった。


　なんとなく気き恥はずかしくなって、アルも目をそらす。


　と、ベネットが割って入った。


「それならあっしに任まかせるでやんすよ！」


「ベネットちゃん？」


「あっしも、エリンディルではちょっと知られた温泉の達たつ人じんでやんす！　あっしに任せておけば万事安心まっさかさまでやんすよ！」


　自信満々に胸を張り、意味のわからない単語を口にするベネット。


　だが、ピアニィは目を輝かせてベネットの手を取った。


「ほんと!?　ベネットちゃん！」


「任せるでやんす！　温泉街の犬とはあっしのことでやんす！」


　そう言いながら、ふたりはずんずんと街の中に入っていく。


　背後からそれを眺ながめながら、アルはがっくりと肩かたを落とした。


「…………お前、犬扱いが馴染んでるぞ」





　　　　＊　　＊　　＊




　岩に囲まれたその浴場には、白く濁にごった湯がめいっぱい張られていた。


　どこからか湯がわき出ているのか、ちょろちょろと音がする。


　空には満天の星。風は冷たく、冬が近いことを感じさせる。


「やれやれ、しばらくぶりに落ち着いたな」


　肩まで湯につかりながら、アルは深く息を吐はき出した。


　じんわりと、湯の温かさが体に染しみ渡わたる。


　一行はナヴァールの案内で、街の外れにある宿に入った。


　なんでも老師をつれて、たまに世話になることのある宿だという。


　主人である老ろう夫ふう婦ふは、何も言わずに歓かん待たいしてくれた。


「こういう身になると、人の情けが身にしみるねぇ」


　年寄り臭くさいことを言いながら、アルは頭を岩の上に置いた。


　静かな夜に、虫の声が染み渡ってゆく。


　街の外れだからか、夜も遅おそいせいか、温泉に入りに来ている客は誰だれもいない。


　脚あしを伸のばし、体勢を変えようとして……わずかに背中が痛んだ。


「つ……っ。まだちょいと痛むな」


　右手を回して背中をさする。


　あの魔族に叩たたかれた箇か所しよだ。骨などに異い状じようはなかったものの、かなりひどいアザになっていた。


「……グラシャラボラス、か……」


　拳こぶしを握にぎり、あの戦いを思い出す。


　水すい銀ぎんの髪かみを逆立てた、真しん紅くの目を持つ魔族。


　体は血液で構成され、剣けんの効きかぬ敵てき。そして──師のことを知る相手。


「ちっ」


　いまだ、あの魔族を斬きった時の手て応ごたえが残っている。


　重い泥どろの中に剣を突つき通したような、すべての力を吸収されているかのような、あの感覚。剣士として、あれほどの無力感を味わったことはない。


　自分の拳を見つめ、アルが鬱うつ々うつとした気分に浸ひたっていると。


「……いやいや、まったくよい塩しお加か減げんだったでやんす。温かくて、汁しる気けがあって、塩の利きいた料理！　やっぱりこれに尽つきるでやんすね～」


「そう？　あたしにはちょっと塩が利きすぎてたかなあ」


「なあにを言うでやんすか。塩は重要でやんすよ。どんな料理にも塩。塩を笑うものは塩に泣くでやんす。遥はるかな昔むかし、神様は罪つみを犯おかした眷けん属ぞくを塩の柱に変えたでやんす。塩になって浄じよう化かさせたでやんすな。それほどに重大なものなのでやんすよ。……あ、ここでそれを着るでやんす」


「あ、そうなんだ。……ベネットちゃん、お塩好きなんだね」


　どこからか、聞き覚えのある声が流れてくる。


　それはだんだんに近づいてきて──。


　カラリ、と浴場の扉とびらが開いた。


　薄うすい布ぬのを一枚まとっただけの、湯ゆ浴あみ着姿すがたのピアニィとベネットが現れる。


「……あ」


「え？」


　ふたりの目線と、アルの目線が交こう錯さくする。


　ピタリ、と固まる時間。


　ゆっくりと一呼吸置いて。


「きゃあああああああああああああああああああああああああああああっ！」


　ピアニィの、甲かん高だかい声が響ひびき渡った。


「な、な、な、な、なんでいるんですか！　アルさん！」


　とっさにうずくまり、体を隠かくしてピアニィが叫ぶ。


「なんでって……、そ、そりゃ俺だって風ふ呂ろにくらい入るさ！」


　アルもまた視線をずらして、背中ごしに叫さけんだ。


「そんなぁ、この時間なら他に人がいないと思ったのに……」


「……同じこと考えたのかよ……」


　と、ふたりが硬こう直ちよくしている横で。


「よっと、邪じや魔まするでやんすよ」


　何事もなかったかのように、ベネットが湯の中に入ってきた。


「うわっ!?」


「ベネットちゃん!?」


　アルとピアニィが慌あわてる中、褐かつ色しよくの狼おおかみ娘むすめは堂々と湯に潜もぐり。


「ぷはぁ～。この感覚、たまらないでやんすなあ～」


　と幸せそうな顔でつぶやいた。


　アルがいることなど、微み塵じんも気にしてない。


「ベ、ベネットちゃん、平気なの……？」


「何がでやんす？」


「だって、アルさんが……」


「別に普ふ通つうのことでやんす。温泉ではよくあることでやんすよ」


「そ、そうなの……？」


「そうでやんす。ふっつーのことでやんす」


「…………」


「おっと、ここの風呂はずいぶん広いでやんすなあ。ほーれ、すいのすいのすい～っと」


　奇き妙みような歌を口ずさみながら、ベネットは泳いで行ってしまった。


　取り残されるのは、アルとピアニィのふたりだけ。


　なんとも微び妙みような空気が場を流れる。


「…………あ、と、なんだ、姫さん」


「は、はい？」


「そんなところにいたら風か邪ぜ引くぞ」


「え、と……？」


「いや、は、入るなら、早く入った方がいいんじゃない、か？」


　しどろもどろになりながら、アルはピアニィに湯を勧すすめる。


　さすがに目を合わせることはできなかった。


「……そ、そうですね。温泉では、普通のこと、……ですよね。あはは……」


　ピアニィもまた、人形のようにぎこちなく笑った。


　湯につかる前から、その顔は真まっ赤かに染そまっている。


　そして、おびえるように湯に体を沈しずめた。


「…………」


「…………」


　目も合わせず、顔も合わせず。


　気まずい沈ちん黙もくが、場を支配する。


　アルもピアニィも、身じろぎひとつしないでお互たがいそっぽを向いていた。


　どれぐらい、そうしていただろうか。


「……あの」


　動いたのは、ピアニィが先だった。


　おずおずと、小さな声でアルに話しかける。


「ひとつ、聞きたいことが、あるんですけど……」


「……な、なんだ？」


「その、正直に答えて欲ほしいんです」


　差し迫せまったようなその言葉の響ひびきに。


　アルはつい、ピアニィの方を向いてしまった。


「……っ！」


　ほんのりと紅こう潮ちようした、真っ白い肌はだが目に入る。


　手で触ふれれば壊こわれてしまいそうなほど細いその体は、まさにたおやかな花そのものだ。


　しっとりと濡ぬれた肌はゆるやかな曲線を描き、湯の中へと落ちてゆく。


　アルはそれを目で追い──慌あわてて視し線せんを王女の顔へとずらした。


「どうしたんですか？」


「い、いや、なんでもない。……で、聞きたいことってのはなんだ？」


　内心の動どう揺ようを悟さとられないよう、最大限に表情を作りながら、アルは話題を戻もどす。


「あの、ですね」


　ふと、ピアニィの顔に憂うれいが混じった。


　翡翠ひすいの瞳ひとみがわずかに曇くもる。


「あたし、みんなに迷めい惑わくをかけてないですか？」


「…………え？」


　それは意外な一言だった。


　アルの発した驚おどろきの声には答えず、ピアニィは先を続ける。


「王都を出て、ここまで逃にげてきて。この間まで気がつきませんでした。……あたしが逃げてるから、みんなを危き険けんにさらしてるんだってこと」


「…………」


「あの時、アルさんとベネットちゃんが怪け我がをして帰ってきて。本当に息が止まるかと思いました。……でもアルさんたちが戦ったのって、あたしを狙ねらってきた敵てきなんですよね」


　湯の中で、ピアニィが膝ひざを抱かかえる。


　アルは黙だまって悲ひ嘆たんに暮くれる彼女を見ていた。


「サザーランド老師にも、あたしがいることが乱を呼ぶ、と言われました。だから、あたしがいるからアルさんたちも危険に……」


「なんだ、そんなことか」


「……！」


　ふ、とアルは息をつく。


　対するピアニィは怒おこったように顔を上げた。


「そ、そんなことって、どういう意味ですか！」


「どういう意味もこういう意味もねえよ。そのまんまさ」


　アルは肩をすくめる。


「俺たちは確かに姫さんを追う輩やからと戦った。危機にも陥おちいった。……けど、それは納なつ得とく済ずみでやってたことだからな」


「納得……？」


「俺は牢ろうから出してもらう代わりの護ご衛えい。ベネットだって自分の目的を果たすついでだ」


「…………」


「ナヴァールの旦那だんなだって、老師の言い付けだから手伝ってくれてるわけだろ？　別に『姫さんのせいで巻き込まれた』なんて思ってるわけじゃねえよ」


「そう、なんですか？」


「ああ、そうだ」


　はっきりと、目を見てアルはうなずく。


　わずかだが、ピアニィの瞳に光が戻ったように見えた。


「……それならいいんですが……」


　しかし、王女の言葉から憂うれいは無くならない。


　まだどこか不安げな響きが残っていた。


　ピアニィはクスリと微笑ほほえむ。


「アルさん、あたしね？」


　それは──哀かなしそうな、苦しそうな、微笑み。


「みんなが幸せに生きることができればいいって──ホントに思ってるんですよ？」


「…………ああ、老師のとこでも聞いたな」


「家族も、周りの人も、出会った人たちも、国の人たちも、みんなが幸せになってくれることがあたしの望みなんです。……もちろん、アルさんもです」


「そりゃありがたい」


「だから──」


　ふと、ピアニィの微笑みが消える。


　そこに残るのは、苦く悩のうの色のみ。


「だから、もしあたしがみんなの幸せを消すようなことがあれば、その時は──」


「そんなに気にするな」


　アルはピアニィの言葉を遮さえぎった。


　最後まで言わせてしまったら、取り返しのつかないことになる気がして。


　少し驚いたようにこちらを見上げるピアニィに、わざと軽い調子で返す。


「あの爺じいさんの言葉が当たるかどうかなんてわかんねえんだ。……それに、姫さんがそうしたくないって思ってれば、みんなの幸せを壊すなんてことにはならねえさ」


「……そう、でしょうか……」


「ああ、大だい丈じよう夫ぶだ。きっとな」


　うなずいて、アルは会話を終わらせた。


　だが。


　アルの心の底には、得え体たいの知れない不安がこびりついていた。


　目の前でどこか儚はかない笑顔を浮かべる少女の言葉が。


　取り返しのつかない事態を生むのではないかという予感。





　程なくして。


　アルはその予感が的てき中ちゆうすることを知る──。





　　　　＊　　＊　　＊




　一晩明けて次の日。


　アルは宿の裏手で、ひとり剣を振っていた。


　ニアリームの外れに位置する宿は、街よりは山に近く、人もいない。


　街を覆おおう石いし畳だたみもここまでは来ておらず、草と土がむき出しになっていた。


　振り返れば緑の裾すそ野のが広がり、向こうにはキール山脈の南端が見える。


　その雄ゆう大だいな姿すがたを見ながら、アルは日課の鍛たん錬れんに勤いそしんでいた。


　準備運動を終えて、腰こしの双そう剣けんを抜く。左手には宿の主人に借りてきた薪たきぎがひとつ。


「……よ、っと」


　薪を大きく上へと投げ上げた。


　ゆるゆると回転しながら薪は放物線を描えがき、落下する。


　薪が自分の目線に落ちてきたところで──。


　銀光が一いつ閃せんした。


　カツン、と音を立てて薪が再び打ち上がる。


　アルが左の剣ですくい上げるように、薪の下すれすれを打ったのだ。


　回転を速めながら、薪は再び放物線を描く。


　同じように、タイミングを見み計はからって今度は右の剣で袈け裟さ懸がけで下すれすれを狙った。


　三度、薪は打ち上がる。


　……横よこ薙なぎ、回転斬ぎり、左右の連れん撃げきに突つき。


　覚えている型を次々と薪にぶつける。


　乾かわききった薪は、ただ回転のみを強めながら何度も何度も同じ放物線を描く。


　どれぐらい、それを繰くり返しただろうか。


　アルは薪が上がっている間に息を整ととのえると……。


「ふっ！」


　吐と息いきと共に、両の剣を振るった。


　次の瞬間、薪が綺き麗れいに四分割されてアルの手元へと落ちてくる。


「…………」


　パチ、パチ、パチ、と拍はく手しゆの音がした。


　目をやれば、ナヴァールがいつもの微び笑しようを浮かべてこちらを見ている。


「お見み事ごとです」


「……旦那だんなか」


「回転を速める薪の下をかすめ続ける。一度や二度はできても、これだけの回数をこなせる剣士はそうはいない。あなたの見切りはさすがですね」


「いや、これくらいできるヤツなんか珍めずらしくねえよ。俺なんてまだまだだ」


　アルは首を横に振る。


　ふむ、とナヴァールはうなずいた。


　笑みを消して、静かに問う。


「何か──悩なやみ事でも？」


「……っ！」


　思わず、アルは顔を硬かたくした。


　あの赤い魔族が最後に言い残した言葉が、脳裏をよぎる。


「お節せつ介かいかもしれませんが、少し様子がおかしかったので声をかけさせていただきました。……ですが、話しにくいことなら構いません」


　竜りゆう人じんはそう言って、一礼をし、その場を立ち去ろうとする。


　アルはわずかに迷った後に、意を決して口を開いた。


「旦那。……〝憤ふん怒ぬの神しん剣けん〟って、知ってるか？」


「憤怒の……、神剣？」


「ああ、そうだ。この間出会った追っ手……、あの魔族がそんな単語を口にしていた」


「ふむ……」


　あごに手を当てて、竜人は考える。


「憤怒の神剣、命の狩かり手、大いなる怒いかり、滅ほろびの銀……。そう呼ばれるモノならば、確たしかに心当たりがあります」


「ホントか！」


「確か、古い古い伝説に謳うたわれる剣です。それが造つくられたのは遥はるか風の時代……」


　竜人はそう切り出して、神しん剣けんの伝説を語る。


　風の時代。


　それは神々と邪じや神しんの、絶え間ない戦いくさが行われていた時代。


　神と魔はそのあらゆる力をもって戦った。


　天を裂さき、地を砕くだき、世界を滅ほろぼしかけても、その戦いは終わらなかったと言う。


「気の遠くなるような長い戦いの果てに、神々はいくつもの武具を生み出しました。そのひとつが、〝憤怒の神剣〟です」


「…………」


「伝説によれば、〝憤怒の神剣〟は神々にとっても最後の切り札ふだだったようです」


「切り札？」


「邪神を滅ぼすことだけを目的として造られたその剣には、神々の王アーケンラーヴが怒りを封ふうじ込こめたと言われています。あらゆる命を、その大いなる怒りによって滅ぼす。……それがかの剣の力だとか」


　アルはちらりと、背負った双剣を見る。


　あの時、あの魔族はこの剣を〝憤怒の神剣〟と呼んだが──？


「しかし、その剣は戦いに使われることはありませんでした」


「えっ？」


「決戦を前にして、神剣は邪神の眷けん属ぞく──つまり魔族によって奪うばわれてしまったのです。それほどの力を秘めた剣は魔族側の切り札になると判断したのでしょう。ですが……」


「どうしたんだ？」


「どういう経けい緯いがあったのかはわかりませんが、魔族もまた奪った神剣を使わなかったのです。邪じや悪あくなる存在が神しん聖せいなる剣を使えなかったのだ、と言うものもいるし、剣は破は壊かいされたのだ、とするものもいます。未いまだに剣を魔族のものにしようと画かく策さくしている、という伝説も」


　ここまで語って、ナヴァールはいつもの微笑に戻った。


「と、〝憤怒の神剣〟の伝でん承しようはこんなところです。……私ですら即そく座ざには出てこないような、知られざる伝承ですよ」


「ああ、ありがとう」


「しかし、なぜその魔族は〝憤怒の神剣〟などという言葉を？」


「…………」


　少しの間、アルは沈黙した。本当のことを話してもよいのかどうか、判断がつかなかったのだ。迷まよった末に、アルはとりあえず話してみることに決めた。


「俺の、背負っている方の剣を見て、あの魔族が言ったんだ。〝憤怒の神剣〟、ってな」


「なんと……！」


　さすがのナヴァールにも驚きが走る。


「それは──本当に神剣なのですか？」


「わからねえ」


　アルは力なく首を振る。


「これは俺の師し匠しようが持っていた剣だ。銘めいはわかってても、どこで手に入れた剣なのかは知らねえ。……神剣なのか、そうでないのかも」


「そうですか……」


「なあ、旦那。ひとつ教えてくれ。この剣が本当に神剣だったとして──」


　じっと、アルは竜人を見る。


「その剣をもし使えたとするならば、どんなヤツでも倒たおせるのか？」


　思い出すのは、この銀の剣を振るって幾いく多たの戦いをくぐり抜けてきた師の姿。


　あの力が剣によるものだったとしたら──？


　ナヴァールはアルの視線を受け止め、静かに答えた。


「倒せるでしょう」


「……っ！」


「もともと、神が邪神を滅ぼすためにお造つくりになった剣です。正しく使えば、この世に滅ほろぼせないものなどいないはず。……ですが」


「ですが？」


「神剣はその名の通り神が扱あつかうための剣。人に使えるとはとても思えません」


　ナヴァールは首を振った。


「もし、その剣の力を引き出せるとしてもそれは人の身には重すぎる代しろ物もの。反動でどうなってもおかしくはありません。最悪、命を落とすことだってあるでしょう」


「…………そうか」


　わずかに、アルは安あん堵どのため息をつく。


　それを見て、ナヴァールはまた笑顔を浮かべた。


「さて、それでは私はいくらか物ぶつ資しを買い足してきましょう」


「ああ、時間とって悪かったな」


「いえ、お気になさらず。……では、また後で」


　そう言い残して、ナヴァールは去っていった。


　竜人が見えなくなるまで見送ってから、アルは再度師匠の双剣に目をやる。


「剣の力じゃねえ、か……」


　脳裏に浮かぶのは、この剣を握にぎっていたテオドールの姿。


　彼の剣はまさに奔ほん放ぽうと呼ぶにふさわしいものだった。


　一刀であらゆる敵てきを退しりぞけ、望むものすべてを護まもり、敵にすら畏い怖ふを与あたえる。


　その姿すがたにあこがれを抱いだいたものだ。


　いや、今でもあこがれている。


「…………」


　両の剣を地面に突つき刺さし、アルは背負った双剣を抜いた。


　陽光に照らされたそれは、全体に細かく傷きずとヒビが入っており、どこか力つきた獣けものを連想させる。


　わずかに剣を見つめた後、アルは再び薪たきぎを手に取った。


　手でそれを高く上げ──。


「ふっ！」


　呼気と共に、双剣が十字を描いた。


　……だが。


　薪は鈍にぶい音をたてて無ぶ様ざまに地面に転がる。


　表面にはひっかいた程度の傷が残っていた。


「……ちっ」


　舌打ちをひとつして、アルは師匠の剣を背中へと戻した。


　──わかってはいたのだ。


　この剣を持って数年。アルは一度として、これで物を斬きれたことはないのだから。


「そううまくはいかねえか。……ったくよ」


　自分自身に愚ぐ痴ちをこぼしつつ、アルは元の剣を握る。


　──と。


　アルはどこからか、自分を見る視線を感じた。


　殺意や悪意のこもった視線ではない。首をひねって、なにげなく出どころを確たしかめる。


　……がさり。


　音を立てて茂しげみが動いた。


「誰だれだ？」


　茂しげみから動どう揺ようの気配。


　やはり、殺気のたぐいは感じられない。


　アルはひとつ息をついて、口調を和やわらげた。


「あー、別に何もしないから出てこいよ」


　すると──。


「…………子供？」


　茂みから立ち上がったのはふたりの子供だった。


　兄きよう弟だいだろうか。ふたりとも顔立ちがよく似にている。


　きらきらした目を向けているのはやんちゃそうな兄。額ひたいに向こう傷をつけ、顔を赤くしてアルを見つめている。


　その後ろに隠かくれているのは気の弱そうな妹。兄の服の裾すそを摑つかんで、顔半分だけでこちらをうかがっていた。


「あー、と。……お前ら、誰だ？」


「俺はマルコ！　こっちは妹のジル！　ここのばあちゃんの子供の子供だ！」


　興こう奮ふん気味に答えたのは、予想の通り兄の方だった。


　マルコと名乗った彼は、勢い込んで続ける。


「兄にいちゃん……、すげえな！」


「……え？」


「さっき、薪をずばーっと割ってただろ！　あれかっこよかったぞ！　ずばーっと！」


　マルコは一生懸けん命めいに腕を動かして、アルの剣を再さい現げんしようとする。


　つたないながらも、それは確かに先ほど見せた動きだった。


「お、おう。ありがとな──」


「それに、剣を二本使うとかすげえよ！　大人おとなだって、一本しか使わないんだぜ！　ふたついっぺんに振るなんて、すげえよ！」


　ひたすらに「すごい」を繰くり返すマルコ。興奮と共に強いあこがれを、幼おさない言葉で語っていく。


「それでな、ホントにすごかったのが──」


「あー、マルコ」


「ん？」


「ほめてくれるのはうれしいが、俺にも用事があるんだ。後にしてくれねえか？」


　あくまでやんわりと、言葉を選んで拒きよ絶ぜつの意思を伝える。


「う……」


　だがマルコは迷まよいながらもその場を離れようとはしなかった。


「ねぇ、お兄ちゃん。やっぱりやめようよ……」


　今まで黙っていた妹が袖そでを引く。


　それでもマルコは立ち去らない。


　もごもごと口を動かしてから、意を決した表情でこう言った。


「兄ちゃん！　俺に剣を教えてくれよ！」





　　　　＊　　＊　　＊




　真まっ赤かなリンゴを三つ抱かかえて、ピアニィは宿への道を歩いていた。


　本来ならば外に出るべきではない身ではあるが、ここは隣りん国ごく。


　簡かん単たんに身分がばれることも無いという気持ちと、好こう奇き心しんが自制心に勝り、街を見み回まわってしまったのだ。人が集まる表通りにはもの珍めずらしいものが多く、十分に満まん喫きつできた。


「街の人たち、活気があって楽しそうだったね」


　ピアニィは肩に乗っているルミナスドラゴンの幼よう生せい体たい、ヤンヤンに話しかける。


　ヤンヤンは答えるように鼻を鳴らした。


「リンゴをもらえてよかったって？　……そうだね。いつかあのおばさまにはお礼をしなくちゃ」


　屋台の好意でもらったリンゴを磨みがきつつ、ピアニィが微笑ほほえむ。


　旅人だと言ったら、なんとふたつもおまけをしてくれたのだ。


「なんだかこの街の人はあったかいね」


　ピアニィの言葉に同意するように、ヤンヤンは頭をすり寄せる。


「ふふ、そうだね」


　ヤンヤンにほおずりをし、ピアニィは宿の扉とびらに手をかけようとして……、動きを止めた。


「──そう、握り方はお前のやりやすい形でいい。で、そのまま──」


　裏手からアルの声が流れてくる。


　鍛たん錬れんをしているにしては、聞こえてくる言葉が奇き妙みようだった。


　ふと気になり、ひょいとのぞいてみる。


「……あれ？」


　ピアニィは目を瞬まばたかせた。


　アルの側そばに見知らぬ子供がふたりいた。


　年上の男の子は棒ぼうきれに布ぬのを巻き付けたものを握り、アルの話に何度もうなずいている。


　年下の女の子は、少し離れたところに座すわり、アルともうひとりの子供を見守っている。


　そしてアルは……、男の子に剣の手ほどきをしているようだった。


「握り方はわかったな？　それじゃあ素す振ぶりをしてみろ。素振りで剣が自分の思い通りの軌き跡せきを描くようになるまでやるんだ」


「う、うん、わかった」


　男の子──マルコは緊きん張ちようした面おも持もちで、右手だけで握った棒を上下に振り始めた。


　足あし腰こしが遠心力に耐たえられず、一ひと振ふりごとにふらふらとよろける。


「ほら、立つ位置がずれてるぞ。全力で振ってもずれないように、振り方や立ち方を考えてみろ」


「うん……っ！」


　少年は脚を動かし、体の傾かたむきを変えながら剣を振る。


　懸けん命めいに動くまいと努力するが、そう簡単には実らない。


　そのうちに剣を振るスピードもフォームもばらばらになっていく。


「ん、そこまでだ」


　まともに剣を振る格かつ好こうからかけ離れてきたところで、アルが素振りをやめさせる。


「だから言ったろ？　最初は両手で使うのがいいんだって」


「……ヤダ。兄ちゃんみたいに二本使いたいんだ」


「どうしてもか？」


「どうしても！」


「わかった、わかった。じゃあ片手でひたすら剣を振る練習をしろよ。一日に右、左と両方必ず練習するんだ。二刀いっぺんに使うのはその後でいい」


「うん！」


「ったく、……返事だけはいいな、お前は」


　苦にが笑わらいをしながら、アルはマルコの髪かみをかき回す。


　マルコもまた、疲つかれながらもやんちゃそうな笑顔を浮かべ、アルを見返す。


　と、アルがくるりとピアニィの方に振り返った。


「姫さん、帰ってたのか。……声くらいかけてくれよ」


「や、その、なんだか楽しそうだったんで……」


「…………まぁ、否ひ定ていはしないけどよ」


「で、この子たちはどなたですか？」


「この宿の孫まごだそうだ。名前はマルコとジル。……俺の鍛たん錬れんを見てたらしくてな。剣を教えろってせがまれちまった」


　ピアニィが目を瞬まばたかせる。


「剣、ですか？」


「あー、そうだ。教えるって言っても、今日だけだけど」


「一日、ですか」


「正直、何も教えられないって最初は断ことわったんだけどな。でも……」


　アルはマルコに目を投げて、仕方がないと言いたげに笑った。


「理由を聞いたら、断れなくてな」


「俺がどうしてもって言ったんだ！　どうしても、俺は強くならなきゃいけないから！」


　体中から声を出して、マルコが会話に割り込む。


　アルは再びマルコの頭に手をやって、嘆たん息そくした。


「……いいかマルコ、教えてやれるのは鍛きたえ方だけだぞ。明日あしたからそれを自分でやらなきゃならねえ。それでもいいんだな？」


「うん、それでいい！　俺は絶対強くなきゃいけないんだ！　父とうちゃんと母かあちゃんの代わりに、ジルを守んなきゃいけないから！」


　少しばかり顔を赤くしたマルコの口から、その一言が飛び出す。


　ピアニィが少し驚いた顔でアルを見返す。


「……お父様とお母様……？」


「──去年、亡なくなったそうだ。別の街へ商あきないに行く途と中ちゆうに、盗とう賊ぞくに襲おそわれて」


　声を抑おさえて、アルが言う。


　その視線は子供たちへと向いていた。


「だから強くなりたいって言われてな。断れなかったよ」


「そう、だったんですか……」


　ピアニィもまた、子供たちへと目を向ける。


　両親の話を出されて、悲しくなってしまったのだろうか。


　兄のマルコは妹のジルの顔を拭ふいていた。


　ピアニィは荷物をアルに預け、子供たちの側へ寄り──ふたりをそっと抱だき寄せる。


「わっ！」


「きゃ……っ」


　驚くふたりを離さずに引き寄せ、逃とう亡ぼうの王女はつぶやいた。


「あたしたちには、何もできないけれど」


　それは──精せい一いつ杯ぱいの願い。


「せめて、あなたたちがこれから先幸せに暮らせますように。心から祈いのっています」


「…………」


　ふたりの子供は、黙だまったままピアニィに抱かれていた。


　そのぬくもりにすがるように、じっと。


　アルは黙って三人の姿を見ていた。


　まるで聖せい母ぼのように、目を伏ふせて子供を抱くピアニィの姿はどこか儚はかなげだ。


　脳裏に、昨日きのう温泉で王女が口にした言葉が蘇よみがえる。





「みんなが幸せに生きることができればいいって──ホントに思ってるんですよ？」





　アルはわずかに目を細めた。


　ピアニィの言葉に、一いち抹まつの不安を感じて。


「──ありがと」


　ピアニィにすがりついていたマルコが先に体を離す。
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　少し遅れて妹も離れ、兄の裾を握った。


「ちょっとうれしかった。……でも、今は剣を教わらなきゃ」


　マルコは照れくさそうに鼻をこすりながら、礼を言う。


　そして今度は左手で鍛錬用の棒を握った。


「兄ちゃん！　今度は左で振るから見ててくれよ！」


「ああ。とりあえず全力で振ってみろ」


「うん！」


　かけ声と共に、マルコが再び棒を振り始める。


　一振りごとにアルが細かく指導し、ジルはそれを黙って見守っていた。


「アルさん」


　ピアニィが剣士を呼ぶ。


「あたし、リンゴ切ってきます。……みんなで分けましょう」


「ああ、頼たのむ」


　アルにひとつうなずき返し、ピアニィは宿へと駆かけだした。





　　　　＊　　＊　　＊




　その男は、ただそこにいた。


　ニアリームの街の大通り。その中央。


　人が流れる中、男だけがその場から動かずに空を見上げている。


　逆立つ髪かみは水すい銀ぎん。目は真しん紅くに染そまり、口元には牙きばがのぞいていた。


　背中にコウモリの翼つばさを持つ彼を奇き異いの目で見るものも少なくはなかったが、どこか殺気立った男に恐きよう怖ふを感じるのか、声をかけてくることもない。


　魔族グラシャラボラス。


「不快。……なかなかに厄やつ介かいな街へと逃にげ込こんだものよ」


　言葉の通り、不快感を隠かくそうとせずに魔族は独ひとりごちる。


　眉み間けんにはしわがより、口元は忌いま々いましげに歪ゆがめられていた。


「それに──」


　魔族は行き交う人間を見る。


　その視線には侮ぶ蔑べつの感情が込められていた。


「愚ぐ劣れつ。まるで魔に対する恐怖がない。神しん竜りゆう王おうが甘あまやかした結果がこれか」


　吐はき捨てるように、魔族は言った。


「ならば──」


　腕を組んだ男の足下に、じわりと赤い水たまりができあがる。


「魔族の役目として、恐おそれを与えなければならぬだろうな」


　グラシャラボラスが牙をむき出しにする。


　同時に足あし下もとの赤い液体がその面積を広げ──。





　悲鳴が上がった。





　液体が生き物のように、あたりの人間に食らいついたのだ。


　肉を溶とかし、骨を呑のみ込み、すべてを血と……魔族の一部と化してソレは広がってゆく。


　助けようとして手を伸ばしたもの、恐怖にかられて立ち止まったもの、逃にげ遅おくれたものすべてを呑み込む鮮せん血けつの魔族。


　幾いく人にんも、幾人も、幾人も、幾人も、幾人も、幾人も、幾人も、幾人も、幾人も、幾人も。


　赤い液体は際さい限げんなく人を襲い、その体積を増ふやしてゆく。


　まるで、街全体を赤く染めていくように。


　その中央で、グラシャラボラスは腕を組んでひとり立つ。


　魔族は低い声でつぶやいた。


「上々。では行くぞ、神剣の持ち主よ」


　声と共に、巨きよ大だいな赤がずるりと動いた。





　　　　＊　　＊　　＊




　天地を揺ゆるがすような轟ごう音おんと共に、鮮血の赤が昼下がりの空を引き裂さいた。


　子供たちとリンゴをかじっていたアルは、それが何か、すぐには認にん識しきできなかった。


　──街の中心から、巨大な赤い水柱が立ち上っている。


　水柱の大きさは城の数倍ほどもあるだろうか。


　渦うずを巻まき、人を、樹を、建たて物ものを巻き上げて天を衝つく鮮血の柱。


　まるで街にうがたれた杭くいのように、雲へ向かって突き立っている。


　呆ぼう然ぜんとアルたちがそれを見守る中、柱に変化が訪おとずれる。


　天てん頂ちよう部ぶがふくらみ、頭と化した。全体がしなやかに曲がり、尾おを形成する。


　顎あぎとを開き、ソレ──巨大な赤い蛇へびは咆ほう哮こうをあげた。


　そして蛇は生み出されたばかりの両の目で──アルを見下ろす。


「……まずいっ！　姫さん、マルコ、ジル、逃げろ！」


　ようやく事態を認識して、アルは叫んだ。


　ピアニィたちは座っていた丸太から立ち上がり、宿へと駆かけようとして──。


「愚ぐ劣れつ。我われが逃がすとでも思っているのか？」


　頭上から振ってきたその声に阻はばまれる。


「く……っ！」


　見上げれば、そこには赤い魔族の姿。


　瘴しよう気きを隠そうともせず、中空からアルたちを見下ろしている。


　その顔には殺気と愉ゆ悦えつが入り混じった嘲ちよう笑しようが浮かんでいた。


「グラシャラ、ボラス……っ！」


「久ひさ方かた──というほどの時は経たっていないか？　人間よ」


　魔族の背後に、赤い蛇の頭部が見える。


　街の三分の一を呑み込みつつある蛇は、まだ巨大化を続けていた。


　遠くから、怒ど号ごうと悲鳴がこだまする。


　アルが怒いかりのあまりに歯を嚙かんだ。


「てめぇ、これは……、なんだ！　何をしやがった！」


「見ての通り、食事だ」


　魔族の答えは単純だった。


　空中を移動し、蛇の頭の上へと降りたつ。


「汝なんじは知っているだろう？　我が体が血で構成されていることを」


「……ああ、忘れたくても忘れられねえよ」


　苦にが々にがしく口を歪めて、アルは答えた。


「上々。ならば理解できよう。我の食事とは──すなわち生き血を取り込むことだ」


　ずぶり、と魔族は足下の蛇へ手をつき入れる。


　太陽の光の下、毒どく々どくしい赤が指の間からしたたり落ちた。


「ひからびた吸血鬼ヴアンパイアなどと同じにしてもらっては困るがな。千単位の命を吸収して、ようやっと腹八分なのだ。……フフ、これでも満腹までは今少しといったところか」


　街の命を狩かり取り続ける蛇を、満足げに眺ながめる魔族。


「て、めぇは……っ！」


　奥歯を砕かんばかりの強さで嚙みしめてから、アルは喉のどの奥から声を絞しぼり出す。


　怒りにまかせて、アルは腰の双剣を抜ぬきはなった。


「なぜこんなことをする！　俺が殺やりてえなら、さっさとくりゃいいだろ！」


「笑止。魔族が人を狩るのは当然ぞ。神々と邪神が争いはじめた太たい古この昔むかしからな」


　怒りに燃えるアルの様子を楽しむように、魔族はアゴに手を当てる。


「それとも汝は、生きるための狩りも認めないというのか？」


「くだらねえ理り屈くつを……っ！」


　魔族は極ごく上じようのワインを味わうように、アルの怒りを楽しむと。


　すっ、と目を移し、言った。


「もっとも──、我が栄養を蓄たくわえたのは我が使命を果たすためだが」


「く……っ！」


　視線の先にいるのは、レイウォールの末姫ピアニィ。


　彼女は子供たちをかばいつつ、恐きよう怖ふの混じった視線で魔族を見上げていた。


　アルは自分の体で、魔族の視線を遮さえぎると背中越ごしにピアニィに言った。


「姫さん。……大丈夫か？」


「な、なんとか」


「ホントは逃げてくれって言いたいんだが、逃げちゃくれないよな」


「はい。──この子たちのためにも、逃げられません」


　ぐっと恐怖を抑おさえつけ、魔族を睨にらみ付ける王女を見て、アルはひとつうなずく。


　そして、一歩前へと進み出た。


　矢や面おもてに立つために。


「一いつ興きよう。……なかなかに胆たん力りよくのある人間のようだな。我が標ひよう的てきは」


　魔族が目を細めた。


　どこか粘ねばつくような視線が、ピアニィとアルへとまとわりつく。


　そして高々と右手を掲かかげた。


「では、思う存分に抗あらがうがいい。脆ぜい弱じやくなる人間どもよ」


「来るぞ！」


「マルコ！　ジル！　あたしの後ろに隠れて！」


　アルとピアニィがそれぞれに叫び──、魔族がその指を鳴らした。


　同時に、赤い蛇がその口から真紅の液体を吐き出す。


　液体は空中で無数の蛇と化し、アルへと殺さつ到とうした。


　一体一体がアルの腕の太さほどもある。


　急所を嚙かまれれば、一匹でも十分に死に至るだろう。


　アルはわずかに位置をずらそうとして──。


「…………ちっ！」


　舌打ちをして、脚を開く。


　この蛇へびたちを避よければ、奴やつらはそのままピアニィたちのもとへと向かう。


　アルの目の前に、百の顎あぎとが牙きばをむき出しにした。


「な、めんじゃねぇっ！」


　瞬間、双剣が閃ひらめく。


　斬ざん線せんが縦横無む尽じんに走り、銀の壁となって蛇たちを阻はばむ。


　赤い蛇たちはそのすべてが両断され、地面に落ちる間に液体へと変わった。


　だが──。


「愚ぐ劣れつ。進歩がないな、剣士よ」


　あざけりの言葉と共に、蛇たちは瞬時に元の姿に戻り、跳はね上がってアルを襲おそう。


「ちっ！」


　いらだたしげにアルは蛇たちを打ち落とす。


　しかし、手に伝わるのはあの時と同じ感かん触しよく。


　重い泥どろを斬きっているような、すべての力が吸い取られているような、重い徒と労ろう感かん。


　斬っても斬っても蛇たちは再生し、攻撃は終わることがない。


　アルの顔に、焦あせりが浮かび始める。


　その時。


「どいてください！　アルさん！」


　ピアニィの叫びが聞こえた。


　脳裏に、地ち下か牢ろうでの戦いが閃く。


「──っ！」


　一も二もなく、アルは横へと飛び退すさった。


　同時に無数の氷の塊かたまりが蛇たちを襲う。


　……コキュートス。


　ピアニィの使う上級魔術。


　王女の手から放たれた冷気は雹ひようの嵐あらしとなって、蛇たちへと降り注ぐ。


　赤い蛇たちは一匹、また一匹とその身を凍こおらせ、動きを止めていった。


「やったっ！」


　ピアニィが小さくこぶしを突つき上げる。


「ほぅ……」


　その光景を見て、魔族は眉を動かした。


「上々。我が肉体の欠片かけらとはいえ、凍らせるか。人間にしてはなかなかの魔力」


「斬れないなら、凍らせればいい。……当然の話です！」


「ふむ、確かに。だが──」


　グラシャラボラスはパチン、と指を鳴らす。


　次の瞬間、蛇たちを覆おおっていた氷が甲かん高だかい音を立てて一いつ斉せいにはじけ飛んだ。


　白い氷が粒つぶとなって、光をはじき返す。


　その下で、赤い蛇たちが一斉に牙を剝むいた。


「え……っ？」


「愚劣。我が肉体を凍らせるには圧あつ倒とう的に魔力が足りぬ」


「そんな……！　これでも一番強い魔術なのに！」


「笑しよう止し。己おのれの力量の無さを恥はじよ」


　蛇たちの目が光る。そのうつろな赤に映るものは、恐おそれおののくひとりの少女とふたりの子供。


　赤い蛇は身をくねらせ、獲え物ものに嚙かみつこうとし──。


「がっ！」


　割り込んできた剣士の体へと牙を突き立てた。


「アルさん！」


「行かせねえよ！」


　大きく体をひねらせ、その反動で蛇たちを引きはがすアル。


　次いで、双剣が彼らを赤い染しみへと変える。


　さらに瞬しゆん時じに再生するそれらを、蘇よみがえる端はしから切り落としてゆく。


　見る間に、アルの体は朱あけに染そまっていった。


　みずからの血と、そして蛇たちの血で。


　歯を食いしばり、目を血走らせ、体の傷をいとわずに剣を振り続けるアルの姿は、鬼き神じんのようにも見える。


　だが──その剣も、鈍にぶる時がやってくる。


「ぐ……！」


　痛みに反応が遅れた隙に、蛇が数匹アルの剣をかいくぐってピアニィのもとへと向かう。


　アルは振り向こうとするが、他の蛇がそれを許さない。


「では──」


　中空に浮かぶグラシャラボラスが、獣けもののような笑みを浮かべる。


「まずは、子供の命から狩り取ろうか」


「……っ！」


　心臓が痛くなるような感覚。


　みずからの体など構わず、アルは強引に振り返った。


　蛇たちの牙が体の至る所に突き刺さるが、意地だけでこらえる。


　──だが。


　倍する数の蛇がアルへと巻き付いて離れない。


　たった十数歩の距離なのに、剣士の手は子供たちへと届かない。


　二体の赤い蛇は身をよじって、ピアニィとそして子供たちへと迫せまっていた。


　顎は子供の顔を呑み込めそうなほどに大きく、牙は腕や脚を引きちぎれるほどに鋭い。


　子供たちをかばわんと、ピアニィが両手を開いて立ちふさがる。


　だが蛇は素早く横へと回り込むと、その尾おでピアニィを打ち据すえた。


　王女の体は容易たやすく宙を飛び、地面に激げき突とつする。


　勢いでベルトポーチの中身がぶちまけられた。


「──！」


　瞬間、蛇が身をよじる。


　何かにおびえるように、いやがるように。


　頭を振って二匹の蛇は身をくねらせ、ふたりの子供を睨み付けた。


「ひ……」


　マルコとジルはお互たがいに手を握り、身を寄せておののいていた。


　蛇は鎌かま首くびをもたげ、飛びかかろうとし──。





「危ないっ！」


「……でやんす！」





　突とつ如じよ出現した光の壁と、どこからともなく飛来した矢によって、その動きを阻まれた。


「ナヴァールさんっ！　ベネットちゃん！」


　ピアニィが横を振り向いて叫ぶ。


　息せき切って駆けてきたナヴァールとベネットがそこにいた。


　ナヴァールは手に持った杖つえに魔力の輝きを残し、ベネットは矢を放った直後の体勢のまま、厳きびしい顔でこちらを見つめていた。


　ふたりとも、戦闘の跡あとが見受けられた。


　おそらくは街の中央からここまで来る間に、あの蛇のような魔族の欠片と戦っていたのだろう。


「なんとか、間に合いましたね。……しかし」


「最悪の状況でやんすね、これは」


　ふたりが苦々しげにつぶやく。


　グラシャラボラスは腕を組んだまま鼻を鳴らした。


「一興。よく理解しているようだな、人間ども」


　魔族は、眼下の人間たちを睥へい睨げいする。


「今まで汝らが戦っていたのは、我が僕しもべの──そのさらに欠片に過ぎぬ」


　魔族の背後で、城を呑み込めそうなほどに巨大な蛇が牙を剝むきだして威い嚇かくする。


「仲間が増えたからといって、汝らが我を傷つけられるわけではない。状況は依い然ぜんとして変わらぬ。……いや、むしろ悪くなったと言ってもよい」


　そして、グラシャラボラスは愉ゆ悦えつの色を濃こくしてアルに目を戻す。


「汝のような人間は、自分よりも仲間を傷つけられる方が絶望を感じるのだろう？」


「……まさか、てめぇ！」


「『関係ないものを殺すな』などとぬるいことは言うなよ、人間。我は〝虐ぎやく殺さつ者しや〟、命の狩り手ぞ。あらゆるものに分け隔へだて無く死を与えることこそ我が矜きよう恃じ」


　グラシャラボラスはただ嗤わらう。


　アルの絶望をあざ笑い、無力を侮ぶ蔑べつし、暗い愉悦をただ嗤う。


「どうした、剣士よ！　止めたければ抗あらがうがいい！　その届かぬ刃やいばでな！」


「ぐ……っ！」


「できぬのか！　ならば、仲間の死をその目でしかと見るがいい！」


　グラシャラボラスはそう言って右手を高々と掲げて振り下ろす。


　それに応じて巨大な蛇がゆるりと鎌首をもたげ、ナヴァールたちを見下ろした。


「これは、やばいでやんすよ！」


「わかっては、いますが……」


　獣人と竜人がそれぞれに構えを取る。


　しかし、そんなものが馬ば鹿か馬ば鹿かしくなるほどに質量の差は明白だった。


　蛇はすでに並なみの城じよう壁へきよりも大きく、頭部だけで砦とりでが入りそうなほどに巨大化していた。


　ベネットやナヴァールなど、それに比べれば砂一粒つぶにも満たない。


　やがて蛇はその顎をゆっくりと開き──。





「待ちなさい！」





　その時。


　ひとりの声がすべてのものの動きを止めた。


　声の主に全員の視線が集まる。


　毅き然ぜんと立ち上がり、魔族を睨むその人、ピアニィ・ルティナベール・レイウォールに。


　ピアニィは決意の表情で、グラシャラボラスを正面から見み据すえる。


「あたしに、提案があります」


　透すき通るような声で、王女は静かに言う。


　その声には、確かな意志が宿っていた。


「……姫、さん？」


　ちらりと、ピアニィはアルを見る。


　その翡翠のような瞳の奥には、覚かく悟ごが見て取れた。


　並々ならぬ、覚悟が。


「……っ！」


　王女は背を伸ばし、胸を張って魔族と相あい対たいする。


　その姿には、一切のおびえも気負いも無い。


「…………一興」


　魔族は右手を挙げる。


　と、巨大な蛇の動きがピタリと止まった。


「言ってみよ、娘むすめ。ただし──」


　魔族は息が止まりそうなほど濃のう密みつな殺気をピアニィにたたきつける。


「くだらぬことを言ったときには、その責は仲間が取るものと知れ」


　しかし。


「いいえ、あなたはこの提案に乗らざるを得ません」


　帝てい国こくの末姫はひるまない。


　凜りんとした態度のまま、静かに言葉を紡つむぐ。


「魔族グラシャラボラス。あなたに、この場でこれ以上の命を奪うばわないことを命じます」


「笑止。何をもってそれを口にするか」


「対価を払いましょう」


　そしてピアニィは自分の胸に手を当てて、はっきりと言った。





「このピアニィ・ルティナベール・レイウォールが。あなたの捕ほ虜りよになります」





「な……っ!?」


「殿でん下か、それは！」


「ま、まずいでやんすよ！」


　アルたち三人がそれぞれに反応する。


　だがピアニィは彼らには目もくれず、グラシャラボラスから目を離さない。


「どう、ですか？」


「愚劣。我がこの場を蹂じゆう躙りんし、汝を捕ほ獲かくしても結果は同じ。その話は対価にはならぬ」


　魔族はあっさりと首を横に振る。


「ではこう言い添そえましょう。──この話を呑のんでもらえなければ、あたしはここで自害します」


「なに……？」


　初めて、魔族の顔に思案の表情が浮かぶ。


　それを、ピアニィは見み逃のがさなかった。翡翠ひすいの瞳ひとみで赤い魔族を睨にらみ、言葉を紡つむぐ。


「あなたは、あたしを殺せないのではないですか？」


「…………」


　グラシャラボラスは答えない。


「ヒューバードお兄様は、あたしを無傷で連れ帰るように言っていました。あなたがヒュー兄様の使いなのであれば、同じように言いつかっているのではないですか？」


　王女の言葉に、魔族は眉まゆ根ねを寄せて黙だまるのみ。


　その沈ちん黙もくが、言外にピアニィの言葉を肯こう定ていしていた。


「やはり──そうなのですね」


　ピアニィはゆっくりとうなずき、そして凜とした声で魔族に言い放った。


「魔族グラシャラボラス、あたしを連れてここから去りなさい。……さもなくば、あなたが使命を果たすことはありません」


「……待てっ！　姫さん！」


　蛇に巻き付かれたまま、アルが叫ぶ。


「んなことをして、姫さんはどうなる！　魔族まで持ち出すようなヤツが、あんたを無事に済すませるわけねえだろっ！」


「そ、そうでやんす！　そんなの、死にに行くのも同然でやんすよ！」


「……殿下。どうか思いとどまってくださいますよう……」


　ベネットとナヴァールも、口々にピアニィを引き留とめる。


　それぞれに必死な形相で。それぞれに王女の身を案じて。


　三人を、嚙みしめるように眺めてから。


「……ごめんなさい、皆みなさん」


　ピアニィは、そう言って笑った。


　それは、あまりにも儚はかなく、そしてあまりにも脆もろい微笑ほほえみ。


　強く、死を覚悟したものの顔だった。


「──やめろ、姫さん！」


　アルが地面を叩く。


　拳こぶしからじわりと血が滴したたった。


「俺が……、俺があんたを安全な場所まで護まもるって、約束したじゃねえか！」


　アルの叫びに、ピアニィはちょっと困ったように笑って。


「でも──」


　ゆっくりと首を横に振る。


「あたしは、自分のせいで誰かが傷つけられるのがイヤなんです」


「……っ！」


　それは、あの温泉に入ったときに聞いた言葉。


　アルが不安を覚えた、ピアニィの──静かな覚悟。


　ピアニィはぺこりとひとつお辞じ儀ぎをして、魔族を見上げる。


　王女は顔から笑みを消し、すうと息を吸い込んだ。


「この取とり引ひき、受けますか。魔族グラシャラボラス」


　赤い魔族は中空から王女を睨んだまま、吐はき捨てるように言う。


「──不快」


「…………」


「だが、汝なんじの推量は当たっている」


　しぶしぶと、魔族はピアニィの言葉を認める。


「それでは魔族よ。あたしの取引に応じるのですね？」


「愚劣。汝のそれは取引とは言わぬ。それは脅おどしだ」


「あたしは答えを聞いています。……応じるのですね？」


「…………」


　張り詰つめた空気の中、王女と魔族が睨み合う。


　そして、魔族はすっと右手を掲げた。


　すると巨大な赤い蛇も、分かたれた小さな蛇も、すべてが崩くずれ赤い液体と化してゆく。


　やがて地面にしみこむように、魔族の分身は消えて無くなった。


　蛇たちに拘こう束そくされていた体が解放され、膝ひざをつくアル。


　ピアニィはその様子を見て息をつき、拳を開く。


「これでいいな？　娘」


　中空からピアニィの眼前に降り立ち、魔族がその手を王女へと向けた。


　ピアニィはわずかに緊張した面持ちで──、こくりとわずかにうなずく。


　途と端たん、魔族の手に赤い液体があふれた。


「……姫さん！」


　アルが傷ついた体で駆かけ寄ろうとするが、すでに遅い。


　グラシャラボラスの生み出した血の塊は一瞬でピアニィの体を覆おおい尽つくした。


　毒どく々どくしい真しん紅くの液体の中で、王女は眠ねむるように浮かんでいる。


　魔族が手を掲げると、ピアニィを覆った塊はすうと浮かび上がった。


「く、そ……っ！」


　アルは膝をつき、嚙かみ砕かんばかりの強さで奥歯を嚙みしめる。


　頭の奥に氷の刃が突き刺さるようだった。腹の中に炎ほのおがのたうつようだった。


　強く握りすぎた拳に爪つめが食い込み、血が流れても収まらない。


　今すぐにでも自分の胸を裂さいてやりたいほどの悔かい悟ごが、アルの心を支配する。


「──不快」


　と、グラシャラボラスがつぶやいた。


　魔族は冷たい目で浮かび上がった王女を見て、いらだたしげに嘆たん息そくする。


「これほど不快を味わった記憶はない。それほどに不ふ愉ゆ快かいだ」


　魔族の顔に表情は無い。ただその目だけが研とぎ澄すまされた殺意をもって、意識を失った王女を眺めている。


　グラシャラボラスは再び嘆息すると、その右手を挙げた。


　──と。





　大量の赤い液体が、突如地面からわき上がった。





「なんでやんすっ……！」


「これは！」


　間かん欠けつ泉せんのように噴ふき出した赤い液体は、まるで竜たつ巻まきのように周囲を駆かけ巡めぐり、ベネットを、ナヴァールを、そしてふたりの子供を呑み込んでゆく。


　そして、最後にピアニィを呑み込んだかと思うと、再び巨大な蛇へと変化していった。


「…………」


　呆ぼう然ぜんと、アルは膝をついたまま蛇を見上げていた。


　その場に残ったのは、ただアルひとりのみ。


　抵てい抗こうの暇いとまもなく、反応の隙すきもなく、仲間たちは蛇へと呑み込まれていった。


「…………おい……」


　震える声で、アルはつぶやいた。


　魔族は何の感かん慨がいも無いという顔で、アルの方を振り向きもしない。


「どういう、ことだ」


「…………」


「どういうことだっ！」


　アルの叫びに、込められた怒りの激しさに。


　蛇が反応して牙をむき出す。


　それを片手で制して、魔族はアルに冷たい目を投げかけた。


「……汝の仲間を喰くらった」


　こともなげにそう言う魔族に、剣士はゆらりと立ち上がり、その胸ぐらを摑つかんだ。


　頭をぶつけるほどに近くから真紅の目を睨み、怒りをたたきつける。


「てめぇ……！　取引に応じたんじゃなかったのかよ！」


「愚劣」


　鬼のような形相を浮かべるアルとは対照的に、一切の感情を浮かべぬまま魔族は答える。


「なぜ我が、人間の言葉に従わなければならぬ？」


「──っ！」


「我は魔族ぞ。術式によらぬ取引などせぬ。……だが」


　わずかに、グラシャラボラスの目がいらだちに歪ゆがむ。


「興がそがれた」


「……なんだと？」


「ふん」


　腕の一振りでアルを吹き飛ばすグラシャラボラス。


　地面にたたきつけられた剣士を見下し、魔族は言葉を吐き出す。


「我は絶望に彩いろどられた死を撒まくためにやってきたのだ。あのような形で差し出された命を狩り取っても、いかほども感じぬ。……先ほどまでの高こう揚ようも、充じゆう足そく感かんも、どこぞへと消えてしまったわ」


　グラシャラボラスは淡たん々たんと続ける。


　表情は変わらず、ただ言葉に落らく胆たんの色を込めて。


　大したことはないとばかりに、こう言ったのだ。





「だから汝の仲間を喰ったのだ。──いらだち紛まぎれにな」





　──カチリ、と。


　アルの頭の中で、何かが鳴った。


　怒りに震えていた体がピタリと止まる。


　まるで幽ゆう鬼きのように、アルは立ち上がった。


　うつむいたまま、顔は見えない。


　だが、魔族はアルの変化に気がつかずに話し続ける。


「このざわめきはひとりやふたりを喰ったところで収まらぬ。……不快な娘よ」


　──カチリ。


　再びアルの中で音が鳴る。


　魔族の口からピアニィをおとしめる言葉が出るたびに、何かが高まっていく。


「もはや興味もない。汝の剣を取り戻し、我は使命を果たして魔界へと帰き還かんしよう」


　グラシャラボラスはひとつ嘆息すると、その右手をアルへと向けた。


　背後に控えていた巨大な蛇が呼応し、鎌かま首くびをもたげる。


　だが、アルは動かない。


　カチリ、カチリと頭の中で響く音に合わせて、呼吸を繰り返すのみ。


　音がするたびに、煮にえ立つような何かがアルの中を満たしてゆく。


　ソレは血液のようにアルの全身へと回り、業ごう火かのような熱を発し続ける。


　そして。


　魔族が、アルに向けて最後の一言を放った。


「では喰い殺してやろう。……汝の仲間と同じように」


　──カチン！


　ひときわ高く音が響いた。


　撃げき鉄てつが落ちるように、アルの全身を巡っていた何かに火がともる。





　アルは──笑みを浮かべた。





　瞳は収縮し、頰ほおは引きつっている。


　砕けそうなほどに歯は嚙み合わされ、口の端はしからは血が滴したたっていた。


　息は荒あらく、視線は刺ささりそうなほどに鋭するどい。


　握りしめた拳は爪が食い込み、骨がきしむ。


「…………グ」


　だが痛みなど感じない。


　魂の奥おく底そこで、何かが爆ばく発はつを続けている。


　──憤ふん怒ぬ。


　まさに身を焼くほどの怒りを背負い、アルは口を開く。


「オ、オ、オオオオオオオオオオオオオオオオォォォォォッ！」


　みずからの内を吐き出すかのような咆ほう哮こう。


　それはあまりに単純で、あまりに強い意志。


　グラシャラボラスに対する殺意の塊だった。


「な、……に？」


　アルの叫びに、魔族は顔を歪ゆがめるのみ。


　だが──。


「シャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ！」


　殺意に触しよく発はつされたのか、紅あかい蛇が叫んだ。


　牙をむき出しにし、主の制止も聞かずにアルへとその顎を振り下ろす。
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　それは、赤い城が落ちてくるかのような光景。


　視界すべてが赤に染まり、肌が震えるほどの雄お叫たけびを前にして。


　アルは、その両手を背中へと回した。


　両の手が剣の柄つかを握る。


　剣士は迷うことなく、一気に双剣を──〝憤怒の神しん剣けん〟を抜き放った。





　赤い視界の中に、銀の閃せん光こうが走る。





　剣はその姿を一変させていた。


　ひびだらけだった刀身は銀に輝き、雷かみなりのような閃光が走っている。


　銀色の陽炎かげろうとでもいうべき力場が剣全体を覆い、地面をえぐっていた。


　剣はその身を震わせ、獲物を待ちきれないように鳴動している。


　迫せまり来る蛇を見上げ、アルは双剣を高々と掲げる。


　掲げた双剣から銀の光が延び、光の剣を形成する。


　それは、まさに天を衝つくほどの剣。


「……おぉ……」


　魔族の口から感かん嘆たんのため息が漏もれた。


「これぞ、まさしく──」


「オオオオオオオオオオオオオオオオォォォォォッ！」


　魔族の声を、アルの雄叫びがかき消す。


　頭上の脅きよう威いに向かって、眼前の敵に向かって、剣士は力の限り光の剣を振り下ろす。


　光は巨大な十じゆう字じを描えがき──。





　銀が、紅くれないを駆く逐ちくした。
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　闇やみの中を、アルは走っていた。


　道は険けわしく、光は乏とぼしい。


　踏ふみしめる地面は山とも海ともしれぬ、奇き妙みような感覚。


　行く手は見えず、ただ茫ぼう漠ばくとした闇が続くばかり。


　──それでも。


　得え体たいの知れない使命感に突つき動かされて、アルは走る。


　口の中が乾かわいて舌が張り付く。


　喉のどが呼吸を求めて熱を帯びる。


　それでも手足を無ぶ様ざまにばたつかせながら、剣けん士しは進む。


　見えない藪やぶをかき分けるように。


「…………？」


　細い道の行く手に何かが見えて、アルは足を止めた。


　薄うす紅べに色いろの髪かみ、真しん紅くの旅りよ装そう。たおやかなその体たい軀くは間ま違ちがえようもない。


「姫ひめさん？」


　声をかけると、ピアニィはちらりとこちらを肩かた越ごしにのぞき──。


　道の先へと消えてしまった。


「……」


　ざわり、と胸の奥おくで何かがさざめいた。


　強い焦しよう燥そう感かんがアルを襲おそう。


「……っと、待てよ姫さん！」


　再びアルは走り出す。


　ピアニィの後を追いかけるようにして。


　藪やぶをひとつかき分けるたびに、ピアニィは道の先に現れる。


　だが、彼女はアルを振ふり返ることはない。


　まるで宙を飛ぶように、ふわり、ふわりと道を進む。


　徐じよ々じよに、アルとの距きよ離りを離はなしながら──。


「待てって！　姫さん！」


　ざわめく胸を押おさえて、アルが叫さけぶ。


　叫ばないと、言いようのない不安に押しつぶされそうだった。


　だが、ピアニィの姿すがたは遠ざかる。


　まるで陽炎かげろうのように、闇の向こう側へと。


　アルはその手を伸のばし、かすれた声で懸けん命めいに叫んだ。


「行くな！　あんたは……、俺おれが安全な場所まで連れてくって、約束しただろ！」





「────やっぱ、それかよ」





　声は、アルのすぐ背後から発せられた。


　どこか呆あきれたような、ため息混じりの低い声。


　腹はらの奥おくに響ひびくような、それでいてどこか粗そ野やなしゃべり方。


　ほんの少し前まで、アルが毎日耳にしていた声だ。


「……テ、テオ……？」


　脚あしを止め、アルは師しの名前を口にする。


「おうよ」


　乱暴な答えにおそるおそる振り向くと、そこには忘れもしない師の姿。


　鍛きたえ抜かれた体軀、のばし放題の髪かみ、傲ごう岸がん不ふ遜そんな表情。


　アルの知ったとおりの、テオドールの姿がそこにあった。


「テオ、なんであんたが……？」


　喜びと驚おどろきが入り混じった声で、アルは問う。


　だが、テオドールはうざったそうに片手を振った。


「いいだろ別に。んなことより、今はお前だよ」


　師は手に持った剣けんで肩かたを叩たたく。


　じっと、猛もう禽きんのような目がアルの瞳ひとみを睨にらんだ。


「お前、俺との約束を気にしてんのか」


「……っ！」


　アルが息を呑のむ。


　心臓がひとつ飛び上がるように鼓こ動どうし、全身の血の気が抜けていく。


　アルは何も答えることができず、うつむいて黙だまってしまった。


　その様子にテオドールが、大きな大きなため息をつく。


「やっぱそうかよ。……ったく、厄やつ介かいなねじれ方しやがって……」


　剣けん聖せいはその無骨な手で頭を搔かいた。


「ありゃすぐに守れる約束じゃなかっただろうがよ。しかも、まだ破ったわけでもねえ」


　テオドールは不ふ機き嫌げんそうに舌打ちをする。


　だがアルは苦しそうな顔で首を横に振った。


「でも、……でも！　俺があの約束を守れてれば、あんたを死なせなくてすんだ！　あんたをあの時止められていれば！」


　まさに血を吐はくように。


　アルは言葉を絞しぼり出す。


　──自分よりも強くなれ、と。


　師し弟ていの契ちぎりをかわした時に、テオドールは言った。


　だが、それが果たされる前に師はアルの前からいなくなった。





　弟子である自分を斬り、軍に討ち取られて。





　テオドールを指して、〝堕おちた剣聖〟と世の人は言う。


　だが、アルだけは。


　斬きられた張本人の自分だけは。


　秘められた真実があると、みずからの師を信じている。


　──そして。


　あの時、師を止められなかった自分を責め続けているのだ。


「…………」


　テオドールはしばらく弟で子しの姿を見つめ、再び大きな大きなため息をついた。


「まあ、そのあたりについちゃ俺は何にも言えねえがよ。……それで？　お前は約束と名のついた誓ちかいはすべて律りち儀ぎに守るようになったわけか」


「……悪いかよ……」


「ああ、悪いな」


「なっ!?」


　あっさりとアルの言い分を斬り捨てて、テオドールはアルに指を突つきつけた。


「お前、他人との約束を言い訳にしてねえか？」


「……えっ!?」


「『約束さえ守れてればなんでもいい』と、どこかで思ってねえか？」


「……そんな、ことは……」


　反論の言葉は弱々しく、途と中ちゆうですぼんで消えていった。


　テオドールは、フン、と鼻を鳴らすと肩をすくめる。


「そんなこっちゃ、そのうち何もできなくなるぜ。──お前も、あの嬢じようちゃんもな」


「──っ！」


　テオドールが指さした先、アルの走っていた道の先には、ピアニィが立っていた。


　遥はるか遠くから、どこかうつろな目でこちらを眺ながめている。


　アルが振り返るよりも早く、テオドールはこう言った。


「まあ俺が言えるのはそんぐらいだ。……俺の弟子なら、後は自分で決めろ」


　教えを受けていたころに何度も聞いたフレーズを繰くり返し、テオドールの気配が遠くなる。焦あせってアルは振り向こうとするものの、なぜか体が硬こう直ちよくして後ろを向けない。


「ま、待て！　テオ！　あんたには聞きたいことが山ほどあるんだ！」


　アルの言葉に、テオドールはわずかに足を止める。


　だが、ひとつ首を振るとどこへともなく歩き出した。


「待てよ！　……待ってくれ！　テオ！」


「……じゃあな、アル。お前は長生きしろよ」


　その声と共に、周囲の闇やみが白い光に染そまってゆく。


　光は世界ごとアルを押しつぶし──。
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　そしてアルは目を覚ます。


　シュンシュンと、湯を沸わかす音が聞こえた。


　頭の上には何か冷たいものが載っている。


　体はふわふわとしていて、どこか落ち着かない感じだった。


「……ん」


　違い和わ感かんを覚えて、アルは体を起こす。


　視し界かいに映ったのは、見覚えのない木造の部屋。


　壁かべや床ゆかの色合いからして、それなりに古い建物だろう。だが丁てい寧ねいに埃ほこりを取り除いてあり、古いながらも清せい潔けつ感を保っている。


　体はこれまた簡かん素そなベッドに寝ねかされていた。胸元に落ちた濡ぬれ手ぬぐいは今までアルの額ひたいに載っていたものだろうか。


　どうやら、誰だれかに看かん病びようをされていたらしい。


「俺、は？」


　自然と体を起こそうとして。


　──くらり、と視界が暗転する。


「う……？」


　体の力が根こそぎ奪われるかのような虚きよ脱だつ感がアルを襲う。


　再びベッドへ横になりかけるのを、頭を振ってごまかす。


　ふと、気配を感じてアルは横を向いた。


「え……？」


　アルは目を瞬まばたかせる。


　今まで自分が寝ていたベッドの隣となりには、もうひとつのベッドが置いてあった。


　そしてそこにはひとりの少女が──ピアニィが寝かされていたのだ。


　薄紅色の髪はほどかれ、絹きぬのような肌はだは紅こう潮ちようしている。


　息は荒あらく、苦しそうに眉まゆ根ねは寄せられていた。


　そしていつもの赤い旅装ではなく、寝ね間ま着きに着き替がえさせられたその胸元には。


　──死しに神がみの鎌かまのような、不ぶ気き味みな紋もん章しようがひとつ刻きざまれていた。


「姫さん？　なんで……？」


「ああっ！」


　アルの疑問は、甲かん高だかい叫び声によって中断された。


　ふとそちらを見ると、開け放たれた扉とびらの向こうでマルコとジルが目を丸くしている。


「マルコ？　ジル？　お前ら……」


　言葉を続ける前に、ふたりの子供はアルへと飛び込んできた。


「兄にいちゃん！　兄ちゃん兄ちゃん！　心配したんだぞ！」


「ううっ……！　生きてた……、よかった……！」


　ふたりはアルにしがみついて泣きじゃくる。


　アルは戸と惑まどっていたものの、やがて身を震ふるわせる子供たちの背中を優やさしく叩たたき、そして言った。


「心配かけたみたいだな」


「うん……、すっげえ心配したよ……」


　鼻声でマルコがうなずく。


　アルはほっと息をつく。


　何があったかはわからないが、少なくともこのふたりが無ぶ事じであるだけで安心だ。


「あっ！　アルが起きてるでやんす！」


　と、再び入り口から聞き慣れた語ご尾びをくっつけた声がかけられる。


「ベネット。……旦那だんなもか」


「ええ、私もです」


　褐かつ色しよくの獣人と、瞑めい目もくの竜人はそろって部屋の入り口に立っていた。


　ベネットの顔には驚きが、ナヴァールはいつもの微び笑しようを浮かべて。


　ふたりとも、傷きずひとつ見あたらない。


　アルは子供たちを離はなして、ベネットたちに問うた。


「今起きたばっかりなんだが、状じよう況きようがつかめねえんだ。……あれからどうなった？　ここはどこだ？　そして──姫さんは、一体？」


「ええ、順番に説明します。……マルコ、ジル。アルどのに水を」


「うん、わかった！」


　元気よく返事をして、マルコたちは去っていく。


　それを確かく認にんしてから、ナヴァールとベネットは部屋に備そなえ付けられている椅い子すに腰こしを下ろした。


「さて……」


　竜人の顔から笑みが消える。


「あの魔族との戦いの最後は覚えていますか？」


「…………なんとなく、だが」


　アルはうなずいて、ちらりと寝かされているベッドの横に立てかけられている二組の双そう剣けんに横目を走らせる。


　あの時。


　一度も使えなかった師の双剣を抜き、魔族に振り下ろした。


　剣からすさまじい光が放たれ、魔族の分身である赤い蛇へびを消しよう滅めつさせた──。


　そこまではかろうじて覚えている。


「我われ々われが気がついたのはその直後です。銀の光が赤の蛇を消滅させ、私たちは地面に放り出されました。その時すでに魔族の姿は無く、その場にいたのは我々のみ。……幸い、誰だれも怪け我がはしていませんでした」


　ナヴァールも、ベネットも、マルコもジルも、そしてピアニィも傷らしい傷は無かったという。


　だが──その中で、アルと、そしてピアニィだけが目を覚まさなかった。


「我々はマルコたちに頼たのみ、アルどのと、そしてピアニィ殿でん下かを看病していたのです。……だからここはニアリームの宿です。我々が使っていた部屋とは別ですから、わからなかったのでしょう」


「そっか、なるほどな」


　アルはつぶやいて、窓の外に目をこらす。


　少し角度を変えれば、マルコたちに剣を教えていた裏庭が見えた。


「ちなみに、今日はあれから二日たったところでやんす」


　背もたれにあごを乗っけて、ベネットがそう付け加える。


「そして、問題は」


　竜人の声に硬かたいものが混じった。


「ピアニィ殿下です」


「姫さん、どうしたんだ？　それにこの紋章は……？」


「殿下は……、この二日ほとんど目を覚ましていません。わずかに二度、目をお開けになりましたが話をすることすらできない状況。どうやら常に痛みがひどく、意い識しきを保てないようなのです」


「なんでだ！　なんでそんなことに！」


　ナヴァールは力なく首を振った。


「詳しよう細さいは──我々にもわかりません」


「……っ！」


「──ただし、でやんす」


　と、ベネットが口を挟はさむ。


「原因と犯はん人にんはわかるでやんすよ」


　そう言って、獣人はピッと王女の胸に刻きざまれた紋章を指さす。


「その紋章から、あの魔族のにおいがするでやんす」


　顔をしかめて、吐はき捨てるように。


　ピアニィの白い肌はだに浮かび上がる、どこか毒々しい赤の紋章。


　それは確かに、魔族グラシャラボラスの作り出す血と同じ色をしていた。


　王女を見ながら、アルはつぶやく。


「間違い、ねえのか？」


「どす黒く染そまった血のような、こんなにおいは他に無いでやんす」


「我々はあの魔族に取り込まれ──、すんでのところでアルどのに助けられました。……しかし」


　ナヴァールがアゴに手をやり、静かに続ける。


「殿下はそれよりも前に、グラシャラボラスに取り込まれています。その際に何かされた可能性はあるでしょう。ともあれ、今言えることは──」


「アイツが生きている、ってことか……」


　竜人の言葉を受けて、アルは続けた。


　ナヴァールとベネットも、重おも々おもしくうなずく。


「神剣の一いち撃げきで、蛇は消滅し、魔族も消えました。……ですが、逃にげ延のびたのでしょう。そうでなければ殿下のこの状況は説明できません」


　虚こ空くうから、グラシャラボラスの嘲ちよう笑しようが聞こえてくるようだった。


　命を弄もてあそび、それを当然とする魔族の笑いが。


　こみ上げてくる怒いかりと共に、アルは自分にかけられたシーツをはぎ取った。


「……俺は何をすりゃいい？」


「アルどのは、まず体を元に戻すことを考えていただきたい」


「そんなのでいいのか？」


「今はそれしかできることがないんでやんすよ」


「ベネットの言うとおりです。……魔族の場所もわからないのですから」


「そ、っか……」


「情報は私とベネットで集めます。アルどのは戦せん闘とうに向けて万ばん全ぜんの体制を」


「──わかった」


　ベネットとナヴァールはひとつうなずくと、めいめいに外へと出て行った。


　アルはひとり、苦しげにあえぐピアニィを見つめて拳を作る。


「……姫さん、約束は、守るぞ」


　そのつぶやきに答えるものはいなかった。
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　砂利じやりを踏ふみしめながら、ナヴァールはニアリームの街まちを歩く。


　街は変わり果てた姿になっていた。


　どこを見下ろしても瓦が礫れきばかり。しかもその大半が血にまみれている。


　被ひ害がいは中央に行けば行くほどに大きく、あの魔族が出現した中央通りにはまるで星でも墜おちてきたかのような、巨きよ大だいな窪くぼ地ちができあがっていた。


　聞こえてくるのは、撤てつ去きよ作業の音と人々の泣き声。


　怨えん嗟さの声は反はん響きようし、まるで戦場に立たされているような気分になる。


「戦場、であったのだから仕方がないか」


　竜人は傷つけられた街の光景を見て、心の声を口にする。


　どれだけの被害が出たかはわからない。


　魔族に呑み込まれたもので生き残ったものはナヴァールたち五人のみ。


　他のものはすべて消化され、遺い体たいも残さずにいなくなったと言う。


「──痛ましい話だ」


　そして決して許せぬ話でもある。


　今度こそ、あの魔族を滅ほろぼすための方ほう策さくを見つけねばならぬ。


　少しの手がかりも見み逃のがすまいと、ナヴァールは街を歩く。


　出くわすのは、身近な人を亡なくした悲ひ嘆たんの声と、家財を無くした絶望の声ばかり。


　あるものは天を仰あおぎ、あるものは地を叩たたいて、理り不ふ尽じんな暴力にさらされたことを嘆なげく。


　そして太陽が中空にかかるころ、竜人は主要な被ひ害がい地ちを巡めぐって、宿へと引き返していた。


「…………ふむ」


　予想の通り、魔族の被害は大きかった。


　建造物は中央から南西にかけて、ほぼ三分の一が壊かい滅めつ。


　人間がどれぐらい死んだのかは想像もつかない。


　街として復帰するためには、数年の時を必要とするほどの被害だ。


　──だが。


「奇き妙みようだな」


　頭の中で被害地の様子を思い浮かべながら、ナヴァールはひとりつぶやく。


　魔族が進行した道みち筋すじの中に、いくつか不自然に被害を免まぬがれている箇か所しよがあるのだ。


　そして、その大半が倉庫であるという事実。


「…………」


　いくつもの推論を組み立てつつ、ナヴァールは宿の裏手へと向かう。


　アルとピアニィが魔族と戦っていた、その場所へ。


　あの時、あの瞬しゆん間かん。


　たった一度だけ赤い蛇が奇妙な行動を取った、その理由を確かめに。


「──ここ、か」


　蛇の場所に立って、ナヴァールはしゃがみ込む。


　地面に右手を当て、ゆっくりとそれを移動させてゆく。


　全神経を手のひらに集中させながら。


　……気の遠くなるようなその作業を、どれぐらい繰くり返しただろうか。


　太陽は地平線にその体をかけ、紅くれないの光を放っている。


　そこまで来て、ようやく竜人の手がピタリと止まった。


　右手を地面から離し、その場所を指ですくう。


　指の上には、陽光の中に煌きらめく小さな粒つぶがわずかに付着していた。


「……なるほど」


　竜人の顔に会心の笑みが浮かんだ。


　手をはたいて立ち上がり、血のように赤い夕ゆう陽ひを見つめる。


「次の勝機は──逃のがさずにすみそうだ」
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　ナヴァールが街を巡っているその時。


　アルは宿の裏手に来ていた。


　足取りは重く、顔色も悪い。額ひたいには脂あぶら汗あせも浮かんでいた。


　だが、アルは体を引きずるようにしてその場所までやってくる。


　自分が〝憤ふん怒ぬの神しん剣けん〟を使った場所まで。


「…………」


　同じ場所に立って、あの時魔族がいた方向へと目を向ける。


　そこから見えるのは、破は壊かいの跡あと。


　まるで巨大な獣けものが爪つめを立てたように、街の中心部へ向かって跡は続いている。


　さらに、そこから延びる破壊の跡だけは他と質が違っていた。


　他がすべて押しつぶされた破壊なのに比くらべ、ここから見えるものだけが焼け焦こげている。


　明らかに魔族とは違う破壊跡。


　それはつまり──。


「く……！」


　突とつ如じよとして視し界かいが闇に染まった。


　平へい衡こう感覚を失い、倒たおれそうになるところを膝を落として何とかこらえる。


　臓ぞう腑ふがねじれ、猛もう烈れつな吐はき気がこみ上げてくる。


　体中の血液が逆流するような、強きよう烈れつな違い和わ感かん。


「…………」


　地面に手をついて、アルはただひたすらに息を整ととのえる。


　違和感は徐々に収まり、視界もゆっくりとだが元に戻ってきた。


「これは……、全部コイツのせいか？」


　立ち上がって、アルは背負っている双剣を──〝憤怒の神剣〟を抜く。


　神剣にはまだぼんやりと銀の光が宿っており、その刀身を輝かがやかせていた。


　魔族にこの剣を振るった時。


　アルの怒りを媒ばい体たいにして、この神剣は天を焦がすような力を発はつ揮きした。


　剣は巨大な蛇を消滅させ──、そして余よ剰じようの光だけで街を破壊したのだ。


　アルにはその手て応ごたえがどことなく残っていた。


　だからこそ反動が今、アルの体を苛さいなんでいるのだろう。


「…………それでも、倒せなかったのかよ」


　剣を見つめて、アルはつぶやく。


　神剣を発動できたのは偶ぐう然ぜんに近い。


　今ならば力が多少残っているため、能力を発揮できるだろうが、前ほどの出力はないだろう。それに、もしあれ以上の力を出したとしても──。


「周りのヤツは、どうなっちまうんだ……？」


　不安を言葉にして、アルは嚙かみしめる。


　街に傷きず跡あとをつけるほどの力を、さらに強めるとしたら。


　その被害は想像もできない。


「…………」


　──コツ、コツ、コツと。


　悩なやむアルを引き戻もどしたのは、ひとつの足音だった。


　足音の主は紫むらさきの髪を揺ゆらしながら、どこか寝ねぼけたような目で剣士を見つめ、その口元に蠱こ惑わく的な笑みを浮かべて、一直線にアルの方へと向かってくる。


　ファラフナーズ。


　アルがレイウォール王宮にまで忍しのび込む原因となった女が、そこにいた。


「……っ！」


「お久ひさしぶりデス」


　妖よう女じよは剣士の前まで来ると、優ゆう雅がに一礼をする。


　対するアルはとっさに神剣を構えた。


「ファラ、フナーズ……！」


「そんなに構える必要はないデスよ。今日は戦いに来たわけではないデスから」


「……そんな言葉が信用できるかよ」


「まあ、そう言うとは思ってマシタが」


　ファラフナーズは苦にが笑わらいを浮かべて肩をすくめる。


　あくまで軽そうに喋しやべる妖女。だが、それに対しアルは構えを維持し、まったく隙すきを見せない。


　目の前でぼんやりとしているように見えるこの女が、自分より遥はるかに上の実力を持っていることをアルは知っているからだ。


「とりあえず、伝えることを伝えマス。わざわざそのためにやってきたのデスから」


「……伝言？」


「〝虐ぎやく殺さつ者しや〟──グラシャラボラスから、デスよ」


　妖女は赤い唇くちびるで、その名前を口にする。


「てめぇ……！」


　じわり、とアルの剣から殺気が漏もれ出した。


「やっぱり、今回のこともてめぇが絡からんでやがったのか……！」


「ええ、その通りデス」


　アルの殺気を完全に受け流し、妖女は笑う。


「あの魔族を呼び出したのがワタシデス。……ただ」


　ふと、そこでファラフナーズは顔を曇くもらせた。


「ちょっと、ミスしたかもしれないデス」


「……なんだと？」


「彼の使命は『ピアニィ姫を生きたまま捕とらえること』なんデスが、それよりも優先順位が上の事じ項こうがあるらしいのデス」


　はあ、とため息をついて妖女はすっと目をアルの持つ剣に移す。


「あなたの剣を狙ねらっているようデシて」


「…………」


「姫を捕ほ獲かくすれば、グラシャラボラスの使命はそれで終わり。彼は魔界へ送そう還かんされることになりマス。ですから、彼は彼なりに焦あせっているのデスよ」


「この剣を、手に入れるために、か？」


「そんなところデス。……まったく、困ったものデス」


　やれやれ、と付け加えてファラフナーズは首を振る。


「さっさと使命を果たしてもらえればいいのに、余計なことに首を突っ込むのデスから。……あなたもそう思いマセンか？」


「……何を考えてようと、次は倒すさ」


「強つよ気き、デスね？」


　すう、とファラフナーズは目を細める。


　アルはほんのわずかに腰こしを落とし、神剣を握りなおす。


　本格的に戦せん闘とう状じよう態たいへと移行する体勢だ。


　だが、ファラフナーズは軽く唇をしめらせて言った。


「そうデスね。……あなたはワタシが思っていたよりも強く、今は〝憤怒の神剣〟も使えるようデス。もしかしたらグラシャラボラスを倒せるかもしれマセンね」


　ファラフナーズの様子は変わらない。


　感情の読めない微笑ほほえみを浮かべて、魔族の敗はい北ぼくを予言する。


「……お前は、ヤツが負けてもいいってのか？」


「それは困りマス。……デスが、ワタシは直接手を出すことを禁じられている身。後は彼に任まかせるしかないのデスよ」


「──なに？」


「ともあれ、本題なのデスが」


　アルがファラフナーズの言葉を追及する前に、妖女はするりと話題を変える。


「時間は今夜。場所はこの街の南、レイウォールとの国境でもある丘おかの上。……そこで待つと、グラシャラボラスから言こと付づかってマス」


「……っ！」


　アルの構えた剣がわずかに揺れた。


　耳に残った魔族の嘲ちよう笑しようが聞こえる。


　ファラフナーズは口元をつり上げて笑うと、再び一礼した。


「伝言はそれだけデス。後はアナタ次第。……それでは、失礼しマス」


「──待て」


「何かありマスか？」


「帰らせると思ってんのか？　お前から師し匠しようのことを聞き出すって用件が残ってんだよ」


　アルの剣に殺気がみなぎる。


　それに呼応するように、神剣から流れ出る光が増ました。


　しかし、ファラフナーズは困ったとばかりに肩をすくめるのみ。


　武ぶ器きを取り出すこともなければ、殺気に反応することもない。


「今のワタシはただの伝言役デス。それでもやると？」


「んなことはどうでもいい。お前がここにいるってことが重要なんだよ」


「ふむ……、しかしよいのデスか？」


「何がだ」


「その剣デスよ。こんなところで使ってよいのデスか？」


　ファラフナーズの口が、すう、とつり上がる。


　その目が獲え物ものをねぶる獣けもののように、妖あやしい輝きを帯びた。


「無関係な人たちが、どれほど巻き込まれるかわかりマセンよ？」


「……っ！」


　アルの全身が硬こう直ちよくする。


　その隙をぬって、ファラフナーズの冷たい手がアルの頰ほおをなでた。


「もう、これだけの被害をその剣は出しているじゃないデスか。それとも、一度やってしまえば後は同じデスか？」


「……う、るせぇ！」


　肘ひじでファラフナーズの腕を払う。


　妖女の隙だらけの体が目に入る。


　だが──。


「……！」


　斬りかかれない。


　ファラフナーズの背後には、二日前にアルが神剣で傷つけた破壊の跡が残っていた。


　同じ破壊を、撒まくわけにはいかない。


「フフフ、強すぎる力というものは困ったものデスね」


　悠ゆう々ゆうと、ファラフナーズはアルから距離を取った。


「その様子では、グラシャラボラスと戦う時も危あぶないデスね。……気をつけないと、お仲間も一いつ緒しよに斬きってしまいマスよ？」


「く……っ！」


　歯がみするアルを、妖女は満足げに眺めてから再度一礼をした。


「では、改めて。……ごきげんヨウ」


　紫の妖女がそう言うと、アルとファラフナーズの間に風が巻まき起こる。


　緩ゆるやかな風は急速に強くなり、砂さ塵じんを巻き上げてアルの視界をふさいだ。


　その後ろから、ファラフナーズの気配が消え去る。


「こいつ……っ！」


　風が吹き去った時、妖女の姿は無かった。


　アルは苦い顔のまま、神剣を鞘さやへと戻す。


　目の前には、変わらぬ破壊の跡が広がっていた──。





　　　　＊　　＊　　＊




　必要以上に音を立てないよう、慎しん重ちように扉とびらを開ける。


　古い木造の扉は、それでもイヤなきしみ音をあげてゆっくりと内側へと動いた。


　板張りの床ゆかを踏ふみ、アルはベッドの横に立つ。


「…………」


　ピアニィは息を荒あらげ、苦痛に顔を歪ゆがめて寝ていた。


　手は胸のあたりに添そえられ、紋章が刻きざまれた場所を握にぎりしめている。


　大おお鎌がまを模もした紋章は不ぶ気き味みに脈動を繰くり返していた。


　そのたびに王女の華きや奢しやな体が震ふるえる。


「……姫さん」


　痛ましい様子のピアニィに、アルはぼそりとつぶやく。


　と──。


　うっすらと、王女の目が開いた。


　翡翠ひすいの瞳ひとみが、アルを見る。


「アル、さん……？」


　小さな口から、かすかに声が漏もれた。


　そしてピアニィはよろよろと体を持ち上げ始める。


「姫さん！　おい、無理すんな！　まだ動ける状態じゃねえだろ！」


　アルは王女の体を支えて、もう一度寝床へ戻す。


　ピアニィはわずかに微笑ほほえんで、かすれた声を絞しぼり出した。


「そう、ですね。……ちょっとまだ疲つかれちゃうみたいです」


「あんまり無む茶ちやすんなよ。ただでさえ、あんたは無茶ばかりなんだからよ」


「そんな、こと……ないですよ」


　繰り返す痛みに耐たえながらも、ピアニィは笑顔を崩くずさない。


　見ているアルの方が辛くなるような光景だった。


「今はゆっくり休め。姫さんは俺が安全な場所まで届とどけるから。……じゃあな」


　それだけを言って、アルはピアニィに背を向けて扉に手をかける。


　ここにいては王女に負ふ担たんをかけることになる、そう判断したからだ。


　だが──。


　マントの裾すそが、ほんの軽くだけ引っ張られる。


　振り向けば、ピアニィが布ふ団とんに潜もぐり込こんだままでその小さな手でマントを摑つかんでいた。


「あ、あの……」


　顔を紅潮させ、王女は声を絞しぼりだす。


「お話、してもいいですか？　きっと、またすぐに寝ちゃうから、今の内に……」


　その顔には強い不安があった。


　翡翠の瞳は揺ゆれながらも、アルを正面から見み据すえる。


　少し迷まよった後に、アルはもう一度身を翻ひるがえした。


　椅い子すをベッドの横に持ってきて、そこに腰こし掛かける。


「あんまり長くならない程度にな」


　そう言って、すこし王女から視線をそらした。


　ピアニィも憔しよう悴すいした顔に笑顔を浮かべ、礼を言う。


「はい、ありがとうございます」


「……しかし、話って言ってもな」


　アルは所在なげに頭を搔かいた。


「特にするような話はねえんだが……」


「あの……、ずっと気になってたことがあるんですが、答えてもらえますか？」


　布団の中で指を合わせて、ピアニィがアルを見る。


「気になってたこと？　まあ、答えられることなら答えるけど」


「えっと、それじゃあですね……」


　ピアニィはわずかにためらってから、問うた。





「アルさんは──なんでそんなに約束を守ろうとするんですか？」





「え……？」


　意外な質問に、アルの目が丸くなる。


　なぜか、脳裏にテオドールの姿がよぎった。


「まあ、そう教えられてきたからだけど──」


「でも」


　ごまかすような一言を、ピアニィは逃さない。


「でも、こんなに一生懸けん命めいになる人をあたしは知りません」


「そう、か？」


「そうです」


　ピアニィは、病床の王女はまっすぐにアルを見つめていた。


　真しん摯しな意志のみが、彼女の瞳を彩いろどっている。


「そうだな。いくつか理由があるんだが大きい理由はふたつある」


「はい」


「ひとつは──、恥はずかしい話だが俺には他人をどう信じていいかわからなくなった時期があってな。その時に、〝約束を守る〟と決めて立ち直ったからだ」


「……アルさんが、ですか？」


「ああ。細かいことはいくらなんでも言わねえぞ。恥ずかしいからな」


「は、はい。あたしも、それでいいです」


　こくこくと、ピアニィは布団の中で首を振った。


「もうひとつはお定さだまりだが……、守れなかった約束ってのがあってな」


　アルは天を仰あおぐ。


　そこには青い空も白い雲もなく、ただ木組みの天てん井じようでふさがっているだけ。


　しん、とした空気の中にどこからか湯を沸わかす音だけが響いていた。


「──俺はそれで、師匠を失った」


　小さくつぶやいたはずのその声は、予想よりも大きく、そして硬かたかった。


「その後こう悔かいから、約束を必ず守るようにしてる。……あんなことはもうごめんだからな」


「そう、だったんですか……」


「ま、そういうことだ」


　アルは肩をすくめつつ、努めて明るい声を出す。


　どこかぎこちなくなってしまったが、それは気にしない。


「これで満足したか、姫さん」


「はい……」


「まあ、安心しろよ。姫さんとの約束だって、破るつもりはねえから」


　軽く言って、アルはその場を立ち去る。


　そのつもりだった。


　だが──。


「いいえ」


　ピアニィは真剣な顔で否ひ定ていの言葉を述べる。





「アルさん。……あたしとの約束、無かったことにしてください」





　その言葉を。


　アルは即そく座ざに理解できなかった。


　ただ呆ぼう然ぜんと視線の先にいるピアニィを見つめるのみ。


「え……？」


　ようやく出た言葉は、ただそれだけ。


　ピアニィは力なく首を振る。


「すいません、こんなことを突とつ然ぜん言ってしまって。でも……、このままだとアルさんがどうなるかわからないから」


「どうなるか、って……」


「──やっぱり、あたしは自分のせいで人が傷つくのがイヤなんです。勝手な話だってことはわかっているんですけど、それでも、どうしても、耐たえられないんです」


「…………」


「アルさんは、あたしとの約束を守るために本当に力を尽くしてくれました。でも、アルさんはまず先に自分が戦ってしまう人です。……ひとりで戦ってしまう、人です」


　ぽつり、ぽつり、とピアニィは語った。


「だから、戦わせるのが怖こわいんです。ネビスでも、ここでも、アルさんが一番先に傷ついていきます。これ以上やると、……死んでしまうかも、しれません」


　憂うれいを帯びた王女の言葉が、アルの中へと染しみ通る。


　死んで欲しくない。


　傷ついて欲しくない。


　だから──。


「だから、約束を破は棄きさせて欲しいんです」


　そう言って、ピアニィはアルを見つめる。


　ただ、ただまっすぐに。


「……あたしから言い出せば、アルさんが約束を破ったことにはなりませんし、もうあの魔族に狙ねらわれることも無いと思います」


　ピアニィの、どこか冷たい声が部屋に響いた。


　アルは首を振って、せめてもと反論する。


「でもそれで……、姫さんはどうするんだ……？」


「あたしは──大だい丈じよう夫ぶですよ」


　何の根こん拠きよもなく。


　絶えない苦痛と闘たたかいながら。


　それでも、アルを案じて。


　──王女は微笑ほほえんだ。


「……っ！」


　胸が、張り裂さけるような微笑みだった。


　アルは言葉を呑み込む。


　何も返すことはできなかった。


　ピアニィの静かな覚悟を目の当たりにして。


　口を動かし、出てきたのはただこれだけ。


「……わかった」


　こうして。


　剣士と王女の約やく定じようは、儚はかなくも消えて無くなった。





　　　　＊　　＊　　＊




　自分のバックパックを背せ負おい、宿の扉を開けると夕ゆう陽ひが見えた。


　禍まが々まがしくも毒どく々どくしい、まるで流れ出る血の色をした夕陽が。


　入り口からは赤い光に染そまった石いし畳だたみが、傷つけられた街へと続いている。


　数日ぶりに背負う軽い荷物も、赤い光に浮かび上がった影かげ絵えのような街の惨さん状じようも、意識的に無視してアルは石畳を歩き始めた。


　吹き付ける冷たい風が埃ほこりを舞まい上げ、アルの目をふさぐ。


　──と。





『──約束、無かったことにしてください』





　ピアニィの言葉と。





『──そんなこっちゃ、そのうち何もできなくなるぜ』





　テオドールの言葉が、脳裏をよぎる。


「ちっ……」


　アルの顔が、未練に歪ゆがんだ。


　爪つめを立てるほどに拳こぶしを握にぎり、歯を嚙かんでわき上がる無念を抑えつける。


「わかっちゃいる。……わかっちゃいるさ」


　自分自身に言い聞かせるために、アルは声を絞り出す。


「早くここを去った方がいいってことはよ」


　生き残ることだけを考えれば、ここでピアニィのもとを離れた方がよい。


　ファラフナーズも言っていたとおり、魔族は王女を捕とらえることを使命としている。


　ピアニィを捕らえれば、魔族は自分のすみかである魔界へと帰るだろう。


　アルは狙われることなく、みずからの目的を果たすために旅を続けられる。


　単純で簡かん単たんな論理だ。


　だが、今までは約束があった。


〝ピアニィを安全な場所まで送り届ける〟という約束を果たすために、アルはここに留とどまっていた。


　しかし──。


「姫さんは自分で決めた。……なら、仕方ねえだろうが」


　しかし、約束は消え去った。


　ピアニィの意志で。彼女の決断で。


「俺には……、もう理由がねえよ」


　アルが戦う理由は、消滅したのだ。


　振ふり切るように、アルは宿へと背を向ける。


　何も視界に入れたくなくて、うつむきぎみに街へと歩き出した。


　──と。


「ありゃ、アルでやんす」


「……どうしたのですか？　そのような荷物で」


　進行方向からやってきたのは、ナヴァールとベネットのふたり。


　ふたりともなにやらずいぶんと大きな袋ふくろを抱かかえていた。


　買い物の帰り、といった風ふ情ぜいだ。


「これから遠とお出ででもするでやんすか？　旅にでも出るような装そう備びでやんすな」


　ベネットは軽い口調でアルへと笑顔を向ける。


　だが、アルはいたって真ま面じ目めな顔でこう返した。


「ああ、この街から離れる。……護ご衛えいは姫さんにクビになった」


　獣人と竜人が、驚きに身を固くする。


「ちょ、ちょっと待つでやんす！」


「それは……、本当なのですか？」


「ついさっき、意識を取り戻してな。そういう話をされたよ」


「詳くわしいことを、聞かせてもらえませんか？」


「……わかった」


　うなずいて、アルは先ほどの要点をまとめて伝えた。


　ピアニィが約束を破は棄きしたこと、アルを殺したくなくてそうしたことなどを。


　努めて淡たん々たんと、感情を込めずに、アルはふたりに説明する。


　ナヴァールとベネットは、難むずかしい顔で剣士の話を聞いていた。


「こんなところだ。……もう、俺が姫さんのところにいる理由はねえだろ」


「うーむ、確かにそうでやんすが……」


「…………」


　ベネットはうなり、ナヴァールは沈ちん黙もくを保つ。


　しばし悩なやんだ後、まずベネットが口を開いた。


「ホントに、アルはそれでいいでやんすか？」


　これ以上無いほどに首をひねり、ベネットは問う。


「護衛じゃなくなったから去る。それでいいんでやんすか？」


「……俺が留まってちゃ、姫さんが約束を破棄した意味が無くなるだろ」


　ベネットから視線をはずし、アルはぶっきらぼうに答えた。


「俺を殺さないため、姫さんは決断したんだ。当の俺が、それを破っちゃ意味がねえ」


「…………」


　じろじろと、無ぶ遠えん慮りよにベネットはアルをうかがう。鼻にしわをよせたまま、怪け訝げんそうに。


「……なんだよ」


「本当に、そんなのでいいんでやんすか？　アルにもわかるでやんすよね？」


　そしてベネットは──。


　アルが考えないようにしていた事実を口にした。





「これは、ピアニィ様を犠ぎ牲せいにして助かろうって選せん択たくでやんすよ」





「……っ！」


「それでいいってんなら、もう止めはしないでやんす」


　うんうんとうなずいて、ベネットはこう締しめくくった。


「アルの言うことは正しいでやんすからな」


　否ひ定ていしているわけでも、非難しているわけでもない。


　ベネットは本当に確認しているだけなのだと、アルも理解はしていた。


　だが、それでも。


「…………仕方ねえだろ……！」


　心の奥に押おし込こめていたものが、爆ばく発はつする。


「姫さんが決めた！　姫さんが覚悟したんだ！」


　アルは怒ど声せいを上げる。


　赤しやく銅どう色いろの髪を振ふり乱し、冷静さの仮か面めんをかなぐり捨て。


「自分の命より、他人の──俺の命を優先させたんだよ、あの姫さんは！　その決断を、どうして俺が覆くつがえせる！」


　血を吐はくような叫びは、濁にごった夕陽の中にかすれて消えた。


「俺があの魔族を倒せればそれでいい。けど──、俺じゃアイツは倒せねえ」


　ギリ、と悔くやしさに奥歯が鳴る。


「死ぬこともできねえ！　守ることもできねえ！　もう、俺には戦う理由がねえんだ！」


「──そう、でやんすか？」


　答えたのは、またもやベネットだ。


　似に合あわぬほど落ち着いた声で、答えを返す。


「約束がないと、戦ってはいけないでやんすか？」


「……？」


「あっしは、そんな難しいこと考えてないでやんすよ。自分でやりたいからやってるだけでやんす。……アルは、ピアニィ様を護まもりたくはないでやんすか？」


　ベネットの問いに、アルはわずかに口ごもる。


　だが、あきらめと共に素直な気持ちを吐き出した。


「そりゃ俺だって……、護ってやりてえとは思うが……」


「なら、それでいいじゃないでやんすか。約束なんか無くたって、そう思ってれば十分でやんすよ」


　あっけらかん、とベネットは返す。


　手を後ろに組み、世間話でもするような気軽さで。


「まー、正直大変でやんすけどねえ」


「軽く、言いやがって……！」


　アルの言葉に怒りが混じる。


「簡かん単たんにあの魔族が倒せればいいだろうさ！　だが、そうはいかねえ！　ヤツと戦えば、よくて相打ち、悪けりゃ犬死にだ！　そこはどうしようもねえだろうがよ！」


「それは──」


　口を挟はさんだのは、今まで黙っていたナヴァールだ。


「──我々を頼たよっては、いただけませんか？」


　その口元には、いつもの微び笑しようが浮かんでいる。


　静かな水面のような、人を落ち着かせる笑みが。


　ある種場違いな様子に、アルの顔に戸と惑まどいが浮かんだ。


「頼る、って……？」


「……失礼ですが、アルどのは何でも自分ひとりで解決しようとするクセがおありだ」


　ちらりと、ナヴァールは宿の方へと顔を向ける。


「それは殿でん下かも同じこと」


「旦那だんな……？」


「ひとりで解決するということは、裏返せば周囲のものを信しん頼らいしてないということです。我々と協力はしても、ある一定の線から先は他人に任せることをしない」


　竜人は一いつ拍ぱくおいて、アルに視線を戻した。


「……ネビスの戦いも、先さき頃ごろの戦いも、アルどのはひとりで戦おうとした。それはつまり──うがった見方をすれば我々を信用してないということになる」


「……それは……」


「もちろんそれを責めているのではありません。あの時はあの時で、その判断には意味があった。……ですが、今は違う」


　ゆっくりと、抑よく揚ようをはっきりとつけてナヴァールは続ける。


　聞きとりやすいように、言葉が心の芯しんまでしみ通るように。


「アルどのひとりで対応ができないというのであれば、我々を頼っていただきたい」


「そうでやんす」


　ベネットがナヴァールの意見にうなずいた。


「だってあっしらは──仲間でやんす」


「……仲間……」


「一いつ緒しよに死線をくぐり抜けて、お互たがい死んで欲しくないと思ったら、それはもう仲間でやんすよ」


　あっけらかんと、異国から来た自じ称しよう英雄は言う。


「少なくとも、あっしはアンタらに死んで欲しくはないでやんすよ。ピアニィ様たちは命の恩おん人じんでやんすからね～」


　ベネットの言う〝仲間〟という単語が、今のアルには耳慣れない言葉に聞こえた。


　この旅を始める前から、アルにも仲間はいた。


　だが、彼らを果たしてアルは本当に信頼していたのだろうか？


　竜人の言うとおり、危き機きが迫せまるほどに問題をひとりで抱えてはいなかっただろうか？


　アルの内に、何かがさざなみを立てる。


「……けど」


　アルはつぶやいた。


「どうやってあの魔族を倒すんだ。旦那もベネットも、ヤツには手も足も出なかったじゃねえか」


「アルどの、お忘れですか？」


　剣士の言葉に、竜人はこう答えた。


「私はかのサザーランド老ろう師しの一番弟で子し。二度の敗北はありえません」


　その口元には不ふ敵てきな笑み。


「──我に策さくあり、ですよ」


　アルは目を見開いた。


「ホント……か？」


「無論。ですが、この策を実行するには我々全員の力が必ひつ須すとなります。そして──危険な賭かけであることもまた、間違いないのです」


　ナヴァールの言葉に、アルは沈黙する。


　答えを迷うアルに、ベネットが口を挟んだ。


「さて、どうするでやんすか？　もう縛しばるものは何もないでやんすよ」


　約束は無い。


　戦う理由は無い。


　逃げ出す理由も──無くなった。


「…………そうだな」


　アルはうなずく。


「ここまでお膳ぜん立だてしてもらって、乗らない手はねえよな。……それに、なにより」


　やんちゃをした子供のように、剣士は照れくさそうに笑った。


「あの姫さんには……、死んで欲しくねえ」


　みずからを約束で縛しばらなくても、その意志さえあれば。


　命を賭かけるには十分だ。


　少なくとも、今のアルにはそう思える。


　ナヴァールとベネットは、それぞれにうなずいた。


「で、旦那。その策ってのは一体どういうものなんだ？」


「ええ、説明しましょう。まずは──」


　ひとつひとつの段階を、丁てい寧ねいに説明するナヴァール。


　話が進むごとに、アルとベネットの表情が硬かたくなっていく。


「と、このような具合です」


「……危険、どころじゃねえなコレは」


「厳きびしいにもほどがあるでやんすよ」


「ええ。しかし──」


　竜人は試すように、アルとベネットを見る。


「策が成れば、全員が生きて帰れます」


　顔を見合わせるふたり。


「これ以外の策で、全員が戻るのは無理でしょう。ならば、策に賭けるのも一いつ興きようかと」


「全ぜん滅めつか、全員生せい還かんか。……なるほどわかりやすい」


「ふっふっふ、このジェネラル・ベネットがいる限り失敗は無いでやんすよ。どーんと大船に乗ったつもりでいるでやんす！」


「おいおい、船から逃げ出して遭そう難なんしたくせにそんなことを言うか」


「ははぁ～ん？　そ～んな昔のことは忘れたでやんすなぁ」


「ったく、しょうがねえな、お前は」


　笑いながらベネットを突つき飛ばし、アルはひとつ息をついた。


「──ありがとな、ふたりとも」


　改めて、アルは礼の言葉を口にする。


「正直、助かった」


「いえ、礼には及びませんよ」


「むしろ礼をするなら物理的なものがいいでやんす」


「うるせえよ、ったく」


　ボケた発言をするベネットを突き飛ばす。


　獣人はそれをひょいと避よけると、意地悪く口をつり上げた。


「にひひ。……じゃあ、あっしらに何か言うことがあるんじゃないでやんすか？」


「……あ？」


「これから一緒に戦う仲間として、重要な一言が」


　瞬まばたきを繰くり返してから、アルはベネットが何を言っているのかを理解した。


　苦にが笑わらいをしてから、ふたりに向き直る。


「頼む──。姫さんを助けるために、力を貸してくれ」


　アルは拳を突き出して、ふたりに向ける。


「もっちろん、任せるでやんす」


「互たがいに全力を尽くしましょう。殿下のもとに戻るために」


　ベネットとナヴァールもまた、それぞれに拳を突き出した。


　三人は軽く拳を打ち合わせて、歩き出す。


　──もう、迷まよいは無かった。
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「…………っく……」


　寝床の中で、ピアニィは痛みと闘たたかっていた。


　胸の紋もん章しようが脈動するたびに、ずぐり、ずぐりと鈍にぶい痛みが走る。


　体に何度も刃やいばを差し込まれるような、えぐられるような感覚。


　痛みは何度も王女の意い識しきを奪うばい、また覚かく醒せいさせる。


「く……あっ……」


　短い周期でピアニィは昏こん睡すいと覚醒を繰り返し、苦痛にあえいでいた。


　今がいつなのか、ここがどこなのか。時間と空間の認にん識しきが曖あい昧まいになる。


　ただ、唯ゆい一いつ。


　アルと会話をしたことだけは覚えていた。


　自分のせいで、苛か烈れつな戦いに放り込んでしまったあの剣士。


　彼を助けられたことだけが、今のピアニィにとっての救いだった。


「アル、さん……」


　ひどいことを言ってしまった、とも思う。


　だが、死ぬような戦いをさせてしまうよりはずっといい。


　遠ざかってくれれば、傷つくことも無いだろう。


　そう、思っていた。


　なのに──。


「姫さん。おい、大だい丈じよう夫ぶか」


　なぜ彼の声が聞こえるのだろう？


　生まれた疑問に勝てずに、ピアニィはうっすらと目を開いた。


「…………あれ？」


　そこには、アルだけではなく、ナヴァールとベネットのふたりもいた。


　三人はそれぞれに武ぶ器きを携けい帯たいし、完全装そう備びでピアニィの様子をうかがっている。


「起きたか。……話はできるか？」


「は、はい。でも、その、アルさん、なぜここに……？」


「あー、まあそのことなんだが」


　アルは頭を搔かいて、言いにくそうにもごもごと口を動かす。


「姫さん。さっきの話なんだけどよ」


「はい……」


「やっぱり聞かなかったことにするわ」


「…………え？」


「約束は守る。姫さんは無事に安全な場所まで届けるさ」


「で、でも！」


　思わず、ピアニィは身を乗り出した。


　バランスを崩くずしかけて、アルが支える。


　ひし、と剣士にすがりついて、王女は訴うつたえかける。


「でも！　それじゃあアルさんが──」


「大丈夫……、とはいかねえけどよ」


　ピアニィをベッドに戻し、半身を起こした状態のまま布ふ団とんを掛かける。


　そしてアルは親指で背後を指した。


「後ろのふたりに怒おこられてな」


「え……？」


「俺は──仲間を信頼してないんだと」


　ピアニィはぽかんと、三人の顔を順番に眺める。


「だから何でもひとりでやろうとして、真っ先に傷つくんだそうだ。……姫さんに心配かけちまったのも、その辺だろ？」


「……そう、かもしれません」


「だから、その辺直すことにしたから」


「えぇっ!?」


　あっさりと言うアルの言葉に、ピアニィは思わず叫んでしまった。


「いや、その、それだけですか！　それだけで、さっきのお話が無かったことに!?」


　目を白黒させつつ、ピアニィが混乱する。


　アルはしばらくそれを眺ながめ……、だが我が慢まんできずに噴ふき出した。


「はははははははっ！　悪ぃ、冗じよう談だんだよ姫さん。冗談だ」


「え、ええええええぇっ!?　び、びっくりしたじゃないですかぁ！」


「すまんすまん。……ま、冗談なのも半分だけだけどな」


「……えっ？」


　アルは王女をまっすぐに見つめて、言った。


「──俺たちはこれから、あの魔族と戦いに行く」


「……魔族、って……。ええっ!?」


「止めても聞かないぜ。もう決めたから」


「待ってください！　なんで、そんな……！　約束は無しって言ったじゃないですか！」


「ああ、これは俺が勝手にやってることだからな。約束は関係ねえよ」


「えっ……！」


　言葉を失うピアニィの瞳ひとみを、アルはじっとのぞき込んだ。


「姫さんが俺たちのことを案じてくれるように、俺たちも姫さんを助けたい。……それだけだ」


　アルの口調に、強い意志がにじむ。


　ピアニィはうつむいて、膝ひざに置いてある布団をぎゅっと握った。


　目の奥がツンとする。視界が涙で歪ゆがんでいく。


「どうして……、どうしてそこまでしてくれるんですか」


　震える声で、ピアニィは言った。


「なんで、あたしなんかのために、そこまで──」


「それはあなたが皆のために命を懸かけられる方だからです。殿下」


　柔やわらかに王女の言葉を止めたのはナヴァールだ。


　長身の竜人はピアニィのベッドの横に片膝をつき、深々と頭こうべを垂たれた。


　腕は折りたたみ、地につけない。


「ピアニィ殿下、お願いがあります」


「は、はい。なんでしょうか……？」


「この私が殿下に仕えることをお許しください」


　頭を上げずに、竜人はそう言った。


　一いつ拍ぱくおいてから、ピアニィの目が見開かれる。


「え、えええええええええええっ！　つ、仕えるって、そんな！　あたしなんかに……」


「いいえ、ピアニィ殿下ほど仕えるのにふさわしい主君はおりません」


　真しん剣けんそのものの声で、ナヴァールは言い放った。


「見知らぬもののことを案じ、その身を投げ出せる。それすなわち、民たみのためにすべてをなげうてるということ。殿下は誰よりも優しき王になれる器うつわだと、私は確信しています」


　ナヴァールはさらに頭を垂れ、言葉を紡つむぐ。


「我々軍ぐん略りやくを追い求めるものにとって、最大の喜びは良き主に仕えること。どうか、この私を末まつ席せきにお加えください」


「…………」


　呆ぼう然ぜんと、ピアニィは瞑めい目もくの竜人を見つめた。


　ナヴァールは決して頭を上げようとせず、ただ同じ姿し勢せいでピアニィの答えを待つ。


　ピアニィは困こん惑わくしながら、おずおずと口を開いた。


「あの……、ホントにあたしなんかでいいんですか？」


「はい」


「あたし、追われる身ですよ？」


「はい、存じております」


「領りよう地ちも何も無いんですよ？」


「はい、構いません」


　ナヴァールは決して折れない。


　ピアニィが戸と惑まどった様子であたりに目を移している間も、竜人は同じ姿勢で肯こう定ていの返事を待つ。──そしてついに、ピアニィが折れた。


「……わ、わかりました。あたしでよければ、お願いします」


「ありがとうございます。……それではこのナヴァール、天上天下に存在するあらゆる知をもって殿下の力になりましょう」


　竜人は立ち上がり、にっこりと微笑ほほえむ。


「さしあたっては、殿下を苦しめる敵てきを倒しに」


「あっしはナヴァールほどの意志があるわけではないでやんすが──」


　ナヴァールが引き、今度はベネットが口を開く。


　頭の後ろで手を組み、いかにも気楽そうに。


「ベネットちゃん……」


「それでもあっしは、恩義を忘れない主義なのでやんす。二度も命を助けられた恩を返さずに逃げるほど、あっしは愚おろかではないでやんす」


　そして獣人は不敵な笑みを浮かべ──、こう言った。


「ほら、よく言うでやんす。……『犬は三日飼えば三年恩を忘れない』、と」


「いや、ベネットちゃん狼おおかみじゃ……？」


「どっちも大して変わんないでやんす」


「いいのかよ、それで……」


　微び妙みように締しまらない決めぜりふにツッコミを入れつつ、アルは首を振った。


「まあ、いろいろあるが理由はひとつさ。俺たちは姫さんに死んで欲しくない」


「アルさん……」


「加えて言えば、やっぱり俺は約束は守りたいんでな。姫さんには助かってもらわないと困るわけだ。だから──」


　アルは胸を叩たたいた。


　意志の強い目が、ぐっと力を帯びる。


「だから──俺たちは行くぜ、姫さん」


　ピアニィはわずかに躊ちゆう躇ちよした。


　胸に刻きざまれた紋もん章しようが、体を切り裂さく痛みが、あの魔族の脅きよう威いを伝えてくる。


　戦いに行けば、もう帰ってこないのではないかと。


　不安が渦うずを巻まく。


「……姫さん」


　ピアニィの顔がはっと上がる。


　──アルは笑っていた。


　屈くつ託たく無く、吹き通る風を思わせるような笑みで。


　アルは誓ちかいの言葉を口にした。


「大丈夫。必ず、全員で戻って来る」


　その言葉に、ピアニィもまた柔やわらかな笑みで答えた。


「……約束、してくれますか？」


「ああ」


「破ったら、ひどいですよ」


「安心しろよ、姫さん」


　アルは会心のいたずらを仕し掛かけた子供のような顔で、こう答えた。





「こう見えても俺は、約束を破ったことは一度しかないんだ」
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　闇やみの中に浮かび上がる丘きゆう陵りようは、異い界かいと化していた。


　緑の絨じゆう毯たんは血に染そまり、あたりには無数の人間の──衣い服ふくだけがうち捨てられている。


　村人風のもの、商人風のものに加えて、レイウォール軍のものとおぼしき鎧よろいまで。


　どれも血に染まり、どす黒い塊と化している。


　その頂点に立つのはただひとり、──赤い魔族。


　血まみれとなった口を歪め、眼下のアルたちを待ち受けていた。


　緑と赤が渾こん然ぜんとなった異界を、三人は歩く。


「上々。存外に早かったな」


　適度に間を空けて立ち止まったアルたちを、魔族が歓かん迎げいする。


　口元をぬぐい、赤いツバを吐き出した。


「今、食事を採り終えたばかりよ。汝なんじらのおかげで、退たい屈くつしのぎを用意せずにすんだ」


「──おい」


　上じよう機き嫌げんに話す魔族の言葉を一切聞かず、アルは一定距離を保ったまま冷たく言い放つ。


「てめぇには、聞きたいことがある」


「愉ゆ快かい。……いいだろう。質問を許すぞ、人間」


「てめぇの狙ねらいはなんだ？　この神剣か？」


　にやにやと嘲あざけりを口元に浮かべながら、魔族はアルの言葉を待つ。


「神剣が狙いなら、なぜあの時俺だけ残した？　俺を殺して、剣を奪い帰ればすむだろう」


「愚ぐ劣れつ。我の目的が神剣だけだと、いつ言った？」


「なに……？」


「あの山中で、汝が神剣の持ち主だと理解してより先、我の狙いは剣だけではない。剣と──そして汝の肉体そのものよ」


「なるほど、……やはりそうでしたか」


　魔族の言葉に、ナヴァールがうなずいた。


「旦那……？」


「アルどの、私が話した〝憤ふん怒ぬの神しん剣けん〟の伝でん承しようは覚えていますか？　あの伝承の中に、『魔族は神剣を戦いくさで使わなかった』とあったでしょう」


「ああ、それは覚えてるが……」


「彼らは使わなかったのではなく、使えなかったのです。神によって作られたものを、魔のものは使えなかった。だから──」


「上々！　その通りだ、半はん竜りゆうよ！　使えなければ──使わせればよい！　使い手となった人間に潜もぐり込こみ、その体を我われが扱あつかえば！　我ら魔族が滅びの神剣を手にすることになる！」


　グラシャラボラスの瞳が、きゅぅっと収縮する。


　愉ゆ悦えつと、妄もう執しゆうが魔族の顔を歪めていた。


　月に向かって拳を突き出し、あらん限りの声で叫ぶ。


「痛快！　長かったぞ！　これで神かみ代よの時代より夢ゆめ見た力を使えるというわけだ！　汝という鞘さやを得て、我は神々を殲せん滅めつしてみせようぞ！」


　びりびりと、丘おか全体が震える。


　触ふれたものすべてを殺すような、巨大な魔力によって草が枯かれてゆく。


「デ、デタラメな力でやんすな……！」


　アルたち三人はそれぞれに構えを取ってその波を防ぐ。


　歯を食いしばりながら、アルは魔族に向かって叫んだ。


「もうひとつ聞かせろ！　てめぇは俺の師匠と──テオドール・ツァイスと、どこで接せつ触しよくした！」


　ピタリ、と。


　魔族の殺気が消える。


「……フフ、フハハハハハハハハハ！　笑止！　神剣を手にしておいてそれを知らぬか！　汝は自分の師を何ひとつ理解していなかったようだな！」


「…………んだと？」


「汝の師がどのように剣を手に入れたか、想像したことはあるか？　風の時代に魔族に奪うばわれた剣が、なぜ今ここにあると思う？」


　愉快きわまりないとばかりに、グラシャラボラスは体を震わせる。


　理解し切れていない風のアルを嘲あざけり、背負った神剣を指さした。


「その剣は、神々の大戦の時にこの我が奪ってきた代しろ物ものよ。そして……幾いく星せい霜そうを経へた後に、我が契けい約やくによってテオドールに授さずけたものでもある」


「な……に？」


　アルの目が開いた。


「一興。我があやつと交わした契約は、〝神剣を使えるようになったら、みずからの体を明け渡すこと〟であった。そういう意味では、汝はテオドールに代わって契約を果たしに来たと言えるな」


「……ちっ、冗じよう談だんじゃねえ」


　吐き捨てるようにアルは言う。


「俺の体は俺の体だ。てめぇなんぞに奪われてたまるかよ」


「笑止。守りたければ、我を滅ぼす以外に手はないと思え」


　言葉と共に、魔族の体が変化する。


　両の腕がぶつりと切れ、赤い液体へと変化する。


　まるで軟なん体たい生物のように、それはもぞもぞと動き、巨大化を始める。


　中央がふくれあがり、破は裂れつするように無数の触しよく手しゆが生まれた。


　球きゆう体たいにいくつもの触手がぶら下がった、奇妙な生物。


　一見すると蛸たこのように見えるが、蛸と違って生物的なバランスを欠いた姿をしている。


　まるで子供の作る粘ねん土ど細ざい工くのようだった。


　その球体はふわりと宙へ浮き、その触手をぐねぐねと揺らし始めた。


「うぇっ、これはまた気持ち悪いヤツが出てきたでやんす」


「しかし、ニアリームの時よりは小さい。これはだいぶありがたいですよ」


　ベネットは弓ゆみを取り出し、ナヴァールは杖つえを構える。


　そしてアルは、腰の双剣を抜き放つ。


「……む？」


　グラシャラボラスは、アルたちの構えを見て眉まゆをひそめた。


「神剣を抜かぬ、だと？」


　ただの剣で魔族が斬きれないのは、すでに実証されている。


　アルが勝つには神剣を抜くしかない。


　それ故ゆえに魔族はいぶかしげな顔を浮かべたのだ。


　だが──。


「神剣は必要ねえ。……お前には、これで十分だ」


　両の剣を構え、鋭い目を魔族に向ける。


　グラシャラボラスは口を嘲りに染めると、アルの言葉を鼻で笑い飛ばした。


「ふん。……一興。神剣無しで何ができるか、見せてもらうぞ！」


　グラシャラボラスの一言を合図として、左右の球体から触手が伸びる。


　その姿はまさに赤い雨。先せん端たんを槍やりと化して、触手はアルたちへと迫る。


「よっと……でやんす」


　ベネットは持ち前の俊しゆん敏びんさで宙に跳とんで触手をやり過ごす。


「盾たてよ！」


　ナヴァールはとっさに防ぼう御ぎよ魔術を展開し、触手を阻はばんだ。


　そしてアルは──。


　迫り来る触手を十分に引きつけて──双剣を振るった。





　じゅう、と音を立てて触手そのものが蒸発する。





「な、に……っ！」


　魔族の顔に、初めて動どう揺ようの色が浮かんだ。


「人間……！　どうしてそれを──！」


　魔族の目は、双剣の表面に塗ぬられている光る粉ふん末まつを捕らえていた。


　それは、ニアリームの戦いの時にピアニィがばらまいてしまったもの。


　ナヴァールが突つき止とめた、魔族の弱点。


「やはり──、塩でしたか」


　竜人が、笑みを浮かべる。


「あなたの進行した途と中ちゆうにある倉庫には、大量の岩がん塩えんが保管してありました。そこを避よけて通れば、容易たやすく想像はつきます」


「ぬ、うう」


「滅ほろびぬ存在など無いのです。いくらあなたが不死であろうとも、必ず弱点はある。人間の知を、あなどりましたね」


　憎にく々にくしげにナヴァールを睨にらむグラシャラボラス。


　油断無く敵を見ながら、アルはこっそりと一息ついた。


「……まさか、塩なんてものが弱点だとはな」


「ほら、だから言ったでやんすよ。必ず何か弱点はある、って」


　アルの剣と同じく塩を塗ぬった矢をつがえつつ、ベネットが口を挟む。


「塩には海の神と太陽の神の加護が宿ってるとも言われてるでやんす。エリンディルの神しん殿でんでは、聖せい水すいの材料にも使われてるでやんすよ」


「……見つけたのは旦那だろうが……」


「それはこの際関係無いでやんす」


　得意げに鼻を鳴らすベネットにアルがツッコミを入れる。


　魔族はそんな三人を忌いま々いましげに睨んでいたが──、鼻を鳴らした。


「…………笑止」


「なんだと？」


「汝らが我が弱点に到とう達たつしたことは驚きよう嘆たんする。だが、その程度で情勢が変わるとでも？　塩に耐えられぬこの身とて、海にでも落とされぬ限り滅めつすることは無いぞ？」


　すでに余よ裕ゆうを取り戻した魔族は、再び嘲ちよう笑しようを浮かべてアルたちを見下す。


　だが、アルも負けていない。


　不敵な笑みを浮かべて、塩のついた剣を魔族へと向ける。


「はっ、どうかな？　やってみなきゃわかんねえぜ」


「愉ゆ快かい。そこまで言うのなら抗あらがってみせよ、人間！」


　魔族が目を見開いた。


　再び、二匹の球体が触手を繰り出してくる。──その数、およそ先ほどの倍。


「ちっ！」


　己おのれの腕ほどもある触手の先端に、アルは双剣を滑すべらせる。


　剣が触れた瞬間、触手はジュウと音を立てて蒸じよう発はつし、消えてゆく。


　だが、今度は数が多い。


　まるで周囲の空間に赤い穴あなが空けられたかと錯さつ覚かくを覚えるほどに。


　全方向から襲い来る触手を、反射だけでたたき落としていくが──。


　十二本目の触手に剣が触れたその時。


　触手は蒸発せず、剣がずぶりと中へと入り込んだ。


　まるで重い泥を斬りつけたときのように──。


「ぐっ……」


　アルが剣を戻すがすでに遅おそい。


　翻ひるがえった触手はアルの顔面めがけて殺さつ到とうし──。


　剣士の顔をかすめて飛ぶ、ベネットの矢によって撃げき墜ついされた。


　同時にアルは転がるように距離を稼かせぐ。


　体勢を立て直すと同時に右手をベルトポーチに突っ込み、中の塩を摑み出すと、乱暴に双剣の刀身へと滑らせた。


「滑こつ稽けい。……やはりか」


　くつくつ、と魔族が喉のどの奥で笑う。


「それほど長くは保もたぬようだな、剣に塗った程度では。……いっそのこと、塩を撒まいた方が早いのではないか？」


「……それができりゃあ、苦労はねえさ」


　塩を広こう範はん囲いに撒いたところで、この魔族は容易たやすくそれをかいくぐってくるだろう。


　そして塩が尽つきたところでなぶり殺しにされるだけだ。


　アルはちらりと後ろを振り向く。


　ベネットの腕からは血が流れ、ナヴァールは腹部に手を当てて回復魔術を使っていた。


　今の攻撃で受けた傷だろう。


「旦那、ベネット。……まだやれるか？」


「ええ、もちろん」


「……ふっふっふ、このジェネラル・ベネット。まだまだいけるでやんすよ」


　アルの問いに、強気の答えを返すふたり。


　だが、三人の顔に余裕は無い。


「一興。これでもまだ諦あきらめぬか」


「諦めの悪い性格でね」


「愉快。ならば──」


　再び魔族の腕がうごめく。


　生み出された赤い液体はしずくとなり、大地に落ちた。


　先ほどと同じ行程を経て、それらは無数の触手を持つ赤い球体となる。


　──その数、八体。


「踊おどってみせよ！　汝らの命ある限り！」


　球体が宙を舞まうのと同時に、アルが双剣を構えて叫ぶ。


「俺が前に出る！　旦那！　ベネット！　援えん護ごを！」


「了りよう解かいです！」


「行ってくるでやんす！」


　低い姿勢でアルが飛び出し、それを追うようにしてベネットの矢が飛ぶ。


　赤い球体はベネットの矢を回かい避ひしながら、今度は太い一本の鞭むちを繰り出した。


　八本の鞭はそれぞれに弧こを描き、剣士へと降り注ぐ。


　丘きゆう陵りようの一部をえぐりとり、岩を砕きながら。


　だが──圧倒的にスピードが無い。


「こんな速度でっ！」


「なめるなでやんす！」


　アルの双剣が、ベネットの矢が、それぞれの鞭を迎げい撃げきしにかかり──。


　その瞬間、鞭そのものが──爆はぜた。


「うおっ!?」


　飛散する鞭の欠片かけらはそのまま赤い針はりと化し、空中で軌き道どうを変え、アルめがけて降り注ぐ。


　懸けん命めいに体をひねるが、拡かく散さんした針すべてを避けることはできない。


「アルどの！」


　ナヴァールの声と共に、光の障しよう壁へきがアルの眼前に出現。細かい針すべてを打ち砕くだく。


「笑止。その程度で安心していいのか？　そら、次が来るぞ」


　魔族の言葉にいぶかしむ間もなく。


　アルの脇わき腹ばらを、死角からやってきた鞭が強打した。


　双剣も、障壁も間に合わない。


　なすすべもなく、アルは吹き飛ばされて地面に転がった。


「ご……ふ……！」


　腹の底から熱い物がこみ上げる。


　同時に、電でん撃げきでも喰くらったかのような鋭い痛みが左脇腹に走った。


　注意深く手を当てる。


「つ……」


　痛みの感覚がひどい。どうやら肋ろつ骨こつが折れているようだ。


「アルどの！」


　こちらへ寄ろうとするナヴァールを、球体からの触手が阻む。


　ベネットもまた、分ぶん裂れつした鞭をかわすのに精せい一いつ杯ぱいになっているようだ。


「クックックック」


　魔族は暗い愉ゆ悦えつに浸ひたりきった様子でアルを見下ろし、わざわざ攻撃の手を止めて言った。


「滑稽。人間とは不ふ憫びんな物だな。なでた程度で行動不能に陥おちいるとは。……安心しろ。我が汝の肉体を扱うときは、痛覚などという余計なものはすべて取り去ってやろうぞ」


「気き遣づかい……ありがと、よ」


　口元の血をぬぐって、アルは立ち上がる。


　呼吸するたびに脇腹が悲鳴を上げるが、顔には出さない。


「だが、余計な世話ってもんだ。この体のまま、やらなきゃいけねえものがあるからな」


「愉快。まだそれだけの口がたたけるか」


「ああ──、退たい屈くつはさせねえって言ったろうが！」


　叫びと共に、アルは大きく横に跳とぶ。


　血の塊から軸じく線せんをずらすと、一歩で方向転てん換かんし、グラシャラボラスの許もとへと駆かけ出した。


「────」


　瞬間、ナヴァール、ベネットと視線を交わす。


　ふたりはわずかにうなずいた。





　　　　＊　　＊　　＊




　アルがグラシャラボラスへと突とつ撃げきを敢かん行こうするのを察知して、ベネットとナヴァールを攻撃していた八体の球体の内、三体が魔族のもとへと戻る。


　おそらくアルの迎撃に移るのだろう。


「……この突撃が勝負でやんすかね？」


　攻撃の圧力が収まったのを見計らって、ベネットはナヴァールへと問いかけた。


　竜人は厳きびしい目で魔族と、そして彼に近ちか寄よろうとするアルを見つめながらうなずく。


「ええ、ここで失敗すれば──、我々はなぶり殺しにされるでしょう」


「いちかばちかでやんすか。なら……」


　苦笑いを浮かべながら、ベネットは舌なめずりをした。


「こっちも出し惜おしみは無しでやんすな！」


　言葉と同時に弓がうなる。風を切って矢がアルへと向かう球体を襲った。


　球体からとっさに触手が迎撃に走り、鏃やじりに塗った塩によって消滅する。


「ほらほら、どうしたでやんすか？　こっちをおろそかにすれば、後ろから撃うち放題でやんすよ」


　ベネットの声に誘さそわれるように球体が揺れ、再びこちらへと戻って来る。


「わざわざ敵を呼び戻もどしますか。物好きですね、あなたは」


　やれやれとナヴァールは首を振る。


「ふっふっふ、なぜかあっしは昔むかしから敵に狙われる才能だけはあるのでやんす。囮おとりにはもってこいなのでやんすよ」


　鼻を鳴らし、胸を張るベネット。


　だがナヴァールは。


「それは単純にまともな防具を着けてないからだと思いますが……」


　腕も腹もむき出したままの獣人を見て、小声で答えた。


「何か言ったでやんすか？」


「……いえ、私も切り札ふだのために準備をしなければと思ったのですよ」


　首を振ってごまかし、ナヴァールは数歩立ち位置を変える。


　そして杖つえをかざして光の壁を生み出し、迫り来る触手を阻んだ。


　ベネットが竜人をフォローするように後ろに立つ。


「──さて、援えん護ごしますよ」


「任せるでやんす！」





　　　　＊　　＊　　＊




　赤い球体がアルへと巨大な鞭を発射する。


　左右から二本同時に。


「甘あめぇよ！」


　アルは鞭の一本をくぐり、一本を乗り越こえて魔族へと迫る。


　冷えた夜の空気が頰ほおをかすめてゆく。


「ネタがばれた攻撃ふたつ程度で、俺が止められるか！」


　赤く染まった草地を蹴けり、剣士は跳んだ。


　瞬またたく間に魔族の姿が近づく。


　合わせて右の剣を振ふりかぶり──。


「──未み熟じゆく」


　唐とう突とつに、アルの眼前に巨大な顎あぎとが現れた。


「……っ！」


　球体が近くに寄ってきた気配は無い。


　飛び交う土砂を見るに、土中に潜ひそんでいた個こ体たいらしい。


　狼の頭部のようなそれは、顎のように上下からアルを呑のみ込もうと覆おおい被かぶさってくる。


　──不意を打たれた。


　ここから方向転換をしても間に合わない。


　とっさに右の剣を引き、アルはさらに速度を上げる。


　目の前には顎を広げる魔族の分身──。


「く、おおおおおおおおおおおおおおっ！」


　顎が閉とじられるその直前に。


　雄お叫たけびを上げて、アルは右の剣を突き入れた。


　手て応ごたえ無く、ジュウと音がして血の塊が煙けむりを上げる。


　だが、即座に消滅する質量ではない。顎はそのままの勢いでアルを呑み込まんとし──。


　剣士はそれより一瞬早く、右の剣を振り上げた。


　ほんのわずかに、狼の頭部に穴があく。


　身を低くして、アルはその隙すき間まに体をねじ込んだ。


　刹せつ那なの差で顎が閉まる。轟ごう音おんを立てて、顎が呑み込んだ物は丘陵の一部のみ。


　そして、アルの目の前には、グラシャラボラスの姿──。


「見事！　くぐり抜けたか！」


　魔族が目を見開いて、感かん嘆たんの叫びを漏もらす。


　アルは耳を貸さず、踏み込みから体全体をねじるようにして左の剣を切り上げた。


　だが、魔族は上体を反らしてあっさりと回避する。


　アルはそのままの流れで右の剣を繰り出すが──。


　ずぶり、と泥を斬ったような感覚。


「ぐ……っ！」


　慌あわてて身を引くが、すでに遅い。


　右肩に焼けるような痛み。見れば、魔族の爪が右肩をえぐっていた。


　ばたばたと血がこぼれる。


「笑止。右の剣は効果が失うせていると気がつかなかったか？」


　左脇腹から顔にかけて、アルが切り込んだ傷をみるみる内に再生させながら、グラシャラボラスは手に付いた血をなめ取る。


　その隙を縫ぬうように、アルは左の剣を魔族の首めがけて突き入れ──。


「愚劣」


　赤い球体のひとつが滑すべるように間へと割り込み、蒸発して果てた。


　塩を失った剣は、魔族の体を滑るのみ。


「──これで左右の剣双そう方ほうで、我を斬ることはできなくなったな」


　さあ、と両手を広げてグラシャラボラスはアルを挑発する。


　周囲は魔族の分身たちが取り囲み、剣士を串くし刺ざしにせんと狙っていた。


「我の前で塩を取り出せるなどと思うでないぞ？　それとも、神剣に頼ってみるか？」


　暗い愉ゆ悦えつを笑みの中に浮かべながら、魔族が絶体絶命の状況に陥おちいったアルを弄ぶ。


　──不意に、矢が風を切り裂いてグラシャラボラスを襲った。


　だが魔族は軽く頭をずらすだけでその一撃をかわす。


「……汝の仲間も、今のが精せい一いつ杯ぱいのようだな」


　魔族の言葉通り、ベネットとナヴァールもまた苦戦していた。


　変へん幻げん自じ在ざいに襲い来る触手を防御するのに手て一いつ杯ぱい。


　ベネットは散発的に矢を撃うつのが、ナヴァールは仲間に防御魔法プロテクシヨンを撃つのがせいぜいと言った状態だ。


　魔族は満足げに笑みを深くした。


「愉ゆ快かい。さて、どうするのだ剣士よ。それともここで潔いさぎよく諦あきらめるか？」


「……るせぇ」


「ふむ、なんと言った？」


　アルは愉悦に顔を歪める魔族に、低い声でこれだけを言い放つ。





「──ぐだぐだと、うるせえよ」





　同時に、アルの体が回転した。


　体全体を巻き込むように、大きく上段から右の剣を振り下ろす。


　塩のついていない、ただの剣を。


「──愚劣。その剣では効きかぬ」


　避けようともせず、魔族はその剣を受けた。


　幾いく度ども試したとおりに、剣は魔族の体を突つき抜ぬけ、魔族には傷ひとつつけられない。


　アルはその勢いのまま、左の剣を振り下ろすために空中で回転する。


「無駄なことを……」


　魔族は両の手に爪を生やし、隙だらけの剣士を切り裂こうとし──。


　それを発見した。


「な……っ！」


　魔族とアルの間に浮かんでいる物体。


　ベルト状にあつらえた革かわ袋ぶくろを。


　それはつい一瞬前までアルの腰にくくりつけられていたベルトポーチ。


　塩の入った革袋だ。


「なぜ……っ！」


　魔族は気がつかなかった。


　アルが体を大きくねじったのは、ポーチを投げ上げるためだったことに。


　彼の狙いは、左の剣でポーチごと魔族を斬ることだと。


「だが──」


　だがその剣では、遅い。


　魔族はすでに両の爪をアルへと繰り出している。


　アルの剣がポーチに届く前に、剣士の体は三つに分かたれているだろう。


　グラシャラボラスは全力をもって赤い爪を振り下ろし──





　右の爪が、突とつ如じよ消しよう滅めつした。





「な、に──」


　呆ぼう然ぜんと、魔族は自分の手を見つめる。


　塩によってじゅうじゅうと煙をあげるその手には、大きな穴が穿うがたれていた。


　──天空から飛来した、一本の矢によって。


　魔族の目に、してやったりと笑みを浮かべるベネットの姿が映った。


「お、のれ……！」


　怒りを放ちながら、だがグラシャラボラスは左の爪でアルを狙う。


　──その時。


　グラシャラボラスはアルの向こうに、竜人の姿を見た。


　その位置を確保するために、みずからの体を朱しゆに染そめて。


　この機を狙い続けてきた、ナヴァールの姿を。


　魔族が異い変へんを察知する前に。





　竜人の──目が開いた。





　瞳ひとみは縦に割れ、その色は黄おう金ごん。


　そのまなざしと共に──ほとばしる魔力が糸となり、魔族へと殺さつ到とうする。


「竜りゆう眼がん……っ！」


　糸は魔族の爪へと絡からみつき、その動きを阻そ害がいした。


「ぐ、人間め！」


　魔族がうなる。


　右の爪をベネットに奪われ、左の爪をナヴァールに止められ。


　そして、次の瞬間。


　アルの剣は狙ねらい違たがわずポーチごとグラシャラボラスを叩たたき斬きった──。


「グ……」


　手て応ごたえ無く通り過ぎたその一撃に、魔族は体をくの字に折り。


「グ、オオオオオオオオオオオオオオオオォォォォォッ！」


　痛みに耐たえかねて、絶ぜつ叫きようした。


　その体から煙をあげ、顔を手で押さえ、痛みにのたうち回る。


　叫びと共に魔力が荒あれ狂くるい、丘陵の下草をはね飛ばす。


「オオオオオオオオオオオオオオオオオォォォォォォォォォッッ!!」


　絶叫は続く。


　それに応じて、殺意だけが増してゆく。


　近くに寄っただけで、生命を奪うばい取られるのではないかと錯さつ覚かくしてしまうほどに。


　世界すらもねじ曲げてしまうのではないかと、感じてしまうほどに。


　人では持ち得ない殺意が、アルを狙う。


「アルどの！」


　魔族の気配に硬こう直ちよくしていたアルを、ナヴァールの声が引き戻す。


「早く！」


　竜人は大きく手を振った。


　その挙動でアルは自分の役割を思い出し──。





　魔族に背を向けて、全速力で駆け出した。





　斜しや面めんを駆かけてゆくアルの姿は、すぐに闇やみの中へと溶とけてゆく。


　そして。


「オオオオオ……」


　絶叫が止やんだ。


　グラシャラボラスは静かに立ち上がり、その顔を向ける。


　刃やいばのような美しさを形成していた顔の半分は焼けただれ、怒いかりに歪ゆがんだ瞳がのぞいていた。その目はベネットとナヴァールを見ていない。


「やってくれたな……、人間よ……」


　怨えん嗟さの声は地の底から響ひびくよう。


　怒りに燃えるその姿は、黒い炎ほのおのようにも見えた。


「いいだろう、それほどまでに望むならば、いくらでもくれてやる！　苦痛を！　絶望を！　悲ひ嘆たんを！　……死で救われるなどと思うなぁっ！」


　グラシャラボラスは大きく翼つばさを広げると、宙へと飛び上がった。


　閃光を思わせる速度で、アルを追ってゆく。


「…………行ってしまったでやんす」


　ベネットがぽかんと空を見上げてつぶやいた。


　再び瞑めい目もくしたナヴァールが、息をついてうなずく。


「ええ、策の通りです」


「たいしたものでやんすね。アンタの策も、さっきの竜眼も。……ドラゴネットってやつは、みんなあんなのが使えるでやんすか？」


「全員ではありません。それに一回きりしか使えない手ですよ。それを言えば、ベネットどのもよくあんなことができたものです」


「ふっふっふ、こう見えてもあっしは〝クラン・ベルの四英えい雄ゆう〟でやんす。あっしの弓は百発百中。無様に外したのは伏ふく線せんでやんすよ」


　そしてベネットはアルが走っていった方向を見て、目を細める。


「あとは……、アルの役目でやんすか」


「ここからが本当の勝しよう負ぶ所どころですよ」


　ナヴァールは静かにうなずき、振り向いた。


　異界と化した丘きゆう陵りようには、魔族が生み出した疑ぎ似じ生物が全部で九体。


　うねうねとうごめきながら、主のもとへと向かおうとしている。


　ベネットは塩を塗ぬり込こんだ矢をつがえ、そのうちの一体へと放つ。


　球体型の疑似生物は宙を泳ぐようにそれを避よけ、ベネットへと触手を繰り出した。


「遅いでやんす」


　軽いサイドステップでそれを避け、再び矢をつがえた。


　疑似生物たちは改めてベネットたちを敵てきと認識したらしく、攻こう撃げきを仕掛けてくる。


　ベネットは自分の唇くちびるをなめると、大音量で言い放った。


「さあて！　ジェネラル・ベネットが相手をしてやるから覚悟するでやんす！」


「あなたたちを魔族のもとに行かせるわけにはいかないですからね」


　ナヴァールがそれに追従する。


　闇に彩いろどられた丘陵で、異い形ぎようの生物とたったふたりの戦いが始まった。
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　キール山脈、南端。


　山のすそを覆う森の一角を、アルは走っていた。


　宵よい闇やみの中、木々は闇よりも濃こい塊かたまりとしてその姿を浮かび上がらせる。


　ねじくれた姿をさらすそれらをかき分けながら、アルは全力疾しつ走そうする。


　柔やわらかい土と、埋うまった木の根が足を取るが、気にしている暇ひまはない。


　なぜならば──。


　突如として、足下に赤い閃光が突き刺さった。


　跳はね上がる土ど砂しやを腕でガードし、剣士は転がるように前へと飛び出す。


　一瞬遅れて、幹みきをえぐられた大木が倒れ込んだ。


　地じ響ひびきと共に、一瞬前までアルのいた場所を大木が押しつぶす。


「障しよう害がい物ぶつも何も関係ねえってのか……。なんてデタラメな攻撃だよ」


　アルは背後を振り返る。


　森の木々のさらに向こう。


　月を背後に、赤い魔族は空からこちらを追いかけてきていた。


　時折、槍やりを生み出すとそれを投げてくる。


　その威い力りよくが──。


「やば……っ！」


　攻撃を察知して、アルは再び地面へと転がった。


　魔族が投とう擲てきした槍は突つき出ていた岩を易やす々やすと貫かん通つうし、地面へ大穴を空ける。


　一瞬遅れて轟ごう音おん。


　強い衝しよう撃げきがアルの頭を揺らす。


「これが、アイツの本気ってわけか」


　森の中だというのに、魔族の攻撃は一切軌き道どうが変わらずにアルを狙う。


　立ち止まっている時間はない。


　四つん這ばいになりながら、アルは再び駆け出した。


　巻き上げられた土砂にまみれながら、それでも丁てい寧ねいに攻撃をかわし、前へ前へと進む。


　ナヴァールの策さくの成る、目的地へと。


「何が戦場から近いから大丈夫、だ。……戻ったら旦那には文句を言ってやる！」


　幾度目かの攻撃を回避しながら、アルはここにいないナヴァールへの愚ぐ痴ちを口にした。


　緩ゆるやかに上がる斜しや面めんを、アルは走る。


　突き出た岩を手に、生えている樹を足がかりに。


「この……、頂上付近にある三つ叉またの岩、だったよな……」


　アルは目をこらした。


　闇の中、確かに言われた通りの形の岩が浮かび上がっている。


　あと数十秒走れば届く距離だ。


「──あれ、か」


　確認して、アルが走り出そうとした……その時。


「ちっ！」


　首の後ろに焼け付くような気配を感じ、アルは飛び退のいた。


　次いで赤い槍が三本、立て続けに着ちやく弾だんする。


　さらにひときわ大きな影かげがアルを通り過ぎ──


「無様。ただいたずらに命を延のばしたに過ぎなかったな、人間」


　その影、魔族グラシャラボラスは斜面の上に立ち、怒りに燃える目でアルを見下ろした。


「…………あと少しだってのに……」


　口の中でそうつぶやき、アルは双剣を構える。


　じわりと、泥だらけの額に脂あぶら汗あせがにじんだ。


「滑こつ稽けい。逃げ出したかと思えば、もう止めるのか？　それとも、抗あらがうのを諦あきらめたか？」


「お前に、答える義理はねえよ」


　アルは深呼吸をひとつして、魔族を睨む。


「一いつ興きよう。確かに答えずとも結果は同じだ。汝なんじの手元に塩は無く、その剣は無力」


　魔族が肩をすくめると、翼が歪み、十本の槍へと変形してゆく。


　槍はゆっくりと見せつけるように穂ほ先さきをアルに向け、ピタリと止まった。


「月並みだが聞いておこう。……言い残すことはあるか？」


　ふん、とアルはその言葉を鼻で笑って、親指で自分の顔の右側を指す。


　グラシャラボラスの、焼けただれている顔と同じ側を。


「その顔──、似に合あってるぜ」


　魔族が凍り付く。


　怒りに身を震ふるわせ、山すらも鳴動させる魔力を殺意へと変える。


「滑稽。ずいぶんと我をいらだたせるのがうまいようだな、人間。ならば──四し肢しを失ってもその口がたたけるか、試してくれる！」


　コウモリの翼つばさが大きく羽ばたかれ──。


　十の赤い閃せん光こうが夜の森を走った。


「……っ！」


　アルは限界まで身を低くして、一歩前へと踏み出す。


　さらにほとんど勘かんで、アルは左の剣を振り抜いた。


　腕が飛ばされるような衝撃と共に、槍の一本が分かたれる。


　剣は大きくはね飛ばされて、闇の中へと消えていった。


「く、うううううううううっ！」


　槍ひとつ分。


　そのわずかな隙すき間まをこじ開けるように、右の剣を盾たて代わりにしてアルは突っ込んだ。


　体をかすめる槍の衝撃だけで、五体がばらばらに引き裂さかれる錯覚を覚える。


　先ほどの戦いで痛めた脇腹が、これ以上ないほどの悲鳴を上げた。


　だが、そのすべてを唇を嚙んで無視する。


　背後で、爆ばく音おんが轟とどろいた。


　槍の着弾と同時に襲い来る衝撃にアルはあえて身を任せる。


　波に乗るように、そのまま魔族の懐ふところへと飛び込もうとして──


「がっ！」


　左脚に激痛が走った。


　グラシャラボラスの翼が変形し、刃となって太ももに深々と刺さっている。


　アルの目の前で翼は広がり、傷口が開いた。


　見る間に血が噴ふき出す。


「ガ────アッ！」


　アルの口から悲鳴が漏れる。


　翼は瞬時に引き抜ぬかれ、アルは自分で走っていた勢いを殺せずに無様に転がった。


　グラシャラボラスが振り向き、ようやく笑みを浮かべる。


「愉快。これで溜りゆう飲いんも下がるというもの。……無論のこと、我が汝の肉体を乗っ取った後は修しゆう繕ぜんしてやるので心配はするな」


「……はっ」


　地面に転がったまま、小こ馬ば鹿かにするようにアルは笑う。


「心配するなら、自分自身を心配したらどうだ？　人間に裏をかかれてる魔族さんよ」


「……滑稽」


　魔族は再び笑みを消し、転がったままのアルを力の限り蹴けり飛ばした。


「ご、ふ……！」


　めきめきと骨の砕ける音と共に、アルは抵抗もできぬまま斜面を上へと転がってゆく。


　そして三つ叉の岩へと激突して、その勢いを止めた。


「ここまでのようだな。……さて人間、ここからが我を愚ぐ弄ろうした罰ばつぞ？」


　ざくざくと、下草を踏みしめながら魔族はアルに近づいてゆく。


　アルは岩を背にしながら立ち上がり──。


　そして神剣を抜いた。


「ほう？」


　刀身には、まだ銀の光が煌きらめいている。


　月明かりと同じ程度になってはいるが、それでも雷いかずちのようなものを走らせている。


　アルは不格好ながら両の手に神剣を持ち、右の剣をグラシャラボラスへと向けた。


　魔族の足がピタリと止まる。


　そしてグラシャラボラスは大きく手を広げた。顔には嘲あざけりの笑みを浮かべて。


「ついにその剣を抜いたか。……だが、この状況でどうするつもりだ？」


　アルは答えない。


「汝の体は満まん身しん創そう痍い。さらに剣の力も弱まっている。……我はこの顔以外に傷もついておらぬ。破れかぶれで剣を振るうとも、希望は無いぞ」


　丁寧に、ひとつずつ。


　魔族はアルの勝利の芽をつぶしてゆく。


　だが。





「…………ク」





　アルの体が震える。


　いぶかしむ魔族を前にして。


「ク、フフフフフ、ハハハハハハハハハハハハッ！」


　ついに、アルはこらえきれずに笑い出した。


「滑稽。ここに来て気が狂ふれたか？」


「そうじゃねえ。ようやくここまで来られたんで、つい笑っちまっただけさ」


「──なに？」


「てめえは策にはまったんだよ。……もともとここが最終目的地だったのさ」


「策、だと？」


「あの丘おかで戦うつもりなんざ、さらさらなかった。塩を使ったのも、てめぇのお高い自じ尊そん心しんを傷つけてここまでおびき寄せるつもりだったんだ」


　そしてアルは、グラシャラボラスへと向けていた神剣を。


　くるりと地面へ向けた。


「こうする──、つもりでなっ！」


　渾こん身しんの力で、アルは神剣を大地に突き刺す。


　瞬間、銀の光が地を走り──。





　大地が、割れた。





「こ、これは……！」


　まるで獣けもののように、大地は魔族を呑み込もうと顎あぎとを開く。


　顎の向こうは黒々とした洞どう窟くつの姿。


　月明かりに、何かが星のような光を反射していた。


「──岩がん塩えん洞どう！」


　これが、ナヴァールの策だった。


　魔族を岩塩洞の上まで誘ゆう導どうし、神剣の力で中に落とす。


　ニアリームの街は、キール山脈に存在する岩塩洞で栄さかえている街のひとつ。


　塩のあるところまで誘導することは、それほど難しいことではない。


　魔族を半はん端ぱに傷つけ、挑発したのも、すべてこの仕し込こみのためだった。


　味方への巻まき添ぞえを避さけるために、また魔族の力を少しでも削そぐために。


　ベネットとナヴァールはあえて丘陵で魔族の欠片かけらと戦っている。


「……っ！」


　魔族が翼を広げる。


　空を飛べば、岩塩洞への落下は阻そ止しできる。


　みずからの弱点への恐怖から、魔族の思考はそれだけに支配された。


　だから──彼は忘れてしまったのだ。


　みずからと戦う、ちっぽけな人間の剣士のことを──。





　月明かりがかげる。





　殺気に魔族が振り向くが、もう遅い。


　赤毛の剣士は、落下の勢いと共に、銀の光を残した左の剣を魔族の背中へと突つき刺さした。


「にん、げんめええええええええええええええええええっ！」


「落ちてもらうぜ、あの中にな！」


　銀の輝かがやきを閃ひらめかせて、剣士と魔族は大地の顎へと落下してゆく──。
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「つ……っ」


　体のあちこちから伝わる痛みで、アルは目を覚ました。


　目に映るのは星の光。


「……いや、違うか」


　月明かりを反射した、岩塩の層の光だった。


　アルはよろよろと立ち上がる。


　洞どう窟くつの内部は、かなりの大きさがあった。


　要所要所に梁はりがしつらえてあり、壊れたツルハシや台車などが転がっている。


　今現在も採さい掘くつ中、といった風ふ情ぜいが見て取れた。


　その天井の一角がアルの神剣によって崩ほう落らくし、ここに落下してきたらしい。


　アルの足あし下もとには神剣が転がっていた。


　力を使い果たしたのか、光はもう宿っていない。


「……っ！　魔族は──」


　神剣を拾い、アルは魔族を捜す。


　立ち上がろうとして──。


「う……」


　ぐらり、とアルの頭が揺れる。


　突然視界が闇に染まり、体の芯しんから魂が削けずれるような感覚が剣士を襲った。


「剣の、反動、か」


　強ごう引いんに首を振って、意識を保つ。


　今倒れるわけにはいかない。あの魔族を倒したかどうか、確認しなければ……。


　虚きよ脱だつ感かんを制して、アルが立ち上がったその時。


「グルァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ！」


　獣じみた叫びと共に、瓦が礫れきの一部を吹き飛ばし、〝それ〟は現れた。


　人ひと形がたをした軟体生物、と言えばいいだろうか。


　全体はどす黒く濁にごった赤。だが、ふたつの瞳ひとみだけが鮮あざやかな真しん紅くの輝きを宿している。


　手は二本、足も二本あるが、関節も筋肉も存在しない。


　ただぬめぬめとした物質が人形に固まっているだけ。


「ニンゲン……、ニンゲンンンンンンンンンンンンンンンンンンッ！」


「なるほど、それがお前の本ほん性しようか。……グラシャラボラス」


　確かに、ソレはグラシャラボラスの声で叫んでいた。


　魔族としての本性、それがこの姿なのだろう。


　変わり果てた魔族は、動くたびに体の一部がしたたり落ち、煙を上げている。


「……効いてはいる。効いてはいる、が」


　岩塩洞にいることで、神剣の一撃を加えたことで。


　魔族は徐じよ々じよに崩ほう壊かいしつつある。


　だが──。


「生きて、やがるかよ。……ちくしょう」


　苦々しく、アルはつぶやく。


　もはや神剣に光は無く、アルもまた戦う力を残してはいない。


　剣士にできることは、ただ力なく立ち上がることのみ。


「オ、オオオオオオオオオオオオオオオオ……」


　もう魔族は翼を広げることも、他の生物を生み出すこともできないだろう。


　この岩塩洞から脱だつ出しゆつできず、そのうち消しよう滅めつするはずだ。


　しかし。


「ニン、ゲン……！　ゾコニ、イタカァッ！」


　魔族の目がアルを捕らえた。


　ずるずると引きずるような動きで、変わり果てたグラシャラボラスはアルへと近づく。


「ちっ、どうにもアイツが死ぬより、俺が殺される方が早そうだな……」


　アルは自じ嘲ちよう気味に笑った。


　心のどこかで、死を受け入れていた。


　あの王女が死なずにすむのならいいじゃないかと。


　それだけで、満足する気持ちがあった。


　アルは、だらりと両手を下げる。


　壁に背をつけたまま、膝が落ちる。


　引きずるような動きで、魔族が迫る。


　焼けただれたような拳を大きくアルへと振りかぶり──。





　──絶対、帰ってきてくださいね。





　ニアリームで帰りを待つ、ピアニィを幻げん視しした。


　ただ一心にアルたちの帰りを待つ、王女の姿を。





　ドクン、と心臓が鼓こ動どうする。


　落ちかけた膝が、倒れる寸前で止まった。





　──だってあっしらは仲間でやんす。


　──互いに全力を尽くしましょう。殿下のもとに戻るために。





　離れた場所で戦う、ふたりの仲間を幻視した。


　傷だらけになりながら、懸けん命めいに魔族の欠片かけらを食い止めるふたりの姿を。





　音が鳴るほどに歯を嚙みしめる。


　血がにじむほどに強く、神剣を握りしめた。





　──いつか必ずオレより強くなれ。





　遥はるか過去に、そう言って笑ったテオドールを幻視した。


　心の底からあこがれ、今も追い続ける、あの広い背中を。





　閉じかけていた目を開く。


「いい……わけ、ねえだろうが……っ！」


　背を壁から離し、神剣を構える。


「勝手に死んで、いいわけねえだろうがっ！」


　アルは叫ぶ。


「生きて帰ると約束した！　信しん頼らいに応こたえると誓った！　いつかアンタを超こえると決意した！」


　ただひとり、アルは叫ぶ。


「ここで死んで──たまるかよおっ！」


　閃光が、洞窟を一色に染める。


　それはあらゆる魔を焼き貫く銀の光。


〝憤ふん怒ぬの神しん剣けん〟の持つ、力の輝き。


　絶望に対する、運命に対する、自分に対する──怒りを得て。


　神剣は、今再びその刀身に輝きを取り戻した。


「グ！　ナ、ナゼ！　フタタビ神剣ガ……ッ！」


　魔族は驚きよう愕がくにうめく。


「ダガ、剣ヲ使ウ前ニ──」


　グラシャラボラスはその台詞せりふを最後まで言い切ることは無かった。


　音もなく振るわれた銀の閃光が、その右手を断たち切ったからだ。


「グギャアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ！」


　痛みに悲鳴を上げる魔族。


　対するアルは光をほとばしらせる神剣を両手に携たずさえ、音もなく進み出る。


「ナゼダ！　ナゼ人ノ身デ、ココマデノ力ヲ出セル！　反動デ消シ飛ンデシマウゾ！」


「……うるせぇよ」


　アルもまた、満まん身しん創そう痍いだった。


　左脚の出血は止まらず、体を動かすたびに折れたあばらが痛む。


　荒あれ狂くるう剣を握にぎっているだけで、意識を飛ばされそうになる。


　だが──。


「てめえが滅ほろびるまで、何度だってこの剣を使ってやる。……何度でも、だ」


　すべてを意志の力でねじ伏ふせて、アルは神剣を構えた。


　琥こ珀はく色いろの瞳ひとみが、ピタリと赤い魔族を捕とらえる。


「オ、ノ、レ、エエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエッ!!」


　それは最後の抵てい抗こうだったのだろう。


　グラシャラボラスは破れかぶれに、残った左の拳こぶしを繰くり出して──。


「ガッ！」


　その腕が、十字に切り裂さかれる。


「まだ、だ……！」


　一歩を踏み込み、アルは力の続く限り連撃を繰り出す。


　切り上げ、振り下ろし、薙なぎ、突き入れる。


　幾いく度ども幾度も幾度も。


　途と絶だえそうになる神剣の光を、意地だけで保もたせて魔族を切り刻む。


「ガ、ガ、ガ、ガアアアアアアア……」


　数え切れないほどの斬ざん撃げきを受けて、魔族が弱々しい声を上げた。


　赤い液体はほぼ蒸発し、干ひ物もののような状態になっている。


　濁った瞳だけがこちらを見ており、もはや声も出せる状態ではない。


　それでもまだ、グラシャラボラスは生きていた。


「そのしぶとさだけは尊敬するぜ。だが──」


　アルは右の剣を鞭むちのようにしならせ、振った。


　銀の光が尾を引き、魔族を両断する。


「ゴ、ア……」


　グラシャラボラスは一度体を硬直させると、末まつ端たんから黒い灰はいに変わり──消え去った。


〝虐殺者〟と呼ばれた魔族の、それが最さい期ごだった。
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　神剣を鞘さやに戻した瞬間、視界が歪ゆがんだ。


　痛みをかき消すような、猛もう烈れつな眠ねむ気けがアルを闇やみの底へと誘いざなう。


「──ち」


　アルは舌打ちをひとつして、体を洞窟の壁に預あずける。


　自然と膝が落ちた。


　視界が歪み、世界が回る。


　反射的に、アルは目をつぶろうとし──。


「目を閉じたら、そのまま死にマスよ」


　聞き覚えのあるその声に、意識が覚かく醒せいする。


　先ほどまで、魔族が立っていた場所にいるのはファラフナーズ。


　魔族グラシャラボラスを呼び出した張本人だ。


　アルは震える手で、背中の神剣の柄つかを握る。


「安心してクダサイ。別に戦うつもりはありマセン」


　だがファラフナーズは両手を前に突き出し、首を横に振った。


「……なんだと？」


「特にアナタを助ける必要も無いのデスが。このまま相打ちではおもしろくありマセンから、挨あい拶さつがてらやってきマシタ。……予想通りにがんばってくれたことデスし」


「予想……通り？」


「そうデス」


　ニコニコと、ファラフナーズは笑顔のまま続ける。


　その顔は、傷だらけのアルの前では、死し闘とうの後あとでは、あまりにも場ば違ちがいで。


　どこか薄うすら寒いものを感じる。


「〝虐殺者〟は──勝っても負けてもどちらでもよかったのデス」


　あっさりと、妖よう女じよはそう言った。


「勝てば神剣を手に入れ、姫を連れ戻もどせマス。負ければ──アナタが成長しマス」


「……なに……？」


「アナタが成長する、と言ったのデス」


　ファラフナーズの口元が、すうっと細くなる。


「それもワタシの目的のひとつデス。これでも、アナタにはかなりの興味を持っているのデスよ？」


　それは、獲え物ものを品定めする蛇にも似にて。


　アルはまるで石像にでもなってしまったかのように、微び動どうをだにできなかった。


　──だが。


「詳くわしいことを今話すつもりはありマセン」


　ファラフナーズは視線を外す。


「今はご挨拶だけ、デスよ。あまり引き留めると、お仲間にも悪いデス。……ああ、そうそう。竜人と獣人のおふたりが、そろそろあなたを迎むかえに来マスよ」


　アルは警けい戒かいしたまま、息も絶え絶えに返した。


「……帰るなら、さっさと帰れ」


「ええ、そうしマス」


　ファラフナーズは服の裾すそをつまみ優ゆう雅がに一礼して、言った。


「それではマタ会いましょう。……それまで、生き延びてクダサイね」


　謎なぞめいた微び笑しようを残したまま、妖女は消えてゆく。


「…………言われる、までもねえよ」


　ファラフナーズがいなくなった後、アルはそうつぶやいて無理矢理立ち上がった。


　服の裾すそを破き、左脚の出血を止めた。


　よたよたと壁に手をつきながら、剣士は洞窟の入り口へと歩き始める。


「アルどの！　大丈夫ですか！」


「うわっ！　すげえ傷でやんすな！」


　入り口から、ナヴァールとベネットが走ってくるのが見えた。


　片手を挙げて、ふたりを迎える。


「旦那、ちょいとしんどかったが魔族は倒せたよ」


「ええ、何よりです。……まずは治ち療りようを」


　うなずいて、ナヴァールはアルの脚に手をかざした。


　暖かな光が少しずつ傷をふさいでゆく。


「とにもかくにも、これで約束は守れるでやんすね」


　アルの様子を見ながら、ベネットがつぶやいた。


「ああ、そうだな。これで──全員そろって姫さんのもとへ帰れる」


　ひとつうなずき、三人は洞窟の入り口へと歩き出した。





　王女との約束を果たすために。




　エピローグ







「あ、あたしの騎き士しに……なりなさいっ！」


　アヴェルシアの都市、バーランドの城。


　かつてピアニィの先祖が避ひ暑しよに使っていたというその城に。


　当の王女の必死な声が響ひびく。





　──魔族との戦いの後。


　アルたちは、ニアリームの街でピアニィと再会を果たした。


　ピアニィの症しよう状じようは消え去っており、一行はアヴェルシアへと向かった。


　途中、レイウォール軍の妨ぼう害がいなどを退しりぞけつつアヴェルシアに到とう着ちやくするも、再び問題に巻き込まれることになったのだ。


　属ぞく領りようであるアヴェルシアに対する、レイウォールの圧政。


　それを解決するためにピアニィが下した決断は──アヴェルシアの独立だった。


　その独立宣言の直後に。


　ピアニィの口から『騎士になれ』という言葉が飛び出したのだ。





　バーランド宮きゆう殿でん内の一室。もっとも大きいホールの中央。


　この世界を作りたもうた七大神の彫ちよう像ぞうの前で。


　ピアニィは顔を真まっ赤かにして、両の拳こぶしを握にぎり、上うわ目め遣づかいで相手の返答を待っていた。


　石造りの宮殿は護まもりよりも外観を重視して建たてられており、純白の壁かべには精せい緻ちな装そう飾しよくが金で施ほどこされており、自然と視し線せんが彫像に向けられるように計算されている。


　つまり、そのホールの中心とも言える場所で。


「…………はぁ？」


　アルは、思わず間ま抜ぬけな声を上げた。


　ピアニィはさらに手をわたわたと動かしながら、顔をさらに赤くする。


「だ、だからっ！　騎士になって欲ほしいんです！　アルさんの力が必要なんですよ！」


「……いや待て。なんでいきなりそんな話になる」


　ナヴァールやベネット、多くの旧きゆうアヴェルシア領りよう民みんがこちらを見ている。


　アルは慌あわてて王女の言葉を否ひ定ていした。


「俺おれはただの傭よう兵へいだ！　貴き族ぞくでも何でもねえ！　騎士なんて無理だ！」


「そんなことありません！　アルさんじゃなきゃダメなんです！　アルさんにいて欲しいんですっ！」


「……んなこと言われてもな……」


「アル、殿でん下かの言うことにも意味があるのだぞ？」


　混乱しきっているピアニィの代わりに、ナヴァールが助け船を出した。


　あの戦い以来、竜人はピアニィ以外に敬語を使うのをやめた。


　本人曰いわく、『仲間に遠えん慮りよすることはないからな』だそうだ。


　竜人は指を立てて、周囲の人間にも聞こえる声で説明を始める。


「国には力が必要だ。このアヴェルシアが独立するというのであれば、他国に負けぬ力を示さねばならない。そのもっともわかりやすいのは騎士の力だ。……おぬしの功こう績せきならば、この国第一の騎士として喧けん伝でんするにふさわしいと私も思うが？」


「……旦那だんなまで、そんなことを……」


「まあ、諦あきらめどころじゃないでやんすかね？」


　ベネットはヒヒヒと笑ってアルの肩を叩たたく。


「あの時に見み捨すてられなかった時点で、アルは断ことわれないでやんすよ。……ねえ」


「く……、ベネット……」


　次第に追い詰められていくアルに、ピアニィはもう一歩近づいて、顔を寄せた。


「アルさん、約束したじゃないですか。……護ってくれるって」


「そ、そりゃ、〝安全な場所〟まで、だろ？」


「アルさんが必要なんです。側そばにいて欲しいんですよぅ」


「……っておい、姫ひめさん、その言い方は……」


「だから……、え、と、あの……」


　ピアニィはもう一度拳を握って、目をつぶった。


「今日から、あ、あたしの騎士になりなさいっ！」


　ホールが、しーんと静まりかえった。


　どことなくいたたまれない、微び妙みような空気があたりに広がってゆく。


　ピアニィは目をぱちくりと瞬まばたかせた。


「……あれ？」


「あの、殿下。先ほどとまったく変わりないんですが……」


「え、ええっ!?　で、でもあたし、これくらいしか思いつかないんですけど！」


「と、言われましても……」


　場にそぐわぬ、竜人と王女の間抜けなやりとり。


　思わず、アルに笑いがこみ上げる。


「く……っ。ふふふふ……。は、ははははははははははははははははっ！」


「アル、さん……？」


「そ、そっか。姫さんは思いつかなかったか。く……ははははははははは！」


　周囲の視線を気にかけず、アルは腹を押さえて笑う。


「わかった。熱意はわかったよ姫さん。……俺も手伝ってやる」


「ほんとですか！」


　ぱあっと、王女の顔が明るくなる。


　それはまさに、花が咲きこぼれるような笑顔だった。


「堅かた苦くるしいのは苦手だし、俺には俺の目的もあるから、いろいろ勝手はやらせてもらうけどな。……まあ、姫さんを護るのは確かに約束の内だ」


「そうですよ！　約束は守らなきゃいけませんよ！」


「そういうこった。それに……」


　笑いをこらえながら、アルはピアニィを見る。


　泣き虫で心しん配ぱい性しようで、変なところで頑がん固こな王女は、きょとんとアルを見返していた。


　この──どこまでも甘あまいことを口にするピアニィをどうにも放り出していけない気持ちが、アルの中にも確たしかにあった。


「ほっとけないってことなのかね、これは」


「……？　なんですか？」


「なんでもねえよ」


　肩をすくめてアルはごまかす。


「これから国を作るんだろ？　……んで、名前はどうするんだ？」


「名前は、ですね──」





　この日、戦乱の大陸アルディオンに新たな国が誕たん生じようした。


　国の名はフェリタニア。王の名はピアニィ・ルティナベール。


　その第一の騎士として、アル・イーズデイルの名があった。





　この王女の逃とう亡ぼうに端たんを発した独どく立りつ劇げきが、後の戦乱の始まりであり。


　アルディオンに名を残す国になるとは、その時は誰も予想をだにしていなかった。


　ピアニィとアル。ふたりの運命は、ここから大きく変転していくこととなる──。






　あとがき







　昔から、〝仲間〟という言葉には強いあこがれを抱いていました。


　苦楽をともにし、ひとつの目的に向かって進む仲間。


　そういうものを手に入れたくて、いろいろと挑戦しては失敗もしてきました。





　今考えれば、私は「なにかひとつの目標を皆で目指す」というシチュエーションが好きだったのでしょう。


　それは例えば、強大な敵に立ち向かう数人の戦士たちであったり、大きな大会を目指して努力する選手たちであったり、絶望的な環境から脱出するために死力を尽くす生存者たちであったりするわけです。


　それらは実に少年漫画らしい展開であり、小学生の頃から少年漫画の虜とりこになった自分の好みそうなシチュエーションだなあ、とも思います。





　しかし、そういった〝仲間たち〟も最初から仲間だったわけではありません。


　必ず出会いがあり、きっかけがあり、交流があります。


　脱出もののような、強制的に集められた集団においても、「仲間だ」と言えるようになるまでにはこういったプロセスが不可欠です。





　ならば、アルにとっての仲間はどういう形でできあがったのか。


　そんな問いから始まったのが、この小説でした。
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　二回目のご挨あい拶さつになります。


　この本の著者、矢や野の俊しゆん策さくと申します。今回はこの『アリアンロッド・サガ２　ワンダリング・プリンセス』を手にとっていただき、ありがとうございます。





　右にも書いたとおり、今回のテーマは仲間でした。


　各種問題に対して、外には広げず、何でも自分の中で解決してしまうアル。


　そんな彼がどうやって仲間を作るかという部分に焦点を当ててみました。


　人間、ひとりで生きているつもりでも、うまくは行かないものです。


　そして何か大きな事件でも起きない限り、自分が実はどう支えられているのかなどわかりません。


　そういった〝大きな事件〟を経へて、アルがどういう結論に達したのかはご覧いただいた通りです。





　さて、今回のお話は富士見ドラゴンブックから出版されている『アリアンロッド・サガ・リプレイ１　戦乱のプリンセス』とダイレクトにつながるストーリーになっています。


　一巻の時にも解説しましたが、『アリアンロッド・サガ』というプロジェクトは自分の小説だけで完結するプロジェクトではありません。


　この小説は、ドラゴンブックでスタートしている三シリーズのＴＲＰＧリプレイ、『アリアンロッド・サガ・リプレイ』、『アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス』、『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク』の三つと連携した戦記物の一角となっているのです。


　ＴＲＰＧとは何か？　リプレイとは何か？　という疑問には一巻『ルーズ・ソードマスター』で簡単ながら解説してますので、そちらを参照してくださいませ。





　先ほども書きましたが、特に今回の話は『アリアンロッド・サガ・リプレイ１　戦乱のプリンセス』というリプレイと密接な関係があります。


　より正確に言えば、その『戦乱のプリンセス』の第一話を切り取って構成したものとなっています。


　よって一部展開が重なっている部分がございます。ご了承ください。





　ですが、まったくリプレイと同じ展開というわけではございません。


　むしろ、展開が同じなのは序盤のみ。


　中盤から先はリプレイにない展開が目白押しとなっています。





　なぜこうなったかと言いますと。


　……ひとえに、私のせいなのですが。





　第二巻の企画がまとまり、「リプレイのヒロインであるピアニィとの出会いを書こう」と決まった後、私はプロットの作成に取りかかりました。


　出会い方に関してはリプレイの方ですでに発表されていましたので、そのシチュエーションを切り取り、小説で進めているストーリーの要素を入れつつ仕上げる、という予定だったのですが……。


　仲間たちが徐々に合流する段になり、自分のやりたいことがむくむくと立ち上がってきてしまいました。


　アレも入れよう、コレも入れよう。


　ああ、この部分を調整するんだったら前のこの部分も変えよう。


　などとプロットをいじっている内に、リプレイのシーンが次々と消えていき……今の形になりました。


　妄もう想そうってのは恐ろしいものですね、はい。





　とはいえ、リプレイと矛盾を起こしている部分はありませんし、小説のエピソードを混ぜたことによってリプレイには無いキャラクターたちの魅力を描けたと自負もしております。


　もし、まだリプレイを読んでいないという方がいらっしゃれば、是非『戦乱のプリンセス』を手にとってください。リプレイには小説に書かれなかった面白い部分がたくさん存在します。お見み逃のがし無く。





　この事件を経てアルはフェリタニアという新興国の騎士となります。いや、騎士にさせられた、と言った方が正しいかもしれませんが。


　とはいえ、あのひねくれ者が突然に騎士道に目覚め、女王たるピアニィに仕えるわけもありません。


　さらに言えば、当人も「テオドールの真相を知る」という目的を忘れたわけでも、諦めたわけでもないのです。


　またアルがレイウォールに捕まる前に共にいたサイラスやナーシアとの再会など、まだまだイベントはたくさんあります。


　新しい立場で、アルにはさらに大きな山へと登ってもらうことにしましょう。





　さて、ここで少しアリアンロッドとは違うお話を。


　この本と同日に、私が作りました『ダブルクロス　The 3rd Edition』という本が発売になっているかと思います。


　アリアンロッドとは少し違う、現代を舞台としたＴＲＰＧ、その最新版です。


　自身の心を蝕むしばむ超常能力を使い、日常の裏側で戦うゲーム。興味がおありでしたら、そちらも是非手にとっていただければと思います。


　リプレイ『ダブルクロス　The 3rd Edition　リプレイ・ジェネシス１　放課後のアルテミス』も合わせて発売しておりますので、そちらで楽しくわかりやすくゲームを解説してあります。よろしければご覧ください。





　では最後に。


　立場を変え、シリーズを変えつつアルの戦いはまだ続きます。


　ぜひ、皆さんの支援をいただければと思います。





　それから、制作に関わったスタッフに。


　さまざまな調整をお願いしたＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の皆さん、イラストをつけていただいた佐々木あかね先生、たくさんのアドバイスをいただきました三田誠先生、編集の皆様。


　そしてこの本を読んでいただいた読者の皆様に。





　ありがとうございました。


　またよろしくお願いいたします。







矢野俊策　　





アリアンロッド・サガ②


ワンダリング・プリンセス





矢や野の俊しゆん策さく／F.E.A.R.
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